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■食養料理教室「リマ・クッキングアカデミー」初級は毎週
水曜、中上師範科は毎週火曜開講中です。ノ

■「正食医学の手当法・実技編」①はlo月 21日 ～22日 、②は
11月 25日 ～26日 です。この機会にぜひどうぞ /
■大森英桜先生の「姓名学講座」は10月 9日 ～10日 、「 Pu
財テク講座」は11月 3日です。詳細は巻末色ページに発表 。′

■第17期「正食医学講座」は10月 7日 ～ 8日 から毎月開講 .′

(写真/家の光 10) ■ 日本C:協会は毎週木曜休業です。

■本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ
は、かまいませんe転載のお申し込みは歓迎いたします)

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
夏
季
キ
ャ
ン
プ
と

マ
イ
ナ
ス
３
号
食
／
吉
見
ク
リ

マ
ッ
ク

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

８９
開
く
／
寺
山
心

一
翁
・

新
し
い
医
学
を
求
め
て

20

今
号

一
部
五

一
五
円

（税

・
送
料
共
）

１０
月
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
料
理
／
桜
沢
里
真
…
２６

玄
米
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
入
り
、
き
ぬ
か
つ
ぎ
ゴ
マ
和
え
、
豆
腐
で
ん
が
く

野
菜
五
日
炒
め
、
磯
揚
げ
納
豆
、
か
ぶ
即
席
漬
け

自
然
食
の
給
食
／
産
経
新
聞
か
ら

36

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

新
し
き
世
界

へ
　
６
２
７
号

１
９
８
９
年
１０
月
号

18

●

『
Ｇ
Ｏ
レ
タ

ｌ

ｄ

‘
ぐ

て

Ｌ

う

―

』

拳

男

＝

幸

最
大
の
わ
が
冒
険

Ｔ
）／
桜
沢
如
一

１
９
５
５
年
、
桜
沢
先
生
は
西
ア
フ
リ
カ

・
ラ
ン
パ
レ
ー
ネ
の
シ
ュ
ヴ

ァ
イ
ツ
ァ
ー
病
院
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
見
た
も
の
は
，
　
Ｇ
Ｏ
は
自
ら

「絶
対
に
治
ら
な
い
、
死
ぬ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
熱
帯
性
漬
瘍
に
か
か

り
、
正
食
に
よ
る
必
死
の
治
療
を
博
士
に
示
し
た
の
だ
！

北
か
ら
南
か
ら

「北
ア
ル
プ
ス
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
」

盛
会
／
　
長
野
県
白
馬
山
麓

・
岩
岳
で

神
の
発
見

（菊
池
富
美
雄
）
、
ア
フ
リ
カ
か
ら

（鈴
木
雄
）
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

（久
司
道
夫
）
、
一
家
の
大
転
換

（新
井
雅
子
）

に
ぎ
や
か
に
開
催
・

明るい元気なスタッフ募集ノ
日本 CI協会本部で働く仲間 (女子)を募集します。
仕事を通じてマクロビオティックを学びたい方。詳し
いことは本部までご相談 ください。
●臨時のポランティアも受付けます。

10月 11日 (水)は臨時休館します。11日 (水 )～ 12日 (木 )連休
●オーサヮジャパン東北沢店は■日営業。



▲ 《宗教と科学の対決の焦点》をテーマとし

た南米マクロビオティック・インターナショ

ナル・セミナーの大ポスターの前で講義する

筆者。 (1989.7.2サ ンパウロ市無双学園
講堂にて)

神

の

発

見
菊

池

富

美

雄

桜
沢
先
生
の
二
十
三
年
祭

ｏ
里
真
先
生
の
九
十
歳

の
誕
生
祭

へ
の
出
席
と
、
三
十
三
年
ぶ
り
の
ベ
ル
ナ

デ

ッ
ト

〔夫
人
〕
の
訪
日
を
四
月
に
果
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
に
帰

っ
て
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
弁
護
士
協
会
主
催
の

「弁
護
士
と
法
と
生
命
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
先
に
サ
ン
パ
ウ

ロ
判
事
協
会
主

催
で
ピ

ニ
ェ
イ

ロ
ス
裁
判
所
で
行
な
い
ま
し
た

「秩

序

・
真
理

・
正
義
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
と
関

連
し
て
、
無
双
原
理
の
深
遠
さ
と
万
能
性
を
響
醜
し

て
大
き
な
波
紋
を
よ
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
下
院
第
四
会
議
場
と

サ

ン
パ
ウ

ロ
の
プ
ラ
ジ

ル
国
立
銀
行
貴
賓
室
で
行
な

っ
た
講
演
の
反
響
が
各
方
面
で
重
要
視
さ
れ
て
き
た

現
わ
れ
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
背
景
に
し
て
、
今
年
も

七
月
の
冬
季
休
暇
を
活
用
し
た
全
南
米
十
二
カ
国
か

ら
の
参
加
者
を
無
双
学
園
に
迎
え
て
、
第
十
二
回
南

米
国
際

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米

。
中
米
か
ら
も
特
別
参
加

し
て
、
延
べ
二
千
百
六
十
人
が
、

「宗
教
を
抜
き
に

し
た
神
の
発
見
」
と
い
う
主
要
テ
ー
マ
の
講
演
や
討

論
に
物
凄
い
火
花
を
散
ら
し
ま
し
た
。

特
に
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
サ

ン
ト
ス
市
前
市

長
、
ヴ

ィ
ト
リ
ア
市
現
市
長
、

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
国
会
議
員
連
盟
代
表
、
プ
ラ
ジ

ル
労
働
党
総
裁
な

-4-



ど
が
出
席
し
て
、
宗
教
と
科
学
の
過
大
評
価
と
誇
大

妄
想
に
よ

っ
て
辞
超
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る
、
カ
タ

ス
ト

ロ
フ
ィ
ッ
ク
な
二
十
世
紀
末
の
混
濁
の
嵐
の
中

を
、

い
か
に
し
て
泳
ぎ
切

っ
て
ゆ
け
る
の
か
と
い
う

難
問
題
に
対
す
る
無
双
原
理
の
明
快
な
解
答
に
つ
い

て
再
評
価
と
再
認
識
を
し
、
そ
の
国
際
的
重
要
性
と

連
帯
責
任
の
重
さ
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。例
年
の
如
く
、
セ
ミ
ナ
リ
ー
に
は
政
治
家
、
司
法

官
、
判
事
、
弁
護
士
、
宗
教
家
、
教
育
者
、
医
師
、

生
物
学
者
、
栄
養
学
者
等

々
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら

の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
参
加
、
外
国
語

へ
の
同
時
通
訳

も
好
調
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
み
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
セ
ミ
ナ
リ
ー
の
圧
巻
は
何
と
い
っ
て
も

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
で
も
自
然
宇
宙
の
無
限
の
波

動
が
瑚
剛
貯
概
し
て
お
り
ヽ
そ
の
相
対
無
限
次
元
の

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
次
元
の
進
化
し
て
ゆ
く
焦
点

に
、
万
有
万
能

（神
学
や
宗
教
で
神
と
呼
称
し
て
い

る
）
の
形
と
動
き
の
要

（
か
な
め
、
軸
、
中
心
）
が

あ
る
」
と
い
う
全
知
全
能
の
ク
リ
テ
リ
オ
ン

〔判
断

基
準
〕
の
確
認
と
実
生
活
化
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、　
一
切
の
宗
教
に
頼
ら
ず
、
万
能
な
る
神

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
Ｐ
Ｕ
生

命
観
の
公
開
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
す
べ
て
の
疑
間

や
問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
転
換
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
す
る
神
通
力
を
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
万
人
渇
望
の
テ
ー
マ
と
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
果
せ
る
か
な
、
こ
の
私
の
六
十
四
年
の
総
力
を
結

集
し
た
最
大
の
テ
ー
マ
ヘ
の
挑
戦
は
、
無
双
学
園
の

セ
ミ
ナ
リ
ー
全
会
場
を
揺
さ
ぶ
り
、
ま
た
は
水
を
打

っ
た
よ
う
に
静
粛
に
さ
せ
、
こ
れ
を
毎
日
午
前
中
四

時
間
、
七
日
間
連
続
し
て
二
十
八
時
間
続
行
し
、
午

後
は
次
か
ら
次

へ
と
行
列
を
つ
く

っ
て
い
る
病
人
指

導
に
没
頭
し
、
面
目
躍
如
た
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
た
ず
さ
え
て
、

今
年
は
昨
年
よ
り

一
カ
月
早
く
九
月
早

々
に
再
び

ヨ

ー
ロ
ッ
パ

ヘ
飛
び
、
リ
ス
ポ

ン
、

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ミ
ラ
ノ
、
ザ
グ
レ
ブ
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
、
プ
ラ

ハ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
キ

エ
フ
、
モ
ス
ク
ワ
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
な
ど
の
主
要
都
市
で
ニ
カ
月
間
に

わ
た

っ
て
連
続
講
演

・
討
論

。
講
習
の
セ
ミ
ナ
ー
を

主
宰
し
、
日
程
が
許
せ
ば
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
マ
ド
リ
ー
ド
に
も
お
も
む
き
た
い

と
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
、
デ

ン

マ
ー
ク
、

ス
エ
ー
デ

ン
、
ス
イ
ス
、
さ
ら
に
ア
ン
ゴ

ラ
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら

も
招
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
別
の
機
会
の
日
程
に
入

れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
今
回
は
、

モ
ス
ク
ワ
の
教
育
文
化
局
が
強
い

関
心
を
示
し
て
、
で
き
れ
ば
私
ど
も
の
モ
ス
ク
ワ
滞

在
中
に
、
ソ
連
の
青
年
学
生
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
無
双
学

園
の
青
年
学
生
と
の
交
換
交
流
協
定
を
具
体
化
し
た

い
と
望
ん
で
お
る
よ
う
で
す
の
で
、

こ
の
実
現
に
も

努
力
し
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
、
パ
ー
ヴ

ェ
ル

・
コ

ン
キ
ン
在
ブ
ラ
ジ

ル

・
ソ
連
大
使
館

一
等
書
記
官
が

私
の
指
導
で
す
で
に
正
食
を
始
め
、
次

々
に
紹
介
さ

れ
た
友
人
が
私
を
訪
ね
て
き
て
お
り
、
私
の
モ
ス
ク

ワ
入
り
と
同
時
に
コ
ン
キ
ン
氏
も
モ
ス
ク
ワ
に
お
も

む
い
て
合
流
し
、
私
ど
も
の
ソ
連
内
で
の
活
動
が
ス

ム
ー
ス
に
行
く
よ
う
協
力
し
、
神
経
痛
関
節
炎
で
悩

ん
で
お
ら
れ
る
母
堂
の
健
康
指
導
も
行
な
う
こ
と
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
と
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
で
ソ
連

へ
の
旅
行
者
の
入
国
は
容
易
に
な
り
ま

し
た
が
、
ソ
連
国
民
に
直
接
影
響
を
与
え
る
、
外
国

人
に
よ
る
講
演
会
と
か
セ
ミ
ナ
ー
は
厳
し
く
制
限
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
私
ど
も
の
ソ
連
内
で

の
セ
ミ
ナ
ー
実
現
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

異
例
の
道
を
拓
く
た
め
に
陰
の
力
と
な

っ
て
奔
走
し

て
く
れ
た
ブ
ラ
ジ

ル
労
働
党
総
裁
や
社
会
主
義
者
文

化
団
体
の
り
―
ダ
ー
の
人
た
ち
の
努
力
は
特
筆
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
し
て
、
今
後
の
社

会
主
義
諸
国

へ
の
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
発
展
交

流
は
急
速
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
由
化
の
台
風
の
眼
と
な

っ
て
い
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
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な
ど
の
東

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
強
力
な
Ｐ
Ｕ
世
界

観
を
展
開
し
て
、

〔中
略
〕
真
の
健
全
な
国
際
化
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

こ
の
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ソ
連
で
の
セ
ミ
ナ
ー
が

終

っ
て
十

一
月
に
南
米

へ
帰

っ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で

に
何
回
も
ト
リ

ニ
ダ

ッ
ド

ｏ
キ

ュ
ー
バ
大
使
館
文
化

担
当
官
よ
り
強
く
要
請
さ
れ
て
き
た

ハ
バ
ナ
で
の
セ

ミ
ナ
ー
に
お
も
む
く
予
定
で
す
。

今
年
の
三
月
に
カ
リ
ブ
海
の
コ
ス
タ
リ
カ
で
私
ど

も
が
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
同
国
の
文
部
大
臣
や
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
オ
ス
カ
ー
ル

・
ア
リ
ー
ア
ス

大
統
領
夫
妻
が

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
無
双
原
理

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
て
熱
心
な
共
鳴
者
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
目
と
鼻
の
と
こ
ろ
に
あ
る

キ

ュ
ー
バ
を
刺
激
し
、
カ
ス
ト
ロ
首
相
自
身
が
強
い

関
心
を
示
し
て
お
る
よ
う
で
す
。

な
お
カ
ナ
ダ
や

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
、
ポ

ス
ト
ン
、
シ

カ
ゴ
、

マ
イ
ア
ミ
、

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
メ
キ
シ
ョ

な
ど
か
ら
も
セ
ミ
ナ
ー
の
強

い
要
望
が
次
第
に
高
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
　
す
げ
２
〓
①
″
ご
〓
‐

二
こ

鰤
〓
８
８
ｇ
３
お
入
相
対
絶
対
無
双
原
理
と

マ

ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
》
　
の
英
文
版
を
出
版
し
ま
し

た
。

〔後
略
〕

（
〓

・
↓
Ｏ
ヨ
一
０
　
メ
一
Ｆ
Ｃ
Ｏ
ｒ
い
／
／
河
“
”
　
↓
Ｏ
ヨ
”
∽
　
Ｏ
Ｏ
　
ｒ
】
ヨ
”
　
ｏ
ｕ
∞

ｒ
一げｏ
『
口”
Ｏ
①
・　
∽
い
〇
　
「
”
」
】Ｏ
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〇
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】ω　
”
”
＞
∽
【ｒ
）

ア
フ
リ
カ
か
ら
鈴

木
　
雄

〔以
前
、
日
本
食
用
塩
研
究
会
の
仕
事
を
し
て
い
た

鈴
木
雄
さ
ん
は
、
こ
の
７
月
か
ら
青
年
海
外
協
力
隊

（
公
衆
衛
生
）
で
ア
フ
リ
カ
南
部
中
央
の
ザ

ン
ビ
ア

に
行

っ
て
い
る
〕

来
ザ
後

一
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ザ

ン
ビ
ア
は
、

１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
地
が
続
く
と
は
い
う

も
の
の
、
や
は
り
熱
帯
域
。
も

っ
と
も
寒
い
６
、
７

月
で
さ
ぇ
パ
パ
イ
ヤ
、
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
、
ス
イ
カ
な

ど
果
物
、
種

々
の
野
菜

（
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
、
人
参
、

オ
ク
ラ
、
カ
ポ
チ
ャ
な
ど
日
本
に
あ
る
も
の
は
だ
い

た
い
穫
れ
る
）
は
豊
富
で
す
。

ザ

ン
ビ
ア
人
の
主
食
は
、
メ
イ
ズ

（
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
）
。
粉
に
し
て
、
そ
ば
が
き
状
に
練

っ
て
つ
く
る

「
シ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
日
本
の
ご
は
ん
に
あ

た
り
ま
す
。
胚
乳
を
主
に
製
粉
し
た
白
い
も
の
と
、

丸
ご
と
ひ
い
た
も
の
の
２
タ
イ
プ
が
国
民
に
供
給
さ

れ
、
後
者
の
方
が
安
い
た
め
、
貧
し
い
彼
ら
の
多
く

は
そ
れ
を
た
べ
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
米
が
圧
倒
的

に
幅
を
き
か
せ
て
い
る
日
本
と
は
大
ち
が
い
で
す
。

も

っ
と
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
の
が
ト

マ
ト
ス
ー
プ
で
、

こ
れ
に
豆
、
野
菜
、
牛
肉
、
と
り
肉
、
魚
を
入
れ
ま

す
。

（肉
は
庶
民
に
と

っ
て
は
ご
ち
そ
う
で
す
。
日

本
人
ほ
ど
食
べ
な
い
。
）

カ
ー
ペ

ン
タ
と
い
う

「
い

り
こ
」
に
似
た
淡
水
魚
（
ザ

ン
ビ
ア
に
は
海
が
な
い
）

の
干
し
た
の
が
安
く
入
手
で
き
、
野
菜
炒
め
、
煮
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ナ
ツ

（
グ
ラ
ン
ド
ナ

ッ
ツ
）
は
と
て
も
ポ
ピ

ュ

ラ
ー
で
す
。

料
理
の
味
つ
け
は
塩
味
だ
け
の
シ
ン
プ

ル
な
も
の

で
、
時
に
チ
リ
チ
リ

（
チ
リ
ペ

ッ
パ
ー
）
を
皿
に
こ

す
り
つ
け
た
り
も
し
ま
す
が
、
カ
レ
ー
粉
、
ご
し
ょ

う
な
ど
は
高
価
で
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
食
事
前
に
は
必
ず
水
を
入
れ
た
ボ
ウ
ル
が
出

さ
れ
ま
す
。
手
を
洗
う
た
め
で
す
。
彼
ら
は
熱
く
手

に
つ
き
や
す
い
シ
マ
を
実
に
う
ま
く
ダ

ン
ゴ
に
し
て

ト

マ
ト
ス
ー
プ
に
つ
け
た
り
、
そ
の
他
お
か
ず
と
合

わ
せ
て
口
に
運
び
ま
す
。
塩
も
必
ず
テ
ー
ブ
ル
に
出

さ
れ
ま
す
が
、
お
か
ず
の
た
め
の
も
の
で
、
シ
マ
に

か
け
る
と
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
ま
た
。

（
８
／
１
７
　
ザ

ン
ビ
ア

・
ル
サ
カ
市
に
て
）

ア
メ
リ
カ
か
ら
久

司

道

夫

里
真
先
生
に
は
、
い
か
が
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
？
　
今
夏
、
欧
米
に
お
出
か
け
に
な
ら
な
か
っ
た

の
で
、
少
し
淋
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
お

か
げ
さ
ま
で
、
欧
米
各
地
の
サ
マ
ｌ

ｏ
キ
ャ
ン
プ
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
会
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
し
、
当
方

の
ベ
ケ
ッ
ト
に
は
日
本
か
ら
三
十
二
名
、
３
週
間
研

修
、
そ
の
間
、
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス

一
週
間
に
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は
、
毎
日
五
五
〇
～
六
〇
〇
名
参
加
、

二
十
二
カ
国

か
ら
出
席
し
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、　
ハ
ン
ガ
リ
ー
な

ど
も
度
重
な
る
会
合
で
、
国
策
と
し
て
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
の
方
向
に
農
業
、
食
品
、
環
境
、
自
然
を

向
け
る
こ
と
に
定
ま
り
ま
し
た
の
で
、
大
慶
で
す
。

私
の
手
許
で
、
そ
れ
ら
の
国

々
の
国
策
方
針
を
ま
と

め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
と

メ
ル
ボ
ル
ン
と
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
な
い
、
同
時
に
政

府
、
医
学
、
食
品
、
農
業
関
係
の
会
合
も
い
く
つ
か

も

つ
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
日
本
を

数
日
訪
ね
ま
す
。

（
九
月
二
十

一
日
東
京
着
、
↓
箱

根
↓
関
西
↓
二
十
七
日
東
京
発
）

ま
た
、
今
回
、
二
十
歳
未
満
の
学
生
２
名
、
日
本

に
研
修
に
出
ま
す
。
奈
良
で
御
親
切
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
申
し
出
ら
れ
て
い
る
方

々
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま

す
の
で
有
が
た
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
今
回
、
私
ど
も
の
三
男
、
概
だ

（
フ
ィ

リ
ッ
プ
）
が
訪
日
し
ま
す
。
目
的
は
、
数
年
間
滞
在

の
覚
悟
で
東
洋
医
学
、
文
化
の
研
修
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
ず
日
本
語
の
習
得
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
里
真
先
生
や
皆
さ
ん
方
の
御
指
導
を

仰
ぐ
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
略
）
　

（
９
／
１
４
）
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大森式半断食セミナー

―
毎月 1回 伊東と広島で開催――

このセミナーは、大森英桜先生の「正食の実際」  指導責任者、國清拡史は、過去10年、大森先生
を具体的に実践・体得するためのセミナーです。  の指導を受けながら、約1000人 の人に半断食の

指導をさせていただいております。

半断食とは、水断食に対して反断食であり、体

内の毒素をより早 く排出するための増血断食で  くわしくは、案内書を御請求下さい。 (無料 )
あり、又、自分にとって正しい食物を知るため  國清拡史著「半断食」御希望の方は、送料とも
の判断食でもあります。            1060円 (切手可)です。

英桜研究会 代 表  國清拡 史
(〒 410)静岡県沼津市大岡18941高 田ハイツB101号

■
' 0559(24)4652

大好評〃〈食養手作り教室〉お早めにお申込みください。

会場 。申込み先/日本CI協会
●おべんとう作り講習会  ― 毎日のことだから大切にしたい′――
・講師/大森―慧 ※保青あり (有料。ただし申込み時に
・ 10月 14日 l■, 13:00～ 16:00

必ず間含せて、確認してください)
・ 話習費/3,090円 (消費税込み )

・ メニュー/玄米ごはん、生難のフライ・うさぎリンゴ添え、串さし小いも、野菜五目煮

●お そ う ざ い料 理
―何気ないけれど、健康にもつとも大切な日々 の料理―

・講師/吉成知江子
010月 28日仕)13:00～16:00    ■,保青はありませんので、ご了承ください。
・講習費/3,200円 (消費税込み )
。メニュー/栗入り炊きおこわ、けんちん汁、野菜味噌、大根葉のゴマ和え、
おやき風ガトー (その 5)



一
家

の

大

転

換新
井

雅

子

昭
和
六
十
三
年
は
、
実
質
的
に
昭
和
の
最
後
の
年

に
あ
た
り
、
わ
が
家
に
と

っ
て
も
大
転
換
の
年
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
八
月
末
、
明
治
生
ま
れ
の
父
が
、

心
臓
病
で
十
五
年
に
わ
た
る
闘
病
生
活
の
末
、

八
十

五
歳
の
生
涯
を
開
じ
た
。

そ
し
て
主
人
は
会
社
の
健
康
診
断
で
、
要
看
視
の

状
態
に
あ
り
、
私
も
長
い
間
、
聖
書
や
仏
教
書
な
ど

に
親
し
み
、
精
神
の
世
界
を
模
索
し
続
け
た
結
果
、

や

っ
と
自
然
と
神
、
人
間
の
関
係
が
分
か
り
か
け
て

き
た
と
思
え
る
の
に
体
が
つ
い
て
行
か
な
い
、
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

高
校
生
の
息
子
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

ハ
ー

ド
な
合
宿
生
活
か
ら
、
ジ

ュ
ー
ス
の
が
ぶ
飲
み
な
ど

で
体
調
を
崩
し
、
宵

っ
ば
り
の
朝
寝
坊
と
な
り
、
遅

刻
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
本
人
は
、

何
だ
か
分
か
ら
な
い
け
ど
体
が
い
う
こ
と
を
き
か
な

い
、
と
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
症
状
を
持
て
あ
ま
し

て
い
た
。

平
凡
な
主
婦
で
は
あ
る
が
、

二
人
の
子
供
を
育
て

な
が
ら
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
は
真
剣
に
考
え
抜
い

て
き
た
つ
も
り
の
私
に
と

っ
て
も
、
不
可
解
な
状
況

を
塁
し
は
じ
め
た
頃
、
ふ
と
以
前
紹
介
さ
れ
て
い
た

ひ
ろ
き

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
を
思
い
出
し
、
加
藤
大
季
先
生
の
ご

指
導
を
受
け
た
。

以
来
、
玄
米
、
み
そ
汁
、
ひ
じ
き
、
切
り
干
し
な

ど
の
食
養
料
理
を
頂
く
う
ち
に
、
ま
ず
夜
が
よ
く
眠

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
だ
。

私
は
、
息
子
の
状
況
を
観
察
す
る
う
ち
に
、
こ
れ

で
、
い
じ
め
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
れ
ば
、
容
易

に
登
校
拒
否
の
状
態
に
な
り
う
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。

息
子
の
中
学
時
代
、
非
行
問
題
の
嵐
が
学
校
に
吹
き

荒
れ
、
何
ら
か
の
形
で
恵
ま
れ
な
い
家
庭
を
持

っ
た

子
供
た
ち
が

″
悪
い
子
″
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、

社
会
も
学
校
も
、
時
に
は
家
庭
の
中
に
さ
え
も
、
自

分
の
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
悲
痛
な
姿
を
見

る
に
つ
け
、
身
の
す
く
む
よ
う
な
思
い
を
味
わ

っ
て

い
た
。

必
要
以
上
に
騒
ぎ
た
て
る
大
人
た
ち
に
、
子
供
た

ち
は
混
乱
し
、
わ
が
息
子
も
、
そ
う
し
た
大
人
た
ち

に
批
判
的
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
心
理
的
背
景
に

加
え
、
環
境
の
変
化
、
食
の
乱
れ
、
体
力
を
越
え
た

練
習
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
重
な

っ
た
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
体
調
の
乱
れ
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
こ
こ
四
、
五
年
、
同
世
代
で
あ
る
四
十
歳

台
で
亡
く
な
る
方
が
続
出
し
、
毎
年
、
葬
儀
に
出
席

す
る
た
び
に
、
幼
い
子
を
遺
し
て
、
こ
の
世
を
去

っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
親
の
無
念
さ
が
胸
に
し

み
た
。
ガ
ン
、
く
も
膜
下
出
血
、
心
臓
病
、
白
血
病

な
ど
が
原
因
で
あ
る
。
子
供
の
突
然
死
に
も
何
回
か

遭
遇
し
た
。

長
い
間
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
食
を
中
心
と
し
た

生
活
環
境
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
漠
然

と
は
感
じ
て
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
高
い
比
率
を
、

「食
」
が
占
め
る
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
、
桜
沢
先
生

の
御
著
書
を
読
破
す
る
う
ち
に
、
う
な
ず
け
る
こ
と

ば
か
り
で
、
ま
た
、
私
が
学
ん
で
き
た
精
神
の
世
界

と
も
共
通
点
が
多
い
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な

っ
た
。

息
子
も
日
増
し
に
以
前
の
快
活
さ
を
取
り
戻
し
、

何
よ
り
彼
自
身
が
多
く
の
事
を
学
ん
だ
。
主
人
も
、

最
近
の
健
康
診
断
で
は

「異
常
な
し
」
と
さ
れ
、
私

も
肥
満
体
が
ス
リ
ム
に
な
り
、
料
理
の
勉
強
に
励
む

毎
日
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
会
社
や
学
校
で
の
生
活
も
あ
り
、
不
徹

底
な
正
食
行
で
は
あ

っ
た
が
、
半
年
余
り
の
家
庭
に

お
け
る
玄
米
菜
食
の
効
果
は
如
実
に
現
わ
れ
、
行
き

詰
ま
り
か
け
て
い
た
わ
が
家
も
、
に
わ
か
に
視
界
が

開
け
、
文
字
通
り

″
新
し
き
世
界
″
の
出
現
と
な

っ

た
。
桜
沢
里
真
先
生
は
じ
め
皆

々
様
に
心
か
ら
の
感

謝
を
捧
げ
ま
す
と
共
に
、
地
球
規
模
に
よ
る
環
境
破

壊
、
戦
争
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
幸
が

一
日
も
早
く

地
球
上
か
ら
取
り
除
か
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
念
じ

つ
つ
ベ

ン
を
置
き
ま
す
。
　

　

（
七
月
二
十
五
日
）

（
埼
玉
県
杉
戸
町
）

■

ァ
メ
リ
カ
・カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

・
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
の

相
原

コ
ル
ネ
リ
ヤ
夫
人
に
よ
る
と
、
恒
例
の
フ
レ

ン
チ
メ
ド
ゥ

・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
盛
会
で
百
二

十
人
前
後
で
十
日
間
開
催
さ
れ
た
。

（編
集
部
）
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今
年
の
海
の
健
康
学
園

（
伊
豆
下
田

・
田
牛
）
は

伊
東
沖
の
地
震
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
―

し
か
し
、
恒
例
の
山
の
健
康
学
園
は
、
昨
年
の
北

軽
井
沢
に
続
い
て
、
今
年
は
北
ア
ル
プ

ス
白
馬
山
麓

岩
岳
で
開
催
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
北
は
秋
田
、
南

は
鹿
児
島
か
ら
も
参
加
が
あ
り
大
盛
会
で
し
た
―

岩
岳

ス
キ
ー
場
は
、
晴
れ
て
い
れ
ば
頂
上
か
ら
鹿

島
槍
、
自
馬
な
ど
の
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山

々
の
大

パ
ノ
ラ
マ
が
眼
前
に
展
開
し
、
爽
や
か
な
空
気
と
清

冽
で
お
い
し
い
水

（
北
ア
ル
プ

ス
の
雪
溶
け
水
が
２０

年
た

っ
て
地
下
百
四
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
汲
み
上
げ
ら

れ
る
）
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
。
会
場
で
使
用
の
水
は

す
べ
て
自
然
の
ま
ま
の
地
下
水
で
、
料
理
の
味
も

一

段
と
ア
ッ
プ
。

冬
の
賑
わ
い
と
は
別
世
界
で
、
ゴ

ン
ド
ラ

・
リ
フ

ト
は
動

い
て
い
る
が
お
客
は
少
な
く
、
ス
キ
ー
場
の

緑
の
斜
面
か
ら
は
鮮
や
か
な
色
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

が
練
習
で
フ
ラ
リ
フ
ラ
リ
と
飛
ん
で
い
る
と
い
う
の

ど
か
さ
…
…
。

「北
ア
ル
プ
ス
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
」
の
会
場
は
、
宿
舎

が

「
ス
ポ
ー
ツ

・
イ
ン

ｏ
イ
ワ
タ
ケ
」
、
講
義
会
場

が

「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ザ
」
、

ヨ
ガ
や
子
供
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
町
の
大
き
な
体
育
館
と
、
ぜ
い
た
く
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
日
本
の

ス
キ
ー
界
の
ス
タ
ー
だ

っ
た
北
沢
宏
明
氏
が
、
こ
の

土
地
の
出
身
で
、
今
は
こ
の
岩
岳

一
帯
の
ス
キ
ー
な

ど
に
よ
る
観
光
開
発
な
ど
に
あ
た

っ
て
お
ら
れ
る
の

▲夏のゲレンデま緑がいっ
`れ

。ヽ▲屋外での開会式で、健康学園はスタート。

▲大森英桜先生の迫真の講義。受講生も真剣 .′▲講義のあとは、Ciスナックではっと一息ティータイム。
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で
、
同
氏
の
ご
好
意
に
よ

っ
て
各
方
面
に
話
を
つ
け

て
私
ど
も
の
便
宜
を
は
か

っ
て
く
だ
さ

っ
た
も
の
だ
。

ス
タ
ッ
フ
は
前
の
日
か
ら
会
場
の
掃
除
、
設
営
な

ど
で
大
忙
し
。
駅
か
ら
会
場
ま
で
の
案
内
も
貼
ヶ
終

え
て
、
ひ
と
息

つ
い
て
い
る
と
、
も
う
車
や
列
車
で

参
加
者
の
人
た
ち
が
着
き
出
し
、
東
京
か
ら
の
バ
ス

も
無
事
着
い
て
受
付
が
始
ま
る
。
建
物
の
前
の
駐
車

場
で
夕
日
を
背
に
受
け
な
が
ら
開
会
式
。

料
理
部
苦
心
の
夕
食
を
頂
き
終
わ
る
と
７
時
半
か

ら
会
場
を
移
動
し
て
大
森
英
桜
先
生
の
第

一
講
義
が

始
ま
る
。

「基
本
食
、
半
断
食
に
よ
る
体
質
改
善
と

運
動
の
効
果
」
。
窓
の
外
の
草
む
ら
か
ら
は
、
虫
た
ち

の
大
合
唱
が
聞
こ
え
る
が
、
講
義
に
聴
き
入
る
受
講

者
の
人
た
ち
の
耳
に
は
入
ら
な
い
よ
う
だ
。

講
義
の
あ
と
宿
合
に
戻
る
と
、
食
堂
で
は

「
Ｃ
Ｉ

ス
ナ
ッ
ク
」
が
開
店
―
　
冷
た
い
飲
み
物
や
ポ

ン
セ

ン
の
ス
ナ
ッ
ク
を
注
文
し
て
、
ほ
の
明
る
い
ラ
ン
プ

の
下
に
て
ん
で
に
話
の
輪
が
で
き
る
。
ま
る
で
学
校

の
文
化
祭
の
よ
う
な
和
や
か
さ
。

朝
は
５
時
起
床
、
洗
面
後
全
員

で
掃
除
。

（
あ
ま

り
早
く
か
ら
掃
除
を
始
め
た
の
で
管
理
人
の
方
を
驚

か
せ
て
し
ま

っ
た
）
。
体
育
館
で
は
三
好
暁
先
生
の
ヨ

ガ
、
建
物
の
前
で
は
大
友
映
男
先
生
の
太
極
拳
が
あ

り
、
早
朝
の
空
気
を
吸
い
な
が
ら
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
そ
の
後
Ｐ
Ｕ
歌
の
練
習
を
し
て
醤
油
番
茶
を

飲
ん
で
か
ら
講
義
の
会
場
に
移
動
、

「完
全
穀
菜
食

は
栄
養
失
調
に
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
。
ち

▲早朝の外気をいっぱいに吸って、太極拳

▲体育館の広いスペースで、のびのびとヨガ

▲体操の後は、PU歌の合唱

▲あたたかい保健飲料で元気をつけて。次は講義だ′
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ょ
う
ど
発
行
さ
れ
た
ば
か
り
の

「自
然
食
は
安
全
か
」

（
か
つ
て
薬
害
問
題
で
活
躍
し
た
高
橋
暁
正
氏
著
、

農
文
協
刊
）
の
批
判
を
取
り
上
げ
る
。

雪
渓
が
あ

っ
た
！

講
義
が
終
わ
る
と
味
噌
お
じ
や
を
頂
い
て
、
八
方

尾
根

へ
み
ん
な
で
ハ
イ
キ
ン
グ
。
お
に
ぎ
り
と
ト
ー

モ
ロ
コ
シ
を
お
弁
当
に
も
ら

っ
て
、
北
沢
先
生
手
配

の
地
元
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
３
台
に
分
乗
し
て
リ
フ
ト

の
乗
り
場

へ
。
リ
フ
ト
を
二
つ
乗
り
継
い
で
上
が
る

と
も
う
ふ
も
と
の
町
が
小
さ
く
見
え
る
。
天
気
も
よ

く
、
ほ
か
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
人
た
ち
も
多
い
。
そ
の

中
を
約
百
名
の
大
部
隊

（Ｐ
）
が
行
く
。
小
さ
い
子

供
た
ち
も
元
気
い
っ
ば
い
！
　
高
山
植
物
の
花

々
を

見
な
が
ら
登

っ
て
い
く
と
雪
渓
が
あ

っ
た
―
　
真
夏

に
雪
に
出
会

っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
―
　
さ

っ
そ
く
雪
の

上
で
記
念
撮
影
を
し
て
さ
ら
に
登
る
。

道
し
る
べ
の
ケ
ル
ン
を
い
く
つ
も
越
え
る
と
前
方

に
入
方
池
が
見
え
て
き
た
。
あ
い
に
く
山
に
は
雲
が

か
か
っ
て
い
て
、
北
ア
ル
プ
ス
の
大
展
望
は
見
え
な

い
。
尾
根
の
下
に
あ
る
八
方
池
の
ほ
と
り
で
お
弁
当

を
食
べ
て
休
憩
。
写
真
を
撮
る
。
大
森
先
生
の
回
り

に
は
い
つ
も
話
を
聞
く
人
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
同

じ
道
を
下
り
始
め
る
と
、
ま
る
で
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
で

も
乗

っ
た
よ
う
に
日
の
下
に
ふ
も
と
の
町
並
み
が
広

が
る
。
ま
た
リ
フ
ト
で
下
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗

る
。
乗

っ
た
と
た
ん
に
大
部
分
の
人
は
心
地
良
い
疲

▲残雪をじかにふみしめて、感激。皆でいっしょにハイ、ポーズ .′

▲約百人の仲間がそろって山登り/▲すいてたリフトも、一時期、超満員

▲ さすが大森先生、登りながらもお話の大サービス   ▲八方池でひと体み、玄米おむすびがおいしい

-12-



れ
で
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

夜
は
大
森

一
慧
先
生
の
講
義

「心
身
改
造
を
実
践

す
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
の
コ
ツ
」
と
い
う

題
で
、
長
年
の
経
験
に
も
と
づ
く
実
践
的
な
お
話
に

み
ん
な
聞
き
入
っ
た
。
朝
の
英
桜
先
生
の
講
義
で
は

「完
全
穀
菜
食
」
を
力
説
さ
れ
た
が
、　
一
慧
先
生
は

正
食
の
参
考
に
と
い
っ
て
、
桜
沢
式
と
は
対
照
的
な

二
木
謙
三
氏

（東
大
教
授
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
陽

性
な
人
向
き
の
玄
米
食
を
指
導
）
の
年
齢
別
の
食
事

法
を
紹
介
さ
れ
、
壮
年
期
の
男
は
多
少
の
魚
類
を
認

め
る
、
と
い
う
説
を
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

「魚

を
食
べ
て
も
い
い
」
と
い
う
話
で
は
な
く
、　
一
般
の

人
た
ち
に
向
か
っ
て
、
東
大
の
医
学
の
先
生
で
も
玄

米
菜
食
と
言

っ
て
い
ま
す
よ
、
と
、
玄
米
食
を
紹
介

す
る
意
味
で
よ
く
話
さ
れ
る
の
だ
そ
う
だ
が
、
ち
ょ

っ
と
聞
く
方
が
理
解
し
に
く
か
っ
た
の
で
は
？
　
夜

の
Ｃ
Ｉ
ス
ナ
ッ
ク
は
ま
た
ま
た
大
に
ぎ
わ
い
。

早
く
も
３
日
目
に
な
り
、
講
義
は
、

「霊
と
は
何

か
？
　
無
双
原
理
で
解
明
」
。
玄
米
を
始
め
る
前
か

ら
心
身
統

一
な
ど
に
興
味
の
あ

っ
た
英
桜
先
生
の
得

意
の
テ
ー
マ
の

一
つ
。
め
っ
た
に
聞
け
な
い
話
な
の

で
、
皆

一
生
懸
命
聞
く
。

こ
の
日
の
朝
食
は
北
沢
先
生
の
ベ
ン
シ
ョ
ン

「自

馬
モ
ン
ビ

ェ
」
の
前
の
芝
生
と
林
の
中
で
頂
く
。
緑

の
空
気
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
お
い
し
か
っ
た
―

午
後
は
自
由
時
間
。
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
乗

っ
て

岩
岳
頂
上
ま
で
登
っ
て
展
望
を
楽
し
み
、
帰
り
は
歩

▲身近なテーマで正食を説く大森

―懸先生。台所でも大忙し。

緑に囲まれた野外の食事。料理がさら

においしく感じる。

▲ 1日 2食は大人だけ。子供はその前に仲良くそろって朝ごはん。



儡ξ,|1感がW

元気いつぱい玄米つ子、遊んで食べて大ハッスル ′

▲勝っ
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▲夜空に映えるキャンプファイヤー もらつたシ ′ 思わすVサ イン



● 食 事 の 献 立 か

〔8月 18日 夕〕・」ヽ豆入り玄米ご飯

南瓜車送人参煮物・ きゅうりの糠漬

〔8月 19日 朝)。 味噌入り玄米お粥

佃煮・寒漬たくあん

〔8月 19日 弁当)。 玄米おむすび 。

ん

〔8月 19日 夕〕。玄米ご飯・汁もの (ビーフン、高野豆腐)
。コーフー入リコロッケ・野菜サラダ。おやき。一本漬け

〔8月 20日 朝、野外〕・玄米ご飯・みそ汁 。キンピラ・昆

布佃煮・ きゅうりの塩漬蛇腹切り

〔8月 20日夕〕・玄米ご飯・丸ナスの生姜醤油・コーフー

カツ・サラダ・ ドーナツうどん 。トマト・昆布佃煮 。さゅ

うりの糠漬 〔パーティおやつ〕小豆南瓜の寒天よせ

〔8月 21日 朝〕・玄米ご飯 。みそ汁・ゴポウの丸煮・切り

干し大根の煮物 。きゅうりの糠漬・寒漬大根

〔子供の早朝食19日 〕 。おやき

〔20日 〕・焼物・サラダ。リンゴ

〔21日 〕。ほうとう

ら ●

・ソーメン入り清汁 。

・寒漬たくあん

。山ブキの煮物・昆布

とうもろこし。たくあ

い
て
降
り
て
き
た
人
、
近
く
の
林
の
中
を
散
策
す
る

人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。
夜
は
名
物
サ
ヨ
ナ
ラ

パ
ー
テ
ィ
ー
　
体
育
館

で
子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

な

っ
て
ゲ
ー
ム
に
興
じ
、
空
く
じ
な
し
の
福
引
は
、

地
粉
や
海
精
醤
油
、
包
丁
や
パ
ノ
ラ
マ
カ
メ
ラ
な
ど

賞
品
が
い
っ
ぱ
い
。
そ
し
て
広
い
駐
車
場
に
移

っ
て
、

花
火
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
。
歌
や
踊
り
で
お
そ

く
ま
で
最
後
の
晩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

早
く
も
終
わ
り
の
日
。
英
桜
先
生
の

「霊
と
の
対

決
」

「心
身
改
造
と
人
生
」
の
２
講
義
が
あ
り
、
例

の
本
の
葉
の
テ
レ
パ
シ
ー
の
話
も
出
て
大
サ
ー
ビ
ス
。

更
埴
市
の
藤
岡
氏
が
栽
培
し
た
無
農
薬
の
リ
ン
ゴ
の

お
土
産
セ
ー
ル
も
あ
り
、
苦
心
談
も
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ア
ッ
と
い
う
間
に
４
日
間
が
過
ぎ
、
Ｐ
Ｕ
歌
を
歌

い
、
名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
仲
間
が
楽
し
く
交
流
し
た

今
年
の
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
今
回
は
地
元

。
更

埴
市
の
中
沢
京
子
さ
ん
に
期
間
中
使
用
す
る
無
農
薬

野
菜
の
手
配
と
、
希
望
者
に
は
旬
の
野
菜
パ

ッ
ク
の

予
約
販
売
も
お
世
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
Ｈ
）

▲献立をていねいに説明

する吉成知江子先生

▲よく噛めよ、食物を月 楽しい、おいしい食事の時間

▲はやくも別れの時が来た

" PU歌
で、しめくくり、帰途へ。
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感

想

文

か

ら

●
講
義
、
食
事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
…
…
ど
れ
を
と
っ
て
も

楽
し
く
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
三
泊
四
日
が
大
変
短
く
感
じ

ら
れ
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も

「
ま
た
来
年
…
…
」
と
い
う
セ

ミ
ナ
ー
で
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
森
先
生
の
講
義
で
、

「霊
の
世
界
は
な
い
…
…
平
凡
な
生
活
の
中
に
こ
そ
人
間
の
生

き
る
姿
が
あ
る
」
ま
た
大
森

一
慧
先
生
の

「性
差
に
よ
る
食
事
、

男
女
平
等
と
は
…
…
」
な
ど
興
味
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話

ば
か
り
で
し
た
。
不
惑

〔４０
〕
を
迎
え
よ
う
と
す
る
私
ど
も
夫

婦
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
二
人
三
脚
で
転
ぶ
こ
と
な
く
、
人
生
観

の
確
立
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
ジ

ヤ
ン
プ
す
る
」
こ
と
は
、
毎
日
の
平
凡
な
生
活
の
中
に
も
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
喜
ん
で
い
ま
す
。

●
朝
か
ら
夜
ま
で
内
容
の
濃
い
充
実
し
た
四
日
間
で
し
た
。
心

の
こ
も
っ
た
技
術
の
す
ぐ
れ
た
お
食
事
に
は
本
当
に
感
激
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
も
食
事
も
お
い
し
く
楽
し
く
、
お
友
だ
ち
と

も
す
ぐ
仲
良
く
な
り
親
も
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
●
す
ば
ら
し
い
環
境
の
と
こ
ろ
で
よ
い
講
義
を
聞
き
、
本
当
に

有
意
義
な
四
日
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
八
方
ツ
ア
ー
、
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
な
ど

何
も
か
も
忘
れ
て
久
し
ぶ
り
に
青
春
が
戻

っ
て
き
た
よ
う
な
タ

ノ
シ
イ
タ
ノ
シ
イ
ひ
と
時
で
し
た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
日
頃
い
か
に
運
動
が
不
足
し
て
い
る
か
を
痛
感
し
ま
し
た
ｏ

し
か
し
落
伍
せ
ず
に
皆
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の

で
満
足
し
て
帰
り
ま
す
。
料
理
も

一
つ
ず
つ
コ
ツ
を
覚
え
ら
れ

て

一
歩
前
進
出
来
た
よ
う
な
嬉
し
さ
で
す
。

●
大
森

一
慧
先
生
の
話
が
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

講
義
は
野
外
で
車
座
に
な
っ
て
聞
い
た
り
し
た
か
っ
た
で
す
。

登
山
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
親
子
で
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

●
美
味
し
い
お
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
日
ご
ろ
疑
間
に
思

っ
て

い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
ま
す
ま
す
正
食
を
本
気
で
す
す
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
料
理
も
い
つ
も
吉
成
先
生
の
ご
説
明
が

あ
り
よ
く
分
か
り
ま
し
た
ｏ
自
馬
の
い
い
空
気
の
中
で
元
気
に

よ
み
が
え

っ
て
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
初
め
て
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
様
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
は
楽

し
か

っ
た
で
す
。
八
方
尾
根
は
思

っ
て
い
た
以
上
に
寒
か

っ
た

で
す
ね
。
で
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

●
主
食
と
副
食
の
量
が
分
か

っ
て
よ
か

っ
た
。
私
の
場
合
、
カ

ー
ド
な
ど
を
見
て
の
自
己
流
な
の
で
、
初
め
て
セ
ミ
ナ
ー
の
料

理
を
食
べ
て
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
。
で
き
れ
ば
料
理
教
室
が

あ

っ
た
り
料
理
の
お
話
も
聞
き
た
い
と
思

っ
た
。
ふ
だ
ん
子
供

が
い
る
の
で
、
な
か
な
か
講
義
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
が
、
思

い
切

っ
て
参
加
し
て
よ
か

っ
た
と
思
う
。
２
食
で
心
配
だ

っ
た

が
、
案
外
で
き
た
の
で
、
よ
く
す
ご
せ
る
と
驚
く
。

●
非
常
に
充
実
し
た
４
日
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
も
も
う
少
し
時
間
的
ゆ
と
り
が
あ

っ
た
ら
、
参
加
者
同
士
の

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
世
話
、
遊
び
な
ど
し
て
下
さ
り
、
ゆ

っ
た
り
と
講

義
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
で
す
。
大
森

一
慧
先
生
の

お
話
は
日
常
生
活
に
即
し
た
分
か
り
や
す
い
話
で
、
と
て
も
感

激
し
ま
し
た
。

●
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
初
め
の
１
、
２
日
目
は
異
様
な

雰
囲
気
が
し
た
。
特
に
食
事
に
つ
い
て
、
噛
み
方
が
足
り
な
い

と
か
、
早
く
食
べ
終
わ
る
と
、
そ
れ
を
責
め
る
よ
う
な
感
じ
を

受
け
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
感
じ
が
強
く
て
、
自
由
人
に
な
る
こ
と

が
目
的
の
集
ま
り
か
疑

っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
３
～
４
日
と

慣
れ
て
き
た
せ
い
も
あ
り
、
表
現
は
目
立

っ
て
も
皆
そ
れ
ぞ
れ

自
分
な
り
に

一
生
懸
命
考
え
生
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
気
分
が
楽
に
な

っ
た
。
大
森
先
生
の
講
義
も
、
最
初
ま

と
ま
り
が
な
く
思
え
た
が
、
人
柄
も
分
か

っ
て
き
て
先
生
の
人

生
観
や
伝
え
た
い
も
の
を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
話
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
親
し
み
を
持

っ
て
聞
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
特

に
後
半
の
テ
ー
マ
も
内
容
も
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

お
も
し
ろ
か

っ
た
。
全
体
を
振
り
返

っ
て
、
参
加
し
て
よ
か

っ

た
と
思
う
。

●
日
ご
ろ
気
に
な
り
な
が
ら
も
食
事
を
と
り
す
ぎ
て
い
た
の
で

す
が
、
四
日
間
の
食
事
で
だ
い
ぶ
体
が
少
食
に
な
れ
て
す

っ
き

り
し
て
き
ま
し
た
。

一
週
間
く
ら
い
あ

っ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

●
今
回
初
め
て
玄
米
を
食
べ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
食
事
の
風
景

に
び

っ
く
り
。
食
事
と
い
う
も
の
は
、
み
ん
な
で
に
こ
や
か
に

会
話
し
な
が
ら
…
…
と
い
う
生
活
で
し
た
か
ら
。
は
っ
き
り
言

っ
て
玄
米
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
ま
で
に
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
れ
を
機
会
に
食
べ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

食
べ
る
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
興
味
が
も
て
ま
し
た
。

●
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
明
る
い
の
で
楽
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
余
裕
が
あ
る
の
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

●
２
食
と
は
い
え
、
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
思
う
。

（主
食
、
副

食
）
い
び
き
を
か
く
同
室
者
に
は
ま
い
っ
た
。
風
呂
が
不
便
。

西
瓜
の
こ
と
知
ら
な
か

っ
た
。

●
行
き
届
い
た
計
画
の
も
と
に
行
わ
れ
大
変
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー

で
し
た
。
講
義
は
大
変
参
考
に
な
り
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
八
方

尾
根
展
望

ツ
ア
ー
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
で
す
。
自
由
時
間
の
ハ

イ
キ
ン
グ
も
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
乗
り
、
帰
り
は
道
の
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
を
お
り
て
き
て
足
を
き
た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
食
事
も
お
い
し
く
、
据
え
膳
で
い
た
だ
く
こ
と
も
ま
た
最

一局
で
し
た
。
北
ア
ル
プ

ス
は
初
め
て
参
り
ま
し
た
。
空
気
の
お

い
し
い
大
変
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
、
ゆ

っ
く
り
四
日
間
送
る
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こ
と
が
で
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
の
セ
ミ
ナ
ー

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

●
ア
ク
セ
ク
し
た
都
会
の
生
活
を
離
れ
、
自
然
や
食
養
に
親
し

む
フ
レ
ツ
シ
ュ
な
機
会
で
し
た
。
健
康
学
園
バ
ン
フ
を
い
た
だ

い
た

「
天
地

一
杯
の
会
」
で
は
９
月
か
ら
典
座
教
訓

（道
元
禅

師
の
料
理
の
本
）
を
読
む
こ
と
に
な

っ
て
お
り
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
大
森
先
生
ご
夫
妻
の
お
話
は
体
験
の
裏
打
ち
か
ら

説
か
れ
、
原
則
論
、
実
践
論
と
も
明
快
で
し
た
。

●
体
力
的
に
あ
ま
り
無
理
な
く
、
ま
わ
り
の
風
景
に
見
と
れ
楽

し
み
な
が
ら
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
で
き
た
の
は
と
て
も
い
い
思
い
出

で
す
。
自
由
時
間
に
は
地
理
が
あ
ま
り
分
か
ら
ず
、
ず
い
分
遠

ま
わ
り
に
な
リ
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な

っ
て
帰

っ
て
き
た
こ
と
も
前
日

と
ち
が

っ
た
体
験
で
し
た
。
自
樺
の
木
が
美
し
く
、
よ
い
場
所

で
し
た
。
大
森
先
生
ご
夫
妻
の
講
話
も
わ
か
り
や
す
く
、
家
庭

生
活
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
体
験
談
も
お
も
し
ろ
く
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
い
っ
た
い
い
つ
寝
る
の
か
し
ら
、
と

思
う
ほ
ど
の
忙
し
さ
で
動
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で

盛
り
だ
く
さ
ん
の
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
食
事
の
量
で
す
が
、
主
人
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
私
に

は
や
や
多
め
で
、
子
供
に
は
多
す
ぎ
で
し
た
。
そ
れ
で
も
日
本

Ｃ
Ｉ
の
名
シ
エ
フ
違
が
作

っ
た
も
の
な
の
で
、
お
い
し
く
て
、

つ
い
つ
い
全
部

（
―――
）
食
べ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
す
。

（実

に
お
い
し
か

っ
た
の
で
す
）

何
と
言

っ
て
も
講
義
の
内
容
が
す
ば
ら
し
か

つ
た
。
家
で
ノ

ー
ト
を
整
理
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
凄
い
内
容
だ
な
と
思

っ
た
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

●
い
つ
も
心
の
こ
も

っ
た
お
い
し
い
お
料
理
を
頂
け
る
こ
と
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
と
に
か
く
自
分
自
身
も
お

料
理
の
勉
強
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

身
体
で
頂
け
る
よ
う
に
、
何
が
大
切
な
こ
と
か
を
見
失
わ
な
い

で
い
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
と
て
も
し
ん
ど
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
う
い
う
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
時
の
気
持
ち

の
安
定
感
、
安
心
感
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
痛
感
し
て

木
曽
に
戻
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

●
普
段
は
玄
米
中
心
の
生
活
で
す
が
、
正
し
い
正
食
の
知
識
は

な
く
、
自
分
勝
手
に
や
っ
て
お
り
、
多
少
き
ゅ
う
く
つ
に
感
じ

る
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
い
ろ
い
ろ
な
方
に
出
会
い
、
刺

激
を
受
け
ま
し
て
、
東
京
に
も
ど

っ
て
ま
た
い
ろ
い
ろ
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
機
会
に
は
い
ろ
い
ろ
質
問
を
考
え

て
き
ま
す
。

●
と
て
も
よ
か
っ
た
。
八
方
尾
根
の
山
の
雄
大
さ
、
心
が
洗
わ

れ
て
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
れ
て
有
難
か
っ
た
で
す
。
Ｃ

Ｉ
ス
ナ
ツ
ク
、
と
て
も
よ
か
っ
た
ノ

●
食
事
内
容
が
ち
ょ
っ
と
陰
性
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
キ

ヤ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
あ
ま
り
元
気
が
な
か
っ
た
の
は
、

そ
の
せ
い
で
は
？
　
で
も
食
事
は
お
い
し
か
っ
た
。

●
講
義
が
と
て
も
す
ば
ら
し
く
二
日
目
の
晩
、
部
屋
で
ち
ょ
っ

と
霊
の
話
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
恐
い
よ
恐
い
よ
」
と
か
言

っ
て
た
方
も
、
最
後
の
講
義
が
終
わ
り
ま
し
た
ら

「霊
っ
て
食

べ
物
だ
っ
た
の
ね
、
恐
く
な
く
な

っ
た
」
と
い
う
方
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
愛
情
に
つ
い
て
の
講
義
で

「
今
の
人
は

″好
き
″

を

″愛
″
と
ま
ち
が
え
て
、　
〃好
き
″
で

一
緒
に
な
っ
て

″嫌

い
″
で
別
れ
て
い
る
。
命
を
相
手
に
さ
さ
げ
る
の
が
愛
」
と
い

う
お
話
を
伺
っ
て
感
激
し
ま
し
た
。　
一
慧
先
生
の
お
話
は
、
料

理
の
コ
ツ
と
か
育
児
と
か
女
性
の
社
会
参
加
と
か
、
同
性
と
し

て
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｉ
ス
ナ
ッ
ク
は
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
お
友
達
と
夜
、
お
茶
を
す
る
な
ん
て
め
っ
た

に
な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
欲
ば
っ
て
た
く
さ
ん
注
文
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
部
屋
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
を
も
り

あ
げ
た

（か
な
）
と
思
い
ま
す
。
明
る
い
人
た
ち
が
集
ま
り
ま

し
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
英
桜
先
生
は

「湖
畔

の
宿
」
を
歌
わ
れ
ま
し
た
ｏ
隣
り
近
所
の
方
た
ち
と
も
親
し
く

な

っ
て
、
ス
テ
キ
な
話
を
し
て
…
…
。
と
て
も
充
実
し
た
健
康

学
園
で
し
た
。

●
お
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
た
し
、
初
め
て
の
人
と
話
す
と
き

も
構
え
る
こ
と
な
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
ｏ

お
昼
を
林
の
中
で
食
べ
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ｏ
フ
ア

イ
ヤ
ー
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
特
に

『
セ
イ
』
と
い
う
曲

が
良
か
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
ス
ナ
ツ
ク
、
ひ
ら
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
ｏ
ど
れ
も
こ
れ
も
み
ん
な
う
れ
し
く
ハ
ッ
ピ
ー

で
し
た
。
大
森
先
生
の
お
話
は
と
て
も
素
敵
で
し
た
。
特
に
松

葉
の
波
長
の
話

〔木
の
葉
テ
レ
パ
シ
ー
〕
が
気
に
い
り
ま
し
た
。

「子
ど
も
を
社
会
に
返
す
」
と
い
う
言
葉
も
心
に
刻
み
ま
す
。

●
子
供
の
意
見

「玄
米
ご
飯
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
ｏ
山
登
り

は
え
ら
か
つ
た
け
れ
ど
、
お
も
し
ろ
く
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
参

加
し
た
い
で
す
」

〈
ス
タ

ッ
フ
〉

●
事
務
局
／
橋
本
政
憲
、
橋
本
亜
生
子
、

加
藤
大
季
、
野
沢
伸
光
、
石
川
義
剛
、
橋

本
知
世
子

●
料
理
部
／
吉
成
知
江
子
、
林
幾
子
、
下

地
敏
文
、
尾
形
瀧
子
、
平
井
俊
子
、
伊
藤

舞
、
佐
藤
公
美

●
太
極
拳

・
ヨ
ガ

ｏ
子
供
／
大
友
映
男
、

三
好
暁
、
矢
尾
と
し
子
、
都
竹
加
代
子

●
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
武
富
勝
彦
、
真
下
修
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吉見クリマック

ヨーロッパ夏季

キャンプと

“

認号食

□

盛
況
／

欧
州
夏
季
講
習
会

【
フ
ラ
ン
ス
】
七
、
八
月
中
に
開
催
さ
れ
た
七
カ
所

で
の
夏
季
キ
ャ
ン
プ
の
模
様
は
次
の
通
り
で
、
例
年

に
劣
ら
ぬ
盛
況
と
言
え
そ
う
で
す
。

①
パ
リ
連
合
会
主
催
―
―
中
部

フ
ラ
ン
ス
山
中
、

一
週
間
ず

つ
３
回
、
常
時
百
名
参
加
。

②

ル
ネ

。
レ
ヴ
ィ
主
催
―
―
ピ
レ
ネ
ー
山
麓
、
七
、

八
月
連
続
、
常
時
平
均
八
十
五
名
参
加
。

（
設
備
に

法
的
問
題
発
生
、
不
調
）

③
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ

・
グ
ル
ー
プ
主
催
―
―
ピ
レ
ネ

ー
山
中
、
２
週
間
、
常
時

二
五
〇
名
参
加
。

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
山
本
し
づ
子
氏
ほ
か
ボ
ス
ト
ン
の
リ
ー
ダ

ー
た
ち
が
講
師
に
参
加
。

④
ア
ル
ザ
ス
地
方
、
ア
ル
デ
ー
シ
ュ
地
方
な
ど
で

小
キ
ャ
ン
プ

（
一
週
間
以
内
）
が
開
か
れ
た
。

【
欧
州
各
地
の
模
様
】
ド
イ
ツ
は
異
常
な
盛
況
で
大

小
７
、
８
カ
所
、
イ
タ
リ
ア
数
力
所
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
な
ど
、
い
ず
れ
も
百
名
以
上
に

お
よ
ぶ
参
加
者
を
集
め
た
と
例
年
を
上
回
る
キ
ャ
ン

プ
の
盛
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
久
司
道
夫
氏
夫

妻
、
オ
ラ
ン
グ
と
ド
イ
ツ
の
キ
ャ
ン
プ
で
指
導
。

□

「
マ
イ
ナ
ス
３
号
食

キ
ャ
ン
プ
」
出
現
／

パ
リ
連
合
会
主
催
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
今
年

「
マ
イ

ナ
ス
３
号
食
キ
ャ
ン
プ
」
と
自
称
し
て
注
目
を
浴
び

ま
し
た
。

一
九
五
七
年
、
パ
リ
郊
外
の
シ

エ
ル
で
開
か
れ
た

第

一
回
国
際
正
食

キ
ャ
ン
プ
以
来
、

‘
フ
ン
ス
で
は

一
貫
し
て
穀
類
中
心
の
純
粋
菜
食
の
食
事
を
固
守
し

て
き
ま
し
た
。
だ
い
た
い
５
号
食
が
規
準
で
し
た
が
、

時
に
７
号
食
と
か
断
食
の
キ
ャ
ン
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
ル
プ

ス
山
中
の
冬
季
キ
ャ
ン
プ
で
ク
リ
ス
マ
ス

・

イ
ブ
に
ガ
チ

ョ
ウ
か
七
面
鳥
を

一
切
れ
添
え
た
の
が

例
外
だ

っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

元
来
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人

々
は

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
を
穀
類
中
心
の
純
粋
菜
食
主
義
と
し
て
受
け
止

め
て
き
ま
し
た
。
少
量
の
動
物
性
食
品
が
許
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
食
べ
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
か

ろ
う
、
と
い
う
理
解
で
す
。

「肉
食
が
悪
で
菜
食
が

善
で
あ
る
」
と
、
少

々
西
洋
的
食
生
活
に
反
逆
し
た

考
え
方
で
し
た
。

そ
れ
が
、
昨
年
暮
れ
か
ら
パ
リ
で
様
子
が
変
わ
り

始
め
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
グ
の
栄
養
学
者
Ｄ
教
授

（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
実
践
者
）
の
栄
養
学
的

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
批
判
が
パ
リ
に
伝
わ

っ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
に
な

っ
て
、
医
学
界
や
報
道
界
に
あ
る

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
に
関
す
る
誤
解
を
解
こ
う
で
は
な
い
か
、
と
い

う
主
張
が
強
く
な

っ
た
の
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
決
し
て
偏
狭
、
排
他
、

独
尊
の
神
が
か
り
洗
脳
主
義
的
セ
ク
ト
の
た
ぐ
い
で

な
い
こ
と
を
天
下
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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そ
の
食
事
法
が
い
か
に
合
理
的
で
万
人
向
け
で
あ
る

か
も
示
し
、
栄
養
学
を
も
い
ず
れ
満
足
さ
せ
う
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
印
象
を
少
し
変

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
新
し
い
テ
キ

ス
ト
を
作
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、
事
始
め
に
今
年

の
夏
季
キ
ャ
ン
プ
に
少
量
の
動
物
性
食
品

（
魚
と
チ

ー
ズ
）
を
加
え
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

世
間

へ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
第

一
歩
で
す
。

こ
の
案
に
は
、
も
ち
ろ
ん
反
対
が
あ
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
、
キ
ャ
ン
プ
や
共
同
体
や
講
習
会
は
純
粋

菜
食
を
貫
く
の
が
い
い
と
い
う
意
見
で
す
。
世
界
が

動
物
性
過
多
に
惰
し
切

っ
て
い
る
時
に
、
短
期
間
で

も
純
粋
菜
食
を
実
践
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
だ

と
思
う
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
に
は
、
今
す
こ
し
勇
敢
な
試
行
錯
誤
が
あ

っ
て
も

い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
パ
リ
連
合
に
限
ら
ず
、

動
物
性
食
品
を
加
え
る
べ
き
か
否
か
が
今

フ
ラ
ン
ス

全
域
で
、
否
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
般
で
も
討
論
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、

マ
イ
ナ
ス
３
号
食
と
い
う
の
は
何
の

こ
と
な
の
か
、
Ｇ
Ｏ
〔桜
沢
如

一
〕
先
生
の
ご
説
明
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

□

正
し
い
食
べ
方のЮ
段
階

Ｇ
Ｏ
先
生
の
仏
語
版
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

『ゼ
ン

・
マ

ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
』
の
第
６
章
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
あ
り
ま
す
。

陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
健
康
を

確
立
さ
せ
る
食
事
法
が
十
種
類
あ
り
ま
す
。
陰
陽
の

理
論
が
理
解
で
き
な
い
人
で
も
、
左
記
の
表
に
示
さ

れ
た
十
種
の
食
事
法
の

一
つ
を
選
ん
で
細
心
の
注
意

を
も

っ
て
実
践
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
こ
の
食
事

法
は
真
の
幸
福

へ
の
道
で
あ
り
ま
す
。

（
桜
沢
里
真
先
生
の
『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
』

に
あ
る

「食
養
料
理
の
１０
段
階
」
と
は
少
し
違
う
）

こ
の
表
の
中
で
、
肉
類
の
項
を
果
物
や
サ
ラ
ダ
で

置
き
換
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
な
た
は
菜
食
主
義

者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（③

Ｇ
Ｏ
先
生
は
内
輪
で
、

マ
イ
ナ
ス
食
の
こ
と
を

「鰤
雇
蔀
生
人
種
用
」
と
呼
ん
で
蔑
称
し
て
い
た
）

も
し
希
望
す
る
よ
う
な
い
い
結
果
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
表
の
で
き
る
だ
け
上
の
方
の
食
事
を
す
る

こ
と
で
す
。
最
上
段
の
７
号
食
が
最
も
易
し
い
方
法

で
あ
り
、
最
下
段
が
最
も
難
し
い
方
法
で
す
。
こ
の

一
番
簡
単
な
食
事

（
７
号
食
）
を
１０
日
間
試
し
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。
・・・…

（
以
下
略
）

×
　

　

　

　

　

　

×

　

　

　

　

　

　

×

〔付
記
〕

「
マ
イ
ナ
ス
３
号
食
キ
ャ
ン
プ
」
と
呼
ん

だ
の
は

「
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
動
物
性
食
品

を
禁
止
な
ん
か
し
て
な
い
の
だ
ぞ
／
」
と
い
う
自
己

表
示
だ

っ
た
の
で
、
実
際
に
は
、
せ
い
ぜ
い
１
号
食

か
２
号
食
く
ら
い
の
と
こ
ろ
が
供
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

Ｇ
Ｏ
先
生
が
言
う
よ
う
に
、

マ
イ
ナ
ス
３
号
食
な
ど

と
い
う
の
は
本
当
は
西
洋
人
に
も
実
践
し
に
く
い
も

の
で
す
。
特
に
山
の
中
の
正
食
キ
ャ
ン
プ
で
は
／

こ
れ
ま
で
正
食
運
動
は
、
医
学
界
や
知
識
層
を
あ

ま
り
意
識
し
な
い
で
き
ま
し
た
が
、
今
そ
れ
が
ち
ょ

っ
び
り
反
省
期
に
入

っ
た
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
。

自
分
た
ち
の
狭
い
世
界
か
ら

一
歩
外
に
出
る
、
脱
皮

で
す
。
西
洋
に
お
け
る
正
食
の
社
会
化
と
い
う
意
味
で
、

「
マ
イ
ナ
ス
３
号
食
キ
ャ
ン
プ
」
の
出
現
を
容
認
し
、

そ
の
将
来
を
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

番号 穀 類  : 野菜 スープ1 肉類(鳥魚獣)サラダ デザー 飲み物

7

6

5

4

3

2

1

-1

-2

-3

100% |

90  1 10

80 1 20

70 1 20

60 1 30

50 1 30

40 1 30

30 1 30

20  1 30

10 : 30

10:   :

10:   |

10 110   1

10  1 20     1

10  1 20     : 10

10  1 25    1 10

10 1 30    1 15

|で

:き

|る

1だ

|  け

1少

1量

51 に

5:
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ホリステイック医学

シンポジウム '89開く

寺 山 心 一 翁
ろ うや ま し んて ら

一
九
八
九
年

八
月
五
、

六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

東
京

。
新
宿
の
東
京
医
大

で

「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医

学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
鶴
」
が
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医

学
協
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。　
一
九
八
七
年
八
月

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
が
同
年
九
月
の
日
本
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
協
会
の
設
立
に
つ
な
が
り
、
昨
年

に
つ
づ
い
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
や
夏
の
行

事
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
感
が
あ
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「生
命
の
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
キ
ン
グ
」

で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
は

「自
然
治
癒
力
と
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
医
学
」
、
そ
し
て
チ
ラ
シ
の
語
り
か
け
が

多
く
の
人
の
心
を
大
き
く
動
か
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
ま
ま
を
記
し
て
み
よ
う
。

従
来
の
医
学
の
忘
れ
か
け
て
い
た
も
の
。

人
間
に
は

″
自
然
治
癒
力
″
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

心
と
体
で
病
気
に

〈気
づ
く
〉
と
き

〈癒
し
〉
が

は
じ
ま
る
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
信
を
持

っ
て

自
分
の
心
と
体
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
た
と
き
甦

る
、
生
命
の
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
。

い
ま
、
あ
ら
た
な
気
持
で
も
う

一
度

人
間
の
自
然
治
癒
力
を
見
つ
め
る

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
を
通
し
て
、

新
し
い
か
た
ち
の
医
療
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
書
か
れ
て
お
り
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
、
食
養
、

正
食
と
い
っ
た
言
葉
は
ひ
と
こ
と
も
用
い
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
し
て
通
常
の
医
学
で
平
常
使
用
さ
れ
る
治

療
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
も
表
示
さ
れ
て
い
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
考
え
方
に
は
食
養
そ
の
も
の

が
い
た
る
所
で
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

両
日
の
参
加
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
医
学
分
野
の
医

師
、
看
護
婦
、
ソ
シ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
は
も
と
よ
り
、

食
養
、
鍼
灸
師
、
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
、

ョ
ガ
教
師

な
ど
の
通
常
治
療
の
立
場
に
あ
る
人
た
ち
に
ま
じ

っ

て
、
真
の
健
康
を
求
め
る
各
分
野
の
健
康
人
や
患
者

に
い
た
る
ま
で
広
範
囲
な
延
べ
八
〇
〇
名
を
越
え
る

人
た
ち
が
、
会
場
で
あ
る
東
京
医
大
講
堂
に
押
し
か

け
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
講
演
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
演
者

と
参
加
者
の
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
チ
ケ
ッ
ト
は
販
売
開
始
後

ま
も
な
く
売
り
切
れ
、
協
会
で
は
座
蒲
団
席
を
用
意

す
る
と
い
う
異
例
の
取
り
は
か
ら
い
を
し
た
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
タ
オ
自
然
学
」
「タ

ー

ニ
ン
グ

ｏ
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
で
世
界
的
に
名
を
知

ら
れ
て
い
る
物
理
学
者
で
、

ニ
ュ
ー

エ
イ
ジ

・
サ
イ

エ
ン
ス
の
旗
手
と
い
わ
れ
て
い
る
フ
リ

ッ
チ
ョ
フ

・

カ
プ
ラ
博
士
を
ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎
え
て
の
基

調
講
演
を
中
心
に
、

二
つ
ず

つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
同

時
に
進
行
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
東
京
近
辺
を

中
心
と
し
た
食
養
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
食
品
販
売
店
、

食
養
を
普
及
さ
せ
る
団
体
約
三
十
社
の
協
力
を
得
た

不ヽ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
五
日
の
夜
、
約
四

〇
〇
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

-20-



レ
講
演
す
る
フ
リ
ッ
チ
ョ
フ
・
カ
プ
ラ
博
士
。

く

熱
気
あ
ふ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
！
キ
ン
グ

パ

ー

テ

ィ

。

ま
た
、
展
示
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
書

籍
、
テ
ー
プ
の
販
売
は
も
と
よ
り
、
協
会
の
活
動
紹

介
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
施
設
の
紹
介
、
海
外
の
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
に
つ
い
て
の
情
報
紹
介
と
共

に
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
メ
デ
ィ
カ
ル

・
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
と
い
う
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
を
使

っ
て
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
疲
れ
て
ひ
と
休
み
し
た

い
人
た
ち
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
人
た
ち
の
た
め

に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
本
題
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
概

略
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
」
は

「歯
の
身
体
学
」
と
題
し
て
、

歯
科
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「噛
み
合
わ
せ
が
病
気
を
起
こ
す
」

と
あ
る
よ
う
に
、
歯
の
噛
み
合
わ
せ
が
悪
い
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
起

こ
る
こ
と
、
歯
の
噛
み
合
わ

せ
を
良
く
調
整
す
る
と
、
病
気
は
も
と
よ
り
、
肩
こ

り
ま
で
が
治

っ
て
し
ま

っ
た
症
例
が
紹
介
さ
れ
、
玄

米
を
良
く
噛
む
前
に
歯
の
噛
み
合
わ
せ
を
ま
ず
最
良

に
す
る
必
要
を
痛
感
し
た
人
が
多
か

っ
た
と
思
わ
れ

スυ
。「フ
ォ
ー
ラ
ム
２
」
は

「体
か
ら
心

へ
」
と
題
し
て

心
理
療
法
の
新
し
い
動
き
が
池
見
配
だ
鴫
九
大
名
誉

教
授
、
藤
岡
喜
愛
甲
南
大
教
授
ら
よ
り
紹
介
さ
れ
、

今
ま
で
の
病
気
中
心
よ
り
病
人
中
心
の
医
学

へ
の
転

換
が
新
し
い
方
向
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

「フ
ォ
ー
ラ
ム
３
」
は
「気
が
付
費
ざ
を
変
え
る
―
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最
前
線
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
」
と
東
洋
医
学
の
世
界
を

中
心
と
し
、
気
と
い
う
概
念
か
ら
の
講
演
や
Ｏ
リ
ン

グ
テ
ス
ト
と
い
う
実
演
ま
で
が
行
わ
れ
た
。
日
本
気

功
協
会
理
事
の
勝
田
正
泰
氏
、
ウ
リ
ウ
診
療
室
の
瓜

生
良
介
氏
、
無
為
塾
を
主
宰
す
る
横
田
観
風
氏
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
る
臨
床
家
が
参
加
者
に

気
の
存
在
、
気
づ
き
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
し
め
た
感

が
あ

っ
た
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
」
は

「患
者
中
心
の
医
療

へ
」
と

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
、
ま
だ
日
本
の

中
で
充
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
役
割
を
紹
介
し
な

が
ら
、
患
者
の
立
場
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
今
後

の
立
場
の
重
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
行

っ
て

い
た
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
５
」
は

「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
診
断

と
治
療
と
は
」
と
い
う
題
で
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学

の
臨
床
検
討
会
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
今
ま
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
中
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
画
期
的
な
試

み
で
あ
り
、
協
会
は
将
来
の
学
術
的
発
表
の
場
と
し

て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
あ

っ
た
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
６
」
は

「ガ
ン
」
（
治
癒

へ
の
道
）
と

い
う
テ
ー
マ
で
医
療
者
の
立
場
、
患
者
の
立
場
、
患

者
の
家
族
の
立
場
か
ら
、
難
病
と
い
わ
れ
る
ガ

ン
に

立
ち
向
か
う
姿
勢
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
ま
じ
え
て

語
ら
れ
、
会
場
か
ら
の
質
問
も
熱
気
を
帯
び
て
い
た
。

六
日
の
日
曜
日
は

一
つ
の
会
場
で
通
し
で
行
わ
れ

た
。
テ
ー
マ
が
皆
に
共
通
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
る

た
め
で
あ
る
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
７
」
は
「自
然
治
癒
力
と
地
球
」
（
気

づ
き
か
ら
癒
し

へ
）
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
屋
久
島
に

生
活
し
地
球
の
癒
し

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

る
ス
ワ
ミ

・
プ

レ
ム

・
プ
ラ
ブ

ッ
タ
氏
、
熊
本
の
菊

池
養
生
園
を
べ
―
ス
に
土
と
の
活
動
を
押
し
す
す
め

て
い
る
竹
熊
宜
孝
医
師
、
二
重
県
の
赤
目
養
生
所
で

自
然
の
豊
か
な
中
で
病
人
を
ト
ー
タ
ル
に
指
導
し
な

が
ら
治
癒

へ
と
導
い
て
い
く
方
法
を
と
ら
れ
る
藤
岡

義
孝
医
師
を
迎
え
、
元

フ
ジ
テ
レ
ビ

。
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
で
現
在
は

エ
コ
ロ
ジ
ー
活
動
を
し
て
い
る
山
川
建

夫
氏
の
総
合
司
会
で
各
人
の
活
動
の
話
を
中
心
に
進

め
ら
れ
た
。
病
人
の
癒
し
か
ら
地
球
の
癒
し
ま
で
の

幅
広
い
討
論
は
、
ま
さ
に
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
の

気
づ
き
の
真
髄
に
せ
ま
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。

次
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
入
る
一馴
に
フ
リ

ッ
チ

ョ
フ

・

カ
プ
ラ
博
士
の
基
調
講
演
が

「人
間
ｏ自
然
・医
療
」

（
ニ
ュ
ー

エ
イ
ジ

・
サ
イ

エ
ン
ス
と
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
医
学
）
と
題
し
て
英
語
で
行
わ
れ
、
逐
次
通
訳
が

な
さ
れ
た
。
カ
プ
ラ
博
士
は
、
医
師
の
立
場
は
病
人

の
持
つ
自
然
治
癒
力
を
最
大
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
病
人
を
と
り

ま
く
食
事
か
ら
空
気
に
い
た
る
ま
で
注
意
を
は
ら
わ

ね
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
た
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
８
」
は
「生
命
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
」

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
）
と
題
し

て
、
カ
プ
ラ
博
士
を
ま
じ
え
、
心
身
医
学
の
池
見
酉

次
郎
教
授
、
四
日
市
市
で
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
の

実
践
者
で
あ
る
山
下
剛
医
師
、
鎌
倉
で
樹
林
気
功
を

通
じ
、
自
然
の
緑
と
癒
し
の
つ
ら
な
り
を
教
え
て
い

る
今
田
求
仁
生
氏
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
講
演
が
、
石

川
光
男
国
際
基
督
教
大
学
教
授
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｍ
二
日
間
の
内
容
を
述
べ
る
に
は

誌
面
が
足
り
な
い
。
抄
録
誌
お
よ
び

フ
ォ
ー
ラ
ム
ご

と
の
講
演
録
音
テ
ー
プ
が
協
会
で
入
手
で
き
る
の
で
、

詳
細
は
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

食
養
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ニ
日
間
の
中
間
に
あ
た
る
五
日
の
夜

に
行
わ
れ
た
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
で
あ

っ

た
。
自
然
食
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
事
の
大
切

さ
に
気
づ
き
考
え
る
意
義
を
織
り
込
ん
で
企
画
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
従
来
は
そ
れ
ぞ
れ
別

々
の
場
所
で
行

わ
れ
て
い
る
異
分
野
の
人
た
ち
が

一
堂
に
集
ま
り
、

め

っ
た
に
な
い
と
い
う
出
会
い
の
場
が
出
現
し
て
い

た
。
外
国
人
の
参
加
が
多
か
っ
た
の
も
大
き
な
特
長

を
物
語
る
も
の
で
、
東
京
近
辺
に
暮
ら
し
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
医
学
を
考
え
て
い
る
外
国
の
人
た
ち
の
ニ
ー

ズ
も
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
見
違
え
る
く
ら
い
に
変

身
し
て
い
た
と
言

っ
て
く
れ
る
人
が
多
か

っ
た
。
全

体
の
構
成
内
容
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト

や
司
会
者
た
ち
も
多
様
性
に
富
ん
だ
参
加
が
見
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
釉
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を
企
画
実
行
し
た
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
志
三
十
三
名

が
、
医
学
分
野
で
あ
る
内
科
医
、
外
科
医
、
精
神
科

医
、
耳
鼻
咽
喉
科
医
、
眼
科
医
、
歯
科
医
、
心
理
療

法
士
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
鍼
灸
師
に
ま
じ

っ
て
、
翻

訳
家
、
テ
レ
ビ
局
営
業

マ
ン
、
文
化
人
類
学
者
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
書
籍
編
集
者
、

ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

物
理
学
者
、
同
時
通
訳
者
、
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
い
っ
た
互
い
に
比
較
的
交
流
の
少
な
い
異
分
野
の

人
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
人
た
ち
が
昨
年
１２
月
に
委
員
会
発
足

後
検
討
し
、
激
論
を
か
わ
し
、
練
り
上
げ
た
企
画
で

あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
の
目
ざ

す
多
面
性
を
持

つ
自
然
治
癒
力
が
地
球
規
模
に
い
た

る
ま
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
の
ぼ

っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

今
回
の
招
待
し
た
ゲ

ス
ト
に
、
今
年
十

一
月
、
イ

ン
ド
の
バ
ン
ガ

ロ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
世
界
最
初
の

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ｏ
ヘ
ル
ス
と
医
学
の
国
際
会
議
の

組
織
委
員
長
を
つ
と
め
る
ア
イ
ザ

ッ
ク

・
マ
タ
イ
博

士
が
い
た
。
ま
だ
若
い
独
身
の
マ
タ
イ
博
士
は
、
今

こ
そ
世
界
規
模
で
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
を
考
え
る

べ
き
だ
と
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
熱
弁
を
ふ
る

っ
た
。
今
こ

の
会
議
に
日
本
か
ら
十
名
前
後
が
参
加
す
る
計
画
を

立
て
て
い
る
。
今
や
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
が
世
界

を
通
じ
て
手
を

つ
な
ぎ
、
地
球
汚
染
か
ら
来
る
病
気

の
根
源
か
ら
明
ら
か
に
し
て
人
類
の
危
機
を
訴
え
始

め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

１０
月
２６
日
夜
、
東
京

。
新
宿
の
東
京
医
大
で
行
わ

れ
る
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
協
会
主
催
の
マ
ン

ス
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
米
国
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

医
学
界
で
著
名
な

『人
は
な
ぜ
治
る
か
」
の
ア
ン
ド

リ

ュ
ー

。
ワ
イ
ル
博
士
と

『時
間

・
空
間

。
医
療
』

の
ラ
リ
ー

・
ド

ッ
シ
ー
博
士
を
招
い
て
特
別
講
演
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
き

っ
と
ま
た
何
か

が
お
こ
り
そ
う
な
予
感
が
す
る
。
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

医
学
が
ま
た
ま
た
興
味
を
引
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
別
実
行
委

員
長
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
協
会
事
務
局
／
新
宿
区

西
新
宿
”
〓
上
下
８
〓
　
壼
８
お
８
ム
“
ｅ

ス タ ッ フ 募 集 :(来春卒業予定者歓迎)
■日本の伝統的な食文化の防波堤として、マクロビオ

ティックを普及し、今年で20周年を迎えるオーサワ

ジャパンが働く仲間を求めています。現在オーサワ

では北は北海道から南は沖縄まで各地から集まった

社員が楽しく働いています。

■仕事内容は商品の集荷・発送、給食担当、等沢山あ

りますのでお問い合わせ下さい。仕事についての経

験は不間、地方の方も歓迎です。

■アルバイト希望の方については、時間帯・勤務日数

とも、出来る限りご都合に応じますので併せて相談

して下さい。

■待遇は職種にもよりますが、給与規定に基づき優遇

いたします。

■その他の特典と致しましては、社員・アルバイト購

買割引制度、交通費全支給、社保完 (社員のみ)、 給食

費補助等あります。

■なお、昼食は、マクロビオティックの料理教室を卒業

された小原さんが毎日飛び切りおいしい食養料理を

作っています。(只今小原さんは後継者募集中です0

■応募は電話連絡のうえ、履歴書ご持参下さい。

■交通手段は①地下鉄有楽町線小竹向原下車徒歩15分

②高円寺駅北口発バス小茂根下車徒歩5分、③西武

池袋線江古田駅下車徒歩18分、④東武東 11線 11板橋

駅下車徒歩18分

〒173東京都板橋区小茂根 5-4 1

日本C!協会食品事業部 l
"｀

゛  ́..。 ヽ エニ ユ A工 : )

オーサワジャバン株式会社

《東京・ 神奈川》

自然食 レス トラン

ガイ ド

平成元年5月 1日発売
首都圏の主要な

自然食品店 及び自然食 レス トラン

にて販売中

《お問合》 8o3-754-8584(KOGA)

a 03(958) 7112 a':i: tt* (#.Nx)
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現婦 λ5無晨薬玄米の年間予納暮篭
毎月配送いたします。10k9袋ができました。

(籾米は15k9袋 )

くカムカムクラブ米と通年販売米との比較〉

カ ムカム米 通 年 販 売 米

産 地 宮城・山形 東 北 地 方
ロ
ロロ 種 ササニシキ サ サ ニ シ キ他

農 法 自 然 農 法 自然・有機農法

無農薬年数 15年 以 上 5年 以 上

乾 燥 方 法 天 日 天 日 ・ 機 械

1.単位・価格
玄米  311k9  23,000円

玄米  10k9  8,2CXl円
籾米  30k9  20,yxl円
籾米  15k9  10,7CXl円
ミニダッカrCIK… 75,800円

(家庭用電動籾すり機)

※価格には消費税は含まれません。

2.配送月
11月 より平成 2年 10月 まで毎月上旬に配

送いたします。(ただしミニダップはH月

上旬に一括配送いたします。)

3.申込み方法
①お申込みは必ずカムカムクラブ専用の

申込み書をお使い下さい。申込み書は

下記カムカムクラブ係宛ご請求下さい。

②申込み書に必要事項を記入し、郵送し

て下さい。

③申込み書が届き次第、請求書と郵便振

替用紙をお送りしますので請求書が到

着後 1週間以内にご送金願います。

④カムカムクラブは日本CI協会の正会
員または誌友の方を対象としています

ので、未入会の方は御入会下さい。

4.予約締切
平成元年10月 15日 (ただし、予約総量に

達し次第、締切らせていただきますので

ご了承願いますD

5.取消し
10月 15日 までの取消しは手数料 2,000円

を引いて返金いたします。それ以後の取

消しはご遠慮下さい。

6.配送方法
すべて自動車便による配送となります。

送料は下記のとおりです。(ミ ニダップは

送料不要ですD

(1回の配送につき)玄米・籾米送料表

※個回、重量を問わず一律料金です。
※島部の場合は上記金額に 500円を加算願います。

⊆)オ
~tZ資
グン筑語会社

¬=173 コにア黄讚謳瑚反‖喘口菫Jヽ 1竜嘲艮5-4 803-958-7112

北海道 舅に  1ヒ 関  東 中 部 近 畿 中 国 四  国 九  州 沖 縄

1100R 700円 500円 7∞円 900円 :100P5 1700R



め自然の生態系が保たれた温泉保養地
新アルカディア山形

農

園

ξ

別

荘

地

分

譲

（
鵬
荘
盟

∞
∞
孵

Ｌ

∞
”
じ

オ

搬
枷
珈
い
赫
離
』
膚（売顧
項
神。騨
融
師
胤
水
重

π
全
無
農
薬
の
別
天
地

地
震
災
害
の
少
な
い

概要 矢の沢ファミリークラブは、所有地
約 300ヘ クタール (約 100万坪)の大

自然の中に昭和47年度より日本一の

長寿村建設を目指 して無農薬による

食糧品の生産をはじめとする独特の

リゾート造りを進めております。

現在の会員数は自然を愛する人達の

みで約 230人 に達 しております。

位置 山形県東置賜郡川西町大字玉庭長者
沢6550

交通 米沢駅より車30分、羽前小松駅18分
施設 電話、電気、水道、テニスコー ト
管理ハウス (食堂、宿泊施設)農園

〈特  長〉
1.サ ンマリーナ玉庭スキー場へ15分。
2.ミ ニ山岳登山コースあり 標高 600m
の頂上には、見晴台と芝生庭園造成中

3.自然を大切にし、理解 し、自然の恩恵
を享受出来る人達のみの保養地です。

4.500家族の限定分譲、国土法による大規
模開発に関する山形県別荘分譲許可第

1号 川西町公認唯一の高原保養地。

5.水バショウ、カタクリ、ヒメシャガな
どの高山植物保護区域

6.汚染された水が一滴も入らない安全な
丘陵地帯です。

7.農園を持つことが出来ます。
8 オーサワジャパンの指定農場 (水田
2.5ヘ クタール)あ り
現在規模拡大中です。

9 500家族全員が自給自足出来 る農場造
りと無農薬による食料品の生産を行っ

ております。

10.供給先/オ ーサワジャパン卸 =米、カ
ボチャ、玄米ぽんせん、鯉こく

欄糸己ノ国屋 =じ ゅんさい場詰

11.山菜、茸の宝庫です。会員の方なら自

由に採取出来ます。

12.名種スポーツ施設 (テ ニスコー ト、プ

ール)陶芸村などの施設を充実 し、また

研究所を開設し、文化的、芸術的な限り

ない人生のうるおいを求めています。

13 温泉開設と同時に1子来は温泉療法、温
室、園芸栽培を考慮中です。

※こんなに近くなりました。東京上里■福島三些二米沢 30分 矢の沢

平成 3年、福島一一一山形ミニ新幹線完成。

〈問合せ先〉 〒99903 山形県東置賜郡川西町大字玉庭3994 80238・ 48・ 2509
ダイヤモンド食品工業株式会社 矢の沢ファミリークラブ
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＞
磯
掲
げ
納
豆

一
、
玄
米
グ
リ

ン
ピ
ー
ス
入
り

●
材
料
／
玄
米
（
３
Ｃ
）、グ
リ
ン
ピ
ー
ス
（％
Ｃ
）、
ト

ー
モ
ロ
コ
シ
（
１
本
）

①
玄
米
は
水
４
Ｃ
と
塩
小
さ
じ
％
で
ぶ
っ
く
り
と
炊

②
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
さ
っ
と
ゆ
で
、
ト
ー
モ
ロ
コ
シ

は
ゆ
で
て
実
を
取
り
、
お
の
お
の
塩
少
々
ふ
り
か
け

①
に
ま
ぜ
合
わ
せ
る
。

二
、

き

ぬ
か

つ
ぎ
ゴ

マ
和
え

●
材
料
／
里
芋
泥
つ
き
（
１０
個
）、
黒
ゴ
マ
（大
２
）、醤

油
（少
々
）

①
里
芋
は
よ
く
洗
い
、
皮
ご
と
ゆ
で
、
軟
ら
か
に
な

っ
た
ら
２
つ
に
切
る
。

②
ゴ
マ
は
こ
ん
が
り
炒
り
、
よ
く
す
り
、
醤
油
で
ど

ろ
り
と
さ

せ
る
。

③

①
の
皮
を
つ
る
り
と
む
き
、
②
で
和
・え
る
。

三
、
豆
腐
で
ん
が
く

●
材
料
／
豆
腐
（
２
丁
）、
黒
ゴ
マ
（大
２
）、
麦
み
そ

（大
２
）、
ユ
ズ
（
１
個
）

①
豆
腐
は
水
を
さ

っ
と
切
り
、
４
切
れ
に
し
、
２
切

れ
ず
つ
竹
串
に
刺
す
。

②
ゴ
マ
は
炒
り
、
よ
く
す
り
、
醤
油
で
ど
ろ
り
と
さ

せ
る
。
味
噌
は
よ
く
す
り
、
水
同
量
で
ゆ
る
め
、
ゆ

ず
の
汁
を
三
、
四
滴
お
と
す
。

10月の 桜沢里真

マクロビオテイック料理
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③

①
を
火
で
あ
ぶ
り
、
ゴ

マ
、
味
噌
を
そ
れ
ぞ
れ
ぬ

っ
た
ら
少
し
焼
き
、
皿
に
盛
り
、

ユ
ズ
の
皮
ミ
ジ

ン

を
の
せ
る
。

四
、
野
菜
五
日
炒
め

●
材
料
／
キ
ャ
ベ
ツ
（
６
枚
）、
人
参
（花
形
８
枚
）、
干

し
推
茸
（
４
個
）、
さ
や
え
ん
ど
う
（
２０
個
）
、
セ
ロ
リ

（
半
本
）

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
５
彙
ン
角
に
切
る
。
人
参
は
３

リミ
厚
さ

の
小
口
切
り
。
セ
ロ
リ
は
３
セ
ン
チ
長
さ
に
し
、
た

て
に
う
す
切
り
に
す
る
。
椎
茸
は
も
ど
し
て
４
つ
切

り
。
さ
や
え
ん
ど
う
は
色
よ
く
塩
ゆ
で
に
す
る
。

②
鍋
に
ゴ
マ
油
大
さ
じ
２
温
め
、
椎
茸
、
人
参
を
入

れ
て
炒
め
、
塩
小
さ
じ
１
加
え
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
入
れ
、

さ
っ
と
炒
め
、
醤
油
大
さ
じ
１
加
え
て
ま
ぜ
、
さ
や

え
ん
ど
う
を
入
れ
、
よ
く
ま
ぜ
、
セ
ロ
リ
を
入
れ
、

日
本
酒
大
さ
じ
２
加
え
て
味
を
と
と
の
え
皿
に
盛
る
。

五

、

磯

揚

げ

納

豆

●
材
料
／
納
豆
（
２
袋
）、
玉
ね
ぎ
（中
１
個
）、
の
り

（
２
枚
）、醤
油
（大
―
）、
カ
ラ
シ
（大
さ
じ
１
）

①
納
豆
は
ほ
ぐ
し
、
玉
ね
ぎ
の
ミ
ジ
ン
切
り
を
ま
ぜ

スυ
。
②

①
に
カ
ラ
シ
を
ま
ぜ
、醤
油
大
さ
じ
１
加
え
て
よ

く
ま
ぜ
る
。

③
の
り
を
６
つ
に
切
り
、
②
を
大
さ
じ
山
ほ
ど
入
れ
、

四
隅
に
水
を
つ
け
、
つ
ま
ん
で
一
六
〇
度
に
熱
し
た

油

で
さ

っ
と
揚
げ
、
皿
に
盛
り
、
パ
セ
リ
を
飾
る
。

六
、
か
ぶ
即
席
漬
け

●
材
料
／
か
ぶ
（中
く
ら
い
１０
個
）、青
シ
ソ
の
葉
（
４

～
５
枚
）
、塩
（少
々
）

①
か
ぶ
は
、
小
口
う
す
切
り
に
し
、
葉
は
１
彙
ン
の
小

日
切
り
に
す
る
。
葉
に
塩
少

々
ふ
っ
て
も
み
、
汁
を

し
ぼ
る
。

②
漬
け
物
容
器
に
葉
を
し
き
、
か
ぶ
の
う
す
切
り
を

入
れ
、
塩
を
少
々
ふ
り
、
中
ぶ
た
を
す
る
。
材
料
と

同
じ
く
ら
い
の
小
石
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
も
の

を
の
せ
る
。
３
、
４
時
間
く
ら
い
し
て
ま
ぜ
て
器
に

盛
り
、
シ
ソ
の
葉
の
ミ
ジ
ン
を
バ
ラ
リ
と
天
盛
り
す

２υ
。
③
か
ぶ
が
、
み
ず
み
ず
し
く
お
い
し
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
即
席
漬
け
は
自
と
緑
で
色
の
美
し
い
お
漬
け

物
と
な
り
ま
す
。

月
例
会
の
テ
ー
マ

●
１０
月
８
日
（日
）

６
時
～
８
時
３０
分

「賢
く
美
し
く
老
い
る
法
」

●
１１
月
＝
日
（土
）

６
時
～
８
時
３０
分

「高
橋
暁
正

『自
然
食
は
安
全
か
』
を
検

討
す
る
」

講
師
／
大
森
英
桜
先
生

半断食 “宿便とり"

熱海温泉道場
大森英桜、牧内泰道先生直接指導・……海砂もぐり、森林浴、温泉に、自然の中の広大なる“気
が一杯"の総桧造りのスパラシイ道場で、経験あるベテランスタッフでの親身な奉仕で “人
生もう一度飛び出そう"し てみませんか。●まず毎月 1～ 8日 の研修合宿に来て下さい。

指導者養成コース  :寝鶏胤 曇」:言笙]奏『実
して経営可)

無料進呈中『宿便とり』 リーブリレ出版 ¥850返信切手 210円同封し申し込み下さい。

篤 馨蔑あ 財 団法 人 修 学 協 会 温泉道場 難 鵬 豆山螂2・055700創釧
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女日

■『GOレター』特別掲載

最大の

わが冒険 0
桜 沢

●
圏
日
８
３

〔
一
九
五
五
年
十
二
月
二
十
八
日
〕
１
０
２
９
信

年
の
く
れ
を
迎
え
て
―

ツ
イ
ニ
出
発
の
機
を
逸
し
、
ニ
カ
月
滞
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

夕
は
ホ
タ
ル
、
朝
は
ウ
グ
イ
ス
、
大
雨
の
ハ
ゲ
シ
イ
、
雷
鳴
の
オ
ソ
ロ
シ
イ

（ま
る
で
空
襲
下
）
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
で
年
を
越
す
気
持
ち
は
感
無
量
で
あ
る
。

お
年
玉
と
し
て

「
天
国
は
地
獄
な
り
」
２８
枚
を
送

っ
た
。
こ
れ
は
百
万
円
の

値
が
あ
る
モ
ノ
、
早
く
同
志
に
頒
け
て
ほ
し
い
。

衰
弱
し
た
カ
ラ
ダ
を
又
、
モ
ノ
ス
ゴ
イ
動
物
実
験
に
あ
て
ゝ
い
る
の
で
、
小

生
の
カ
ラ
ダ
は
全
身
創
疲
―
　
し
か
し
ト
オ
ト
オ
尿
道
炎
は
征
服
し
た
。

ド
イ
ツ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ア
メ
リ
カ
各
地
か
ら
ウ
レ
シ
イ
招
き
の
手
紙
を
う
け
、

Ｍ
Ｉ
生
海
外
隊
の
健
在
を
よ
ろ
こ
ぶ
。
中
村
先
生
を
迎
え
て
十
人
も
Ｎ
Ｙ
の
Ｍ

Ｉ
に
仲
間
が
集

っ
た
と
は
ス
バ
ラ
シ
イ
発
展
だ
。
そ
の

一
人
、
金
沢
市
の
藤
田

博
士
に
Ｗ

〔『世
界
政
府
』新
聞
〕
と
Ｓ

〔『
サ
ー
ナ
し

を
半
年
キ
ソ
ー
せ
よ
。

新
し
い
年
の
新
し
い
Ｍ
Ｉ
生
の
ウ
ゴ
キ
、
新
し
い
人
生
通
信
を
君
た
ち
に
要

望
す
る
。
こ
ち
ら
で
は
美
し
い
Ｘ
マ
ス
も
す
ん
だ
。
毎
日
病
人
の
悲
鳴
を
き
ゝ
、

悲
惨
な
光
景
を
見
、
オ
ゴ
ウ
エ
河
の
平
和
な
湖
水
の
様
な
面
や
そ
の
彼
方
の
ジ

ヤ
ン
グ
ル
を
見
て
、
一
日
私
は
か
い
て
い
る

（昨
日
は
二
人
死
ん
だ
）
。　
私
の

患
者
は
マ
ダ
始
め
か
ら

一
人
も
死
な
な
い
、
ス
ゴ
イ
の
ば
か
り
だ
が
…
…

●
圏
日
８
８

〔
一
九
五
五
年
十
二
月
二
十
八
日
〕

藤
田
先
生
机
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（藤
田
六
朗
先
生
）

Ｎ
Ｙ
か
ら
の
お
タ
ヨ
リ
う
れ
し
く
拝
見
―
―
東
洋
の
医
道
の
た
め
の
御
活
躍

ブ
リ
に
大
い
に
力
ず
け
ら
れ
ま
し
た
。
ゼ
ヒ
く
わ
し
い
お
話
を
伺
い
た
い
モ
ノ

で
す
。
各
地
で
Ｍ
Ｉ
生
た
ち
が
少
し
で
も
お
役
に
立

っ
た
と
す
れ
ば
ウ
レ
シ
イ

コ
ト
で
す
。
当
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
に
も

一
度
お
遊
び
に
お
出
に
な
っ
て
は
如
何
で
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し
ょ
う
、
パ
リ
か
ら
正
味
十
九
時
間
で
す
。
こ
の
世
の
地
獄
と
は
こ
ゝ
で
し
ょ

う
。
ス
ゴ
イ
瀬
患
が

一
杯
で
す
。
イ
ヨ
イ
ヨ
Ｓ
博
士
が
帰

っ
て
見
え
ま
す
の
で

正
月
十
五
日
か
ら
決
間
を
す
る
ツ
モ
リ
で
す
。
こ
の
勝
負
イ
カ
ナ
ル
結
果
に
な

り
ま
す
か
ハ
ナ
ハ
ダ
お
も
し
ろ
い
で
す
。

最
近
の
セ
カ
イ
セ
イ
フ
を
二
、
三
御
ら
ん
下
さ
る
と
、
こ
ゝ
の
様
子
が
分
り

ま
す
。

（昨
日
は
二
人
も
死
に
ま
し
た
。

一
人
は
産
後
、
母
子
共
、
一
人
は
肝

ゾ
オ
手
術
で
、

一
人
は
河
に
お
ち
た
願
者
。

新
し
い
年
と
共
に
新
し
い
御
活
躍
を
切
望
し
つ
ゝ

ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
に
て
　
如

一

●
ω
Ｈ
８
８

〔
一
九
五
六
年

一
月
三
日
〕
新
年
第

一
信
　
１
０
３
０
信

ダ
ヱ

ア
村
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
て

私
た
ち
は

一
月

一
日
午
前
十
時
に
Ａ
Ｓ
病
院
村
を
出
発
、
カ
ヌ
ー
で
河
下
約

半
里
の
ア
ン
ダ
ン
デ
村
に
移

っ
た
。

こ
ゝ
は
約
五
、
六
十
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
ひ
ら
か
れ
た
キ

リ
ス
ト
教
布
教
の

一
基
地
、
―
―
創
立
後
ま
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
の
キ
教
宣
布
団

に
引
き
つ
が
れ
た
。
オ
ゴ
ウ
エ
河
の
中
流
で
、
マ
コ
ト
ニ
画
を
見
る
様
な
丘
の

上
に
あ
る
。
モ
チ
ロ
ン
あ
た
り
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
ば
か
り
。
対
岸
は
こ
の
河
に
あ

る
無
数
の
デ
ル
タ
の
島
の

一
つ
で
、
丘

一
つ

（約
二
十
町
）
こ
え
る
と
ラ
ン
パ

レ
ー
ネ
町
。
島
は
モ
チ
ロ
ン
み
ど
り
し
た
ゝ
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
包
ま
れ
て
い
る
。

『水
と
原
生
林
』
の
中
に
あ
る
様
に
、
最
初

（
四
十
二
年
前

一
九

一
三
）
Ｓ
博

士
は
こ
の
村
で
治
療
を
始
め
た
。
あ
の
本
に
で
て
く
る
Ｓ
博
士
の
最
初
の
家
、

病
室
、
手
術
小
屋
な
ど
は
今
な
お
保
存
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
の
ユ
カ
リ

あ
る
Ｓ
博
士
の
家
に
博
士
の
住
ん
で
い
た
室
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
コ
ト
に
な
っ

た
。
三
間
に
三
間
―
―
十
八
帖
位
の
室
で
、
両
側
に
幅
二
米
の
ヴ

エ
ラ
ン
ダ
。

床
は
鉄
管
で

一
間
位
も
ち
上
げ
て
あ
る
が
、
木
造
、
ヤ
シ
の
ハ
葺
き
の
大
き
な

家
の
四
目
造
り
の

一
角
の

一
番
大
き
な
室
。
四
十
三
年
前
、
若
い
Ｓ
博
士
が
コ

ノ
室
に
お
ち
つ
い
た
時
の
感
激
が
カ
ス
カ
ニ
の
こ
っ
て
い
る
室
だ
。

オ
ゴ
ウ
エ
河
と
云
っ
て
も
小
さ
な
川
や
、
水
の
な
い
河
原
バ
カ
リ
の
天
竜
川

位
し
か
知
ら
な
い
君
た
ち
に
は
よ
く
想
像
で
き
ま
い
。
こ
れ
は
ビ
ワ
湖
の
様
な

広
さ
を
も
っ
た
河
だ
。
小
さ
い
カ
ヌ
ー
が
ノ
ミ
の
様
に
小
さ
く
見
え
る
河
だ
ｏ

こ
れ
が
日
本
や
欧
州
に
あ
っ
た
ら
、
タ
チ
マ
チ
名
所
に
な
り
、
千
客
万
来
の
観

光
地
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
ソ
ン
ナ
美
し
い
広
大
な
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
デ
ル
タ
の
刻

々
に
か
わ
る
画
を
見
お
ろ
す
ヴ

エ
ラ
ン
ダ
で
私
は

一
日
タ
イ
プ
を
た
た
い
て
い

る
。
こ
の
学
園
長
メ
イ
ェ
ル
君
は
三
十
五
才
、
夫
人
と
娘

（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ

七
才
、
ア
ン
ヌ
五
才
、
ク
リ
ス
テ
イ
三
カ
月
）
の

一
家
、
モ
ー
す

っ
か
り
正
食

を
は
じ
め
て
い
る
。
メ
イ
ェ
ル
君
心
臓
、
夫
人

（
マ
ダ
分
ら
な
い
が
、
度
々
故

障
の
あ
る
カ
ラ
ダ
、
敗
血
症
？
）
、　
娘
二
人
は
上
か
ら
極
近
視

（ホ
ト
ン
ド

一

眼
は
失
明
）
、
極
度
の
Ｖ
Ｂｌ
欠
乏
症
、
敗
血
症
と
そ
ろ
っ
て
い
る
。　
こ
の
病
め

る
家
族
で
、
こ
の
蛮
地
で

一
生
を
送
る
宣
教
師
の
ケ
ナ
ゲ
ナ
姿
を
見
る
と
、
日

本
の
宗
教
家
の
ア
ワ
レ
サ
が
よ
く
分
る
。
宗
教
家
は
ミ
ナ
日
本
山
の
藤
井
上
人

の
様
に
全
世
界
に
出
か
け
る
べ
き
だ
の
に
、
内
地
で
オ
フ
セ
も
ら
い
に
ア
ク
セ

ク
し
て
、
お
葬
式
で
く
っ
て
い
る
の
は
自
業
自
得
と
は
云
え
ア
ワ
レ
で
あ
る
。

借
り
た
タ
イ
プ
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
キ
イ
の
配
列
が
ち
が
う
の
で
、
一
日
か

か
っ
て
十
枚
位
し
か
う
て
な
い
。

一
日
五
枚
の
日
さ
え
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の

分
る
タ
イ
ピ
ス
ト
が
い
た
ら
ナ
ァ
と
つ
く
づ
く
思
う
。
病
院
村
の
客
舎
の
最
大

の
室
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
室
だ
が
、
ソ
コ
か
ら
見
お
ろ
す
オ
ゴ
ウ
エ
河
は

横
側
だ
っ
た
。
村
が
河
の
北
側
に
あ
る
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
ゝ
で
は
マ
ル
デ

橋
の
上
か
ら
見
る
様
に
正
面
に
河
上
が
見
え
る
。
丁
度
大
津
の
ゼ
ゼ

〔膳
所
〕

の
湖
岸
か
、
セ
タ
の
カ
ラ
橋
の
上
か
ら
ビ
ワ
湖
を
見
る
様
。
オ
ゴ
ウ
エ
河
が

一
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つ
の
丘
に
つ
き
当
た

っ
て
右
に
急
転
す
る
。
そ
の
丘
の
上
に
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

一
角
が
き
り
開
か
れ
、
教
会
と
二
つ
の
学
校
と
寄
宿
舎
が
散
在
し
て
い
る
。
丘

は
ミ
ド
リ
に
つ
ゝ
ま
れ
て
い
る
。
約
十
万
坪
。
そ
の
丘
の
上
の
こ
の
家
に
は
今
、

校
長
ド
ー
メ
ル
ク
氏
が
住
ん
で
い
ら
れ
る
。
校
長
は
ま
だ
三
十
三
才
。
独
身
、

南
仏
ピ
レ
ネ
ー
地
方
の
△
性
タ
イ
プ
。
そ
の
活
動
と

ハ
キ

ハ
キ
さ
、
ハ
ギ
レ
の

よ
さ
、
日
、
唇
、
日
の
小
さ
い
コ
ト
、
ト
ク
ニ
ロ
の
小
さ
い
こ
と
は
世
界

一
、

唇
は
５

剛
一
５

ｍ
。
オ
ド
ロ
ク
ば
か
リ
ーーー

学
校
は
左
手
が
男
子
部
、
右
の
谷
を

へ
だ
て
ゝ
女
子
部
。
双
方
共
、
小
学
か

ら
高
校
ま
で

（卒
業
生
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
入
れ
る
）
あ
る
。
生
徒
合
せ
て

三
百
五
十
。
先
生
は
フ
ラ
ン
ス
人
、
男
女
各
二
人
、
計
四
、
黒
人
十
二
、
三
名
。

全
部
寄
宿
制
。
私
の
室
か
ら
は
男
子
部
の
全
景
が
見
え
る
。

仏
人
の
先
生
た
ち
は
三
年
毎
に

一
カ
年
休
暇
が
あ
り
、
旅
費
を
も
ら

つ
て
帰

国
で
き
る
。
モ
チ
ロ
ン
家
族
全
員
。
女
子
部
々
長
は
数
学
者
の
若
い
女
性

（
二

十
八
才
）
、
他
は
哲
学
者
の
若
い
女
性

（２７
）
０
こ
ん
な
若
い
女
性
が
こ
ん
な
ア

フ
リ
カ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
来
て
、
黒
い
子
供
た
ち
に

一
生
を
さ
ゝ
げ
て
い

る
姿
は
ウ
ツ
ク
シ
イ
し
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
イ
。
私
た
ち
は
三
回
も
食
事
に
招
か
れ
た
。

そ
の
度
に
▽
△
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
二
人
と
も
ス
グ
実
行
を
始
め
、
Ｐ
Ｕ
の

勉
強
も
ズ
イ
分
進
ん
だ
。
メ
イ
ェ
ル

一
家
も
ド
校
長
も
ト
テ
モ
熱
心
。
マ
ル
デ

子
供
の
様
に
▽
△
に
つ
い
て
の
質
問
を
盛
ん
に
す
る
の
で
食
卓
は
Ａ
Ｎ
Ｓ
か
健

康
学
園
の
様
で
楽
し
い
。
ト
ク
ニ
Ｍ
夫
人
は
二
人
の
子
と
夫
と
自
分
を
改
造
す

る
た
め
に
恐
し
く
熱
心
で
年
は
３６
だ
が
ス
ゴ
イ
ニ
月
生
ま
れ
の
△
。
夫
妻
共
南

仏
生
れ

（夫

一
月
）
。
彼
女
の
唇
は
４

剛

（上
下
と
も
）
。
た
ゞ
し
眼
は
エ
キ
ソ

フ
タ
ル
ミ
ッ
ク
に
な

っ
て
突
出
し
て
い
る
が
、
元
来
の
△
の
セ
イ
で
、
少
女
時

代
に
モ
ー
烈
に
▽
を
と

っ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
▽
を
と

っ
た
の
に
マ
ダ

も
の
す
ご
い
△
で
朝
か
ら
晩
ま
で
二
人
の
娘
を
見
な
が
ら
、
オ
シ
メ
を
か
え
な

が
ら
、
主
人
の
ル
ス
な
ど
、
約
四
百
人
の
世
帯
を
き
り
廻
し
、
視
学
が
来
れ
ば

教
育
論
を
や
り
、
役
人
が
来
れ
ば
政
治
を
論
じ
、
決
し
て
ま
け
て
は
い
な
い
。

こ
の
人
が
三
階
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
教
会
や
、
河
の
中
の
ボ
ー
ト
に
命

令
を
す
る
声
は
正
に
万
軍
を
叱
咤
す
る
様
。
そ
の
声
が

一
日
中
、
丘
の
上
に
、

ジ
ヤ
ン
グ
ル
に
ひ
ゞ
い
て
い
る
。

私
た
ち
は
正
月
に
沢
山
、
病
院
を
訪
ね
て
ョ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
か
ら

来
る
人
が
多
く
、
室
が
た
り
な
い
の
で
そ
の
間
こ
ゝ
に
世
話
に
な
る
事
に
な

っ

た
ｏ
病
院
よ
り
静
か
で
、
食
事
が
牧
師
の
家
だ
け
に
質
素
で
、
オ

マ
ケ
ニ
正
食

を
ミ
ナ
や
り
出
し
た
の
で
、
病
院
よ
り
居
心
地
が
よ
い
。
そ
の
上
こ
の
絶
景
で

あ
る
。
何
し
ろ
皆
が
皆
正
食
を
や
り
出
し
た
し
、
幹
部
の
人
々
は
ミ
ナ
Ｐ
Ｕ
党

に
な

っ
た
の
で
う
れ
し
い
。
そ
の
上
、
ミ
ナ
で
何
か
と
世
話
を
や
い
て
く
れ
る
。

夕
方
に
な
る
と
生
徒
た
ち
が
湯
を
わ
か
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー
の
用
意
を
し
て
く
れ

る
。
朝
に
な
る
と
掃
除
に
来
て
く
れ
る
。
昨
夜
は
ド
校
長
自
ら
湯
を
も

っ
て
来

て
く
れ
た
り
、
石
油
を
も

っ
て
来
て
ラ
ン
プ
に
入
れ
て
く
れ
た
り
、
全
く
至
れ

り
つ
く
せ
り
で
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
こ
と
お
び
た
ゞ
し
い
。

園
長

一
家
五
人
と
ド
校
長
は
ス
キ
ナ
砂
糖
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ク
ダ
モ
ノ
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
肉
ま
で
即
時
全
廃
、
菜
食
党
に
な
ら
れ
た
の
で
、
気
の
毒

な
ホ
ド
淋
し
く
な

っ
た
食
卓
で
、
日
本
人
よ
り
少
量
の
食
で
満
足
し
て
く
れ
て

い
る
。
毎
日
ピ
ナ
ー
ス

（
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
）
で
ラ
ン
バ
レ
ー
ネ
え
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
が
お
使
い
に
ゆ
く
。
買
物
や
〒
物
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
買
物
を

一
々

相
談
さ
れ
る
。
何
し
ろ
コ
レ
ま
で
の
生
活
と
百
八
十
度
方
向
が
ち
が
う
の
で
、

色
々
分
ら
な
い
事
が
あ
る
。
オ
カ
ゲ
で
私
は
ス
キ
ナ
モ
ノ
、
よ
い
モ
ノ
ば
か
り

注
文
で
き
る
。
お
ど
ろ
い
た
の
は
大
根
な
ど
が
肉
の
三
倍
の
値
で
あ
る
事
だ
。

こ
ゝ
で
は
菜
食
の
方
が
肉
食
の
倍
以
上
高
く

つ
く
。

台
所
の
コ
ッ
ク
長
や
ボ
ー
イ
が
Ｊ

〔里
真
夫
人
〕
の
言
う
コ
ト
を
よ
く
き
き
、
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ヨ
ク
守

っ
て
く
れ
る
。
室
付
き
の
ボ
ー
イ
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
ウ
ラ
の
山
え
清
水

を
汲
み
に
行

っ
て
く
れ
る
。

私
た
ち
は
ド
ー
シ
テ
か
く
も
大
事
に
、
ド
コ
に
行

っ
て
も
セ
ワ
し
て
頂
く
の

だ
ろ
う
。
全
く
Ｍ
Ｉ
に
い
る
の
と
同
じ
気
楽
さ
で

一
キ
ロ
三
百
五
十
円
の
大
根

な
ど
頂
い
て
い
る
。
玄
米
だ
け
は
マ
ダ
入
手
で
き
な
い
が
、
代
用
に
私
は
燕
麦

を
頂
い
て
い
る
。
最
も
カ
ワ
イ
相
な
の
は
赤
ン
坊
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
で
あ
る
。
二

～
三
〇
％
も
砂
糖
入
り
の
ミ
ル
ク
を
止
め
さ
せ
ら
れ
、
毎
日
四
回
（Ｊ
の
作
る
）

二
百
瓦
キ
ッ
カ
リ
の
塩
味
エ
ン
バ
ク
湯
を
も
ら
う
だ
け
で
あ
る
。

四
日
―
予
定
通
り
Ｓ
博
士
お
帰
り
。
飛
行
キ
が
イ
ク
ツ
も
来
て
低
回
飛
行
で

博
士
に
ア
イ
サ
ツ
す
る
。
ソ
レ
が
手
に
と
る
様
に
見
え
る
。
ア
ン
デ
ン
デ
か
ら

も
、
ミ
ナ
挨
拶
に
ゆ
く
。
五
日
ス
イ
ス
よ
り
訪
間
の
団
体
が
三
台
の
借
切
り
機

で
着
く
。
ミ
ナ
病
院
ス
レ
ス
レ
に
お
り
て
低
回
飛
行
を
し
て
か
ら
ヒ
コ
ー
場
に

向
か
う
。
Ｊ
は
ア
イ
サ
ツ
に
ゆ
こ
う
と
云
う
が
、
私
は
ソ
レ
よ
り
早
く

『東
洋

医
学
』
を
う
ち
上
げ
十
五
日
頃
少
し
博
士
が
手
が
あ
い
て
か
ら
帰
ろ
う
と
云
う
。

六
日
―
午
前
二
時
―
ス
イ
ス
の
旅
行
団
が
エ
マ
さ
ん
の
案
内
で
見
学
に
来
る
。

大
型
ピ
ナ
ー
ス
が
つ
い
た
の
で
、
私
も
シ
ブ
シ
ブ
丘
を
下
り
て
船
着
場
え
行

っ

た
。
ミ
ナ
出
て
い
る
。
ド
ヤ
ド
ヤ
船
か
ら
上
が
っ
て
く
る
。
先
登
に
巨
人
が
大

足
で
歩
い
て
く
る
。

―
―
お
ゝ
―
　
シ
ュ
ワ
イ
ツ
エ
ル
博
士
―

か
く
し
て
私
た
ち
の
最
初
の
会
合
は
行
わ
れ
た
。
私
は
エ
マ
さ
ん
に
会
う
た

め
に
丘
を
下
り
て
来
た
の
だ
が
、
先
頭
に
立
つ
８‐
才
の
Ｓ
博
士
を
見
出
し
て
お

ど
ろ
い
た
。
エ
マ
さ
ん
は
最
後
に
上
が
っ
て
く
る
。
博
士
は
イ
ツ
モ
先
頭
に
立

っ
て
リ
ー
ド
す
る
。
私
た
ち
の
知
ら
な
い
草
の
中
に
埋
れ
た
小
道
を
と
っ
て
博

士
は
四
十
二
年
前
の
日
の
様
に
、
草
を
わ
け
て

一
直
線
に
園
長
館
の
方
え
登
る

道
を
案
内
さ
れ
る
。
ス
イ
ス
か
ら
来
た
人
々
は
、
文
明
人
、
博
士
は
野
バ
ン
人

と
云
う

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
二
百
米
上
の
私
の
室
の
前
の
庭
で
、
第
二
隊
の
つ
く

の
を
待

つ
間
も
博
士
は
ミ
ナ
に
話
を
さ
れ
る
。
―
―
昔
物
語
り
の
数
々
。
第
二

隊
の
つ
く
の
が
見
え
る
と
、
お
ど
ろ
い
た
事
に
老
博
士
は

一
人
で
ス
タ
ス
タ
丘

を
下
り
て
迎
え
に
行
か
れ
る
。
ス
イ
ス
の
百
万
長
者
の
年
々
定
期
訪
問
団
の
中

に
は
モ
ー
十

一
回
目
と
云
う
人
が
あ
る
。
日
本
人
な
ら
東
京
見
物
に
出
る
と
こ

ろ
を
、
ス
イ
ス
人
は
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
奥
の

一
病
院
を
見
物
に
来
る

の
で
あ
る
。
何
と
云
う
大
き
な
チ
ガ
イ
だ
ろ
う
川

Ｓ
博
士
は
第

一
に
私
の
室
に
ミ
ナ
を
案
内
さ
れ
る
。
諸
君
が
金
閣
寺
や
銀
閣

寺
を
見
物
す
る
様
に
ス
イ
ス
の
百
万
長
者
た
ち
は
ボ
ロ
に
な

っ
た
こ
の
草
ブ
キ

の
古
い
家
に
つ
い
て
色
々
質
問
を
出
す
。

―
―
今
こ
の
家
は
あ
い
て
い
る
の
で
す
か
？

―
―
イ
ヤ
時
々
特
別
な
お
客
が
あ
り
ま
す
ｏ
た
と
え
ば
今
は
日
本
の
哲
人
が
、

四
十
三
年
前
の
私
の
様
に
こ
ゝ
で
シ
キ
リ
に
著
作
を
し
て
い
ら
れ
る
―
―

ソ
レ
、

こ
れ
が
そ
の
日
本
の
哲
人
…
…

そ
れ
か
ら
博
士
は
ミ
ナ
を
案
内
し
て
ウ
ラ
山
に
登
り
始
め
た
。
ミ
ス
・
エ
マ

は
シ
ン
ガ
リ
。
大
き
な
四
尺
余
り
の
博
士
の
パ
ラ
ソ
ル
と
黒
い
冬
の
重
い
外
套

を
抱
え
て
登

っ
て
行

っ
た
。
私
は
ミ
ス

・
エ
マ
の
心
ず
か
い
の
細
か
さ
と
、
博

士

へ
の
忠
誠

（
Ｊ
が
何
回
も
持
た
せ
て
下
さ
い
と
云
う
の
に
ケ
ッ
シ
テ
も
た
せ

な
い
。
汗
カ
キ
の
、
心
ゾ
オ
の
悪
い
エ
マ
さ
ん
の
こ
の
深
い
深
い
忠
誠
）
を
見

送
り
な
が
ら
室
に
帰

っ
て
タ
イ
プ
を
た

ゝ
き
始
め
た
。

一
行
に
お
く
れ
た

一
老
婦
人
が
上

っ
て
来
た
。
迎
え
に
出
る
と
、

「
オ

ヽ
あ

な
た
が
オ
ー
サ
ワ
さ
ん
、
私
た
ち
は
四
人
で
ア
ナ
タ
の
お
室
を
占
領
し
て
い
ま

す
。
ス
バ
ラ
シ
イ
日
本
の
女
性
の
肖
像
が
あ
り
ま
す
ね
…
…
」
と
云
う
。
全
和

光
の
平
和
観
音
像
。
冥
こ

の
分
る
人
は
分
る
。

一
行
が
帰

っ
て
く
る
の
を
待

つ
間
、
こ
の
人
は
本
館
の
二
階
で
お
茶
を
と
る
組
に
入
る
。
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暫
く
た

っ
て

一
行
が
帰

っ
て
く
る
。
博
士
は

一
同
に
Ｊ
の
用
意
し
た
砂
糖
な

し
の
オ
カ
シ
と
Ｍ
夫
人
の
用
意
し
た
ノ
ミ
モ
ノ
を
配
給
さ
れ
る
。
Ｍ
夫
人
が
甘

い
シ
ロ
ッ
プ
を
す

ゝ
め
る
と
、
博
士
は

「
老
人
を
苦
し
め
る
モ
ノ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
」
と

ハ
ッ
キ
リ
砂
糖
禁
上
の
旗
を
た
て
ら
れ
る
。
Ｊ
の
カ
シ
は
お
気
に

入

っ
た
ら
し
い
。

（
ス
ッ
カ
リ
売
り
切
れ
た
―
）

村
で
沢
山
見
る
里
芋
を
取
る
人
が
な
い
の
で
ワ
ケ
を
き
く
と
ミ
ナ

「
ラ
イ
病

に
な
る
か
ら
」
と
云
う
。
そ
れ
が
Ｓ
博
士
の
主
張
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
分

っ

た
。
砂
糖
バ
カ
リ
で
な
く
博
士
は
独
り
で
、
里
芋
、
芋
ル
イ
の
害
毒
性
を
発
見

さ
れ
て
い
る
。
私
は
恥
し
く
な

っ
た
。

〔石
塚
〕
左
玄
な
か
り
せ
ば
私
は
Ｐ
Ｕ

も
里
芋
も
分
ら
な
か

っ
た
ろ
う
。
Ｓ
博
士
は
左
玄
な
し
に
、
色
々
食
性
を
研
究

さ
れ
て
い
る
。

（今
日
十
四
日
朝
―
―

ア
ン
デ
ン
デ
少
年
義
勇
軍
が
私
の
お
祝

を
Ｓ
博
士
に
と
ゞ
け
て
く
れ
た
の
で
ヤ
ッ
ト
私
の
仕
事
が
す
み
、
―
Ｉ
Ｍ
Ｉ
の

手
紙
そ
の
他
英
、
仏
、
独
、
印
度
か
ら
の
手
紙
を
見
る
事
が
で
き
た
）

十
四
日
―
―
今
日
は
Ｓ
博
士
の
生
れ
日
―
―
全
世
界
か
ら
電
波
が
ラ
ン
バ
レ

ー
ネ
に
と
ぶ
。
病
院
は
大

へ
ん
な

ニ
ギ
ワ
イ
で
あ
る
。
私
は
書
き
上
げ
た
原
稿

に
二
万
円
を
そ
え
て
お
祝
い
に
送

っ
た
。
す
る
と
ス
グ
特
別
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

が
博
士
の
手
紙
を
も

っ
て
来
た
。
丁
ネ
イ
ナ
お
礼
の
コ
ト
バ
と
、
早
く
帰
院
し

て
く
れ
と
云
う
手
紙
。
エ
マ
さ
ん
か
ら
も
お
迎
え
の
ボ
ー
ト
を
送

っ
て
来
た
。

さ
あ
イ
ヨ
イ
ヨ
帰
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
モ
ー
こ
の
ア
ン
デ
ン
デ

が
私
を
放
さ
な
い
。
今
日
も
二
時
か
ら
先
生
方
全
部
が
集

っ
て
私
の
話
を
き
く

事
に
な

っ
て
い
る
。
二
人
の
娘
た
ち
が

一
月

一
日
以
来

一
サ
ジ
の
砂
ト
ー
も
と

ら
な
い
し
、
チ
ョ
コ
、
ボ
ン
ボ
ン
も
た
べ
な
い
。
も
ら
わ
な
い
し
、
ほ
し
い
と

も
云
わ
な
い
。

（
こ
れ
に
は
私
が
オ
ド
ロ
イ
タ
）
三
人
が
美
し
く
な

っ
た
の
が

評
判
。
今
日
は
Ｊ
の
こ
さ
え
た
日
本
の
キ
モ
ノ
を
き
て
Ｓ
博
士
の
お
祝
い
に
ゆ

く
と
云
う
…
…

●
覇

Ｈ
８
８

〔
一
九
五
六
年

一
月
十
五
日
〕
１
０
３
１
信

感
激
の
涙
の
正
月

Ｉ
Ｓ
博
士
と
の
第
二
回
会
見
―

私
の
６４
才
の
正
月
は
熱
い
感
激
の
涙
と
タ
イ
プ
の
音
で
つ
ゝ
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ヨ
ロ
コ
ビ
、
こ
の
感
激
を
私
は
世
界
中
の
同
志
に
頒
け
た
い
―

一
月

一
日
以
来
、
私
は

一
歩
も
外
出
せ
ず
、
こ
の
ア
ン
デ
ン
デ

・
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
・
ミ
ツ
シ
ョ
ン
の
内
部
さ
え
見
て
廻
ら
ず
、
毎
日
三
度
、
こ
の
古
い
草
屋

と
新
館
の
間
を
食
事
の
た
び
に
往
来
す
る
だ
け
で
十
三
日
間
、
ス
ゴ
イ
新
し
い

ス
イ
ス
製
タ
イ
プ

「
ヘ
ル
メ
ス
号
」
を
た
ゝ
き
つ
ず
け
、
ツ
イ
二
一
昨
十
三
日

『東
洋
医
学
』
を
完
成
し
、
第

一
号
を
Ｓ
博
士
に
贈

っ
た
。

こ
の
間
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
と
各
地
の

同
志
か
ら
感
激
の
手
紙
が
続
々
と
ゞ
い
た
。
そ
の
度
に
病
院
か
ら
或
は
カ
ヌ
ー

で
、
或
は
特
別
快
速
艇
で
黒
人
の
青
年
隊
や
、
エ
マ
さ
ん
の
秘
書
が
爆
音
を
た

て
ゝ
、
走

っ
て
く
る
。
ビ
ワ
湖
の
様
な
オ
ゴ
ウ
エ
河
の
静
か
な
広
い
波
を
き

っ

て
…
…
そ
れ
を
チ
ラ
と
横
日
で
見
も
せ
ず
に
、
私
は
タ
イ
プ
に
カ
ジ
リ
つ
い
て

い
る
。
手
紙
が
つ
い
て
も
私
は
タ
イ
プ
か
ら
手
と
目
を
そ
ら
さ
ず
、
打
ち
つ
ず

け
て
い
る
。
Ｊ
が
よ
ん
で
く
れ
る
の
を
タ
イ
プ
の
音
と

一
緒
に
き
ゝ
な
が
ら
、

熱
い
涙
が
ホ
ヽ
を
つ
た
う
の
を
コ
プ
シ
で
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
…
…

あ
ゝ
、
何
と
云
う
感
激
の
シ
ー
ン
！

セ
ト
内
海
の
尾
道
の
丘
の
上
の
桃
の
花
咲
く
ホ
ト
リ
の
様
な
処
で
、
大
き
な

草
屋
の
ヴ

エ
ラ
ン
ダ
で
タ
イ
プ
を
た
ゝ
き
つ
ゝ
、
熱
い
汗
の
に
じ
む
カ
ラ
ダ
を

ふ
き
も
し
な
い
で
、
モ
ノ
を
か
き
つ
ず
け
て
い
る
６４
才
の
少
年
の
姿
を
諸
君
は

想
像
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？

ヴ

エ
ラ
ン
ダ
の
す
ぐ
ソ
バ
で
山
羊
が
仔
を
生
ん
だ
。
生
れ
て

一
分
間
も
た
ゝ

な
い
仔
が
、
後
始
末
を
す
る
母
の
ハ
ラ
の
下
に
入
っ
て
、
し
き
り
に
乳
を
の
む
。
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山
羊
の
お
産
の
見
事
さ
、
母
の
カ
イ
ガ
イ
シ
イ
ふ
る
ま
い
、
仔
の
ワ
ン
ダ
ー
フ

ル
な
行
動
を
始
め
か
ら
見

つ
め
て
い
る
Ｊ
が
、
私
に
ソ
バ
え
来
て
見
る
様
に
何

回
も
感
嘆
の
声
を
も
ら
し
な
が
ら
呼
ぶ
け
れ
ど
、
私
は
タ
イ
プ
か
ら
は
な
れ
な

い
。
丁
度
食
事
の
お
迎
え
が
来
た
の
で
大
急
ぎ
で
立

っ
て
、
下
り
た
が

「
マ
ダ

後
産
は

一
時
間
も
か
ゝ
る
か
ら
…
…
」
と
Ｊ
を
う
な
が
し
て
新
館
の
方
え
急
ぐ

途
中
で
チ
ラ
と
山
羊
の
仔
が
生
ま
れ
た
バ
カ
リ
で
、
母
の
ハ
ラ
を
頭
で
小
突
き

上
げ
て
は
乳
を
吸
う
の
を
見
て

「
ソ
ー
ラ
見
ろ
、
経
験
主
義
者
諸
君
、
山
羊
の

仔
は
生
れ
た
バ
カ
リ
で
何
の
経
験
も
な
い
の
に
、
乳
を
の
む

コ
ト
、
母
の
ハ
ラ

を
突
き
上
げ
る
技
術
を
知

っ
て
い
る
。
人
間
の
知
識
が
経
験
で
出
来
上
が
る
ナ

ン
テ
云
え
ま
い
！
」
と
丁
度
タ
イ
プ
で
第
七
章

「
最
高
判
断
力
の
発
生
学
」
を

か
い
て
い
る
の
で
、
マ
ル
デ
英
国
の
哲
学
者
の
グ
ル
ー
プ
が
ソ
バ
に
い
る
か
の

様
に
、
心
中
こ
ん
な

コ
ト
を
考
え
な
が
ら
食
堂
え
急
ぐ
…
…

私
は

一
秒
も
ジ

ッ
と
し
て
は
い
れ
な
い
の
だ
！
　

一
分
も
ム
ダ
に
で
き
な
い

の
だ

―
・

十
四
日
、
ハ
ジ
メ
テ
諸
君
の
手
紙
の
山
を
前
に
つ
み
上
げ
て
、
よ
み
出
す
。

感
激
の
涙
で
あ
る
。
マ
ズ
第

一
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
電
報
、

『
パ
リ
行
飛

行
機
キ
ッ
プ
ニ
枚
代
金
払
い
込
み
ず
み
、
貴
地
の
代
理
店
よ
り
受
け
と
ら
れ
た

し
、
イ
ン
ヤ
ン
生
』
＝

あ
ゝ
、
本
部
か
ら
の
送
金
よ
り
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
、
二
十
六
万
円
の

切
符
Ш
　
ド
オ
シ
テ
金
を
こ
さ
え
た
の
か
？
　
そ
ん
な
大
金
が
遊
ん
で
い
た
ワ

ケ
で
も
あ
る
ま
い
に
、
ム
リ
を
し
て
送

っ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
か

送
れ
は
し
ま
い
、
と
高
を
く
ゝ
っ
て
い
た
の
で
、
返
事
も
せ
ず
に
い
た
私
で
あ

る
。
Ｊ
は

「
ソ
ン
ナ
ニ
心
配
し
な
い
で
！
」
と
書
い
た
様
だ
が
、

一
刻
も
早
く

こ
の
生
理
的
、
生
物
学
的
冒
険
の
地
か
ら
私
た
ち
を
引
揚
げ
さ
せ
た
い
、
と
云

う
心
遣
い
、
―
―
七
年
前
に
金
も
十
分
も
た
せ
ず
に
放
り
出
し
た
子
か
ら
、
こ

ん
な

コ
ト
を
し
て
も
ら
う
親
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
　
こ
の
世
の
中
で
、
ダ
レ
が

二
十
数
万
の
金
を
ポ
ン
と
投
げ
出
し
て
呉
れ
る
だ
ろ
う
か
？
　

一
体
ド
ン
ナ
人

に
ミ
チ
オ
が
頼
ん
で
借
り
た
の
か
？
　

一
体
全
体
ダ
レ
の
信
用
だ
Ｐ

奇
蹟
だ
＝

西
の
空
の
明
星
を
な
が
め
て
、
空
し
い
願
を
胸
に
だ
き
じ
め
て
立

っ
て
い
る

オ
ジ
イ
サ
ン
と
オ
バ
サ
ン
の
目
の
前
に
明
星
か
ら
サ
ツ
と
黄
金
が
投
げ
与
え
ら

れ
た
様
Ｉ
　
Ｊ
は
モ
ー
声
も
立
て
ず
、
こ
の
電
信
を
よ
ん
だ
時
、
泣
き
く
ず
れ

て
し
ま

っ
た
。

そ
の
ヨ
ロ
コ
ビ
の
波
が
お
さ
ま
ら
な
い
中
に
、
良
明
か
ら

「
十
万
送
る
」
と

云

っ
て
き
た
の
で
Ｊ
は
イ
キ
が
つ
ま
り
そ
う
に
な

っ
た
。
ヨ
ロ
コ
ビ
は
オ
ド
ロ

キ
に
な
る
―
　
そ
こ
え
ユ
ガ
ン
ダ
国
の
パ
テ
ル
氏
か
ら

「
イ
ン
ド
で
フ
ラ
ン
ク

か
ら
二
千
ル
ピ
ー
託
さ
れ
た
。
今
銀
行
と
送
金
方
法
を
研
究
中
、
便
法
あ
れ
ば

伺
い
た
し
」
と
来
た
―
　
イ
ン
ド
か
ら
十
六
万
円
＝
　
ネ
耳
に
水
と
は
こ
れ
だ
。

モ
Ｉ
Ｊ
は
目
を
パ
チ
リ
と
さ
せ
た
ダ
ケ
で
何
も
き
か
な
い
。
そ
れ
に
つ
ず
い
て

マ
ド
ラ
ス
の
ベ
ン
か
ら

「千
ル
ピ
ー
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ザ
ー
を
通
し
て

ポ
ン
ー
ナ
イ
ロ
ビ
の
ル
ー
ト
で
送
ら
れ
ま
す
。
ト
シ
姉
が
こ
の
便
法
を
交
渉
し

て
く
れ
ま
し
た
」
と
来
た
。
ま
だ

マ
ド
ラ
ス
に
お
ち

つ
い
て
、
精
神
病
の
青
年

（
ナ
イ

ロ
ビ
の
Ｓ
博
士
の
長
男
）
を

一
人
治
し
た
ゞ
け
の
ベ
ン
ー
　
送
金
は
オ

ロ

カ
、
小
使
い
銭
も
な
い
旅
の
身
空
で
、
ド
オ
シ
テ
そ
ん
な
大
金
を
Ш
？
？
…
…

オ
ド
ロ
キ
は
フ
シ
ギ
に
か
わ

っ
た
＝

あ

ゝ
何
た
る
奇
蹟
…
…

一
体
ダ
レ
が
こ
ん
な
奇
蹟
を

ツ
ギ
か
ら
ツ
ギ
と
展
開
さ
せ
る
の
か
？
　
ナ
イ

ロ
ビ
の
孝
子
夫
人
か
ら
は

「
東
京
の
ル
ス
宅
の
方
え
お
金
を
託
さ
れ
る
由
で
す

が
、
如
何
程
御
入
用
で
す
か
、
そ
の
額
を
御
申
し
越
し
下
さ
い
。
ス
グ
御
送
金

い
た
し
ま
す
。
銀
行
の
方
は
主
人
が
た
し
か
め
て
く
れ
、
Ｏ
Ｋ
と
な

っ
て
い
ま
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す
」
と
云

っ
て
来
て
下
さ

っ
た
。
三
カ
月
も
お
セ
ヮ
に
な

っ
た
の
に
何
の
お
礼

も
せ
ず
に
来
た
の
に
、

一
体
何
を
信
用
し
て
先
に
送
金
し
て
下
さ
る
の
か
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
２６
万
、ベ
ン
と
フ
ラ
ン
ク
か
ら
２４
万
、良
明
か
ら
十
万
１

ア
フ
リ
カ
遠
征
資
金
後
援
の
同
志
か
ら
２７
万
、
今
は
な
き
ド
ン
が
ア
ノ
世
か
ら

十
万
円
―
　
シ
ュ
ワ
イ
ツ
エ
ル
病
院
で
は
ス
デ

二
六
十
日
以
上
、
つ
ま
り
六
十

万
円
位
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
モ
ー
十
五
万
円
以
上
宿
泊
実
費
の
御
迷
惑
を

か
け
て
い
る
。
こ
の
先
何
日
御
厄
介
に
な
る
の
や
ら
…
…
新
品

ヘ
ル
メ
ス
号
を

惜
し
気
も
な
く
貸
し
て
く
れ
て
い
る
青
年
黒
人
牧
師
サ
ミ

ュ
エ
ル

・
オ
ボ
ー
ヌ

君
は

「
お
礼
な
ん
か
い
る
モ
ノ
で
す
か
、娘
を
助
け
て
も
ら

っ
た
の
で
す
モ
ノ
」

Ｌ
Ｌ
ム
う
。

今
日
、
Ｓ
博
士
の
お
祝
い
に
、
メ
イ
ェ
ル
夫
人
、
ド
校
長
、
ミ
ス
ｏ
ュ
ル
バ

ン
部
長
、
ミ
ス

・
ロ
オ
フ
ェ
ル
教
授
、
娘
二
人
私
た
ち
二
人
―
合
わ
せ
て
九
人

が
羊
を

一
匹

つ
れ
て
大
型
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
出
か
け
た
。
な

つ
か
し
い
病
院

村
の
人
々
は
ミ
ナ
会
う
人
毎
に
ボ
ン
ジ

ュ
ー
を
云

っ
て
く
れ
、
走

っ
て
来
て
握

手
を
す
る
黒
人
の
ヤ
サ
シ
イ
顔
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
Ｓ
博
士
の
夫
人
（８３
才
）

が
ヒ
コ
ー
キ
で
昨
日
着
い
て
い
ら
れ
た
の
に
は
お
ど
ろ
い
た
。
二
時
間
近
く
も

Ｓ
博
士
た
ち

（
エ
マ
さ
ん
、
ミ
ス

・
マ
チ
ル
ド
ー
ー

エ
マ
さ
ん
同
様
三
十
年
以

上
博
士
を
助
け
て
い
る
女
性
。
こ
の
人
は
エ
マ
さ
ん
の
ゾ
ン
グ
リ
む

っ
く
り
型

の
△
と
正
反
対
の
セ
の
高
い
▽
―
―

、
そ
の
他
デ
ン
マ
ー
ク
、
農
場
係
り
、
Ｐ

博
士
等
々
々
）
の
モ
テ
ナ
シ
を
う
け
て
、
帰

っ
た
。
そ
の
時
、
パ
リ
か
ら
ヴ
イ

ザ
が

つ
い
て
い
た
。
ブ
ラ
ザ
ヴ
イ
ー
ル
か
ら
カ
バ
ン
ニ
個
と
大
包
み

一
個
が
つ

い
て
い
た
。
ア
メ
ト
レ
ー
友
枝
夫
人
の
心
配
で
あ
る
。
帰

っ
て
見
る
と
パ
リ
か

ら
大
き
な
封
筒
―
―

エ
ア
○
。
ギ
ャ
バ
ン
、
エ
ー
メ
、
オ
ー
ギ

ュ
ス
タ
ン
ニ
人

の
名
で
、
美
し
い
な

つ
か
し
い
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
画
、
手
紙
を
見
る
と
コ
レ
ま

た
大
変
だ
！
　
・一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
他
の
通
信
に
お
と
ら
ぬ
オ
ド
ロ
キ
ー
　
私

た
ち
の
た
め
に
モ
Ｉ
Ｂ
里
で
リ
ツ
パ
な
ア
パ
ー
ト
の
室
が
用
意
で
き
て
い
る
！

長
い
間
パ
リ
で
苦
労
し
た
私
に
と

っ
て
ホ
テ
ル
の
一品
い
パ
リ
で
―
リ
ッ
パ
な

室
が
出
来
て
い
る
と
云
う
コ
ト
は
、
他
の
人
に
は
ト
テ
モ
分
ら
な
い
意
義
を
も

っ
て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
に
は
何
十
万
円
か
前
払
い
が
入
用
だ
。
ソ
レ

が
モ
ー
で
き
て
い
る
＝

カ
ケ
ナ
イ
人
の
ギ
ャ
バ
ン

（
モ
ー
五
年
に
も
な
る
の
に
二
、
三
回
し
か
通
信

を
よ
こ
し
て
い
な
い
―
）
、　
気
の
弱
い
極
々
々
▽
性
の
ギ
ャ
バ
ン
の
オ
ド
ロ
ク

ベ
キ
成
功
で
あ
る
。
二
年
も
病
気
し
て
い
た
彼
が
、
今
は
巴
里

マ
ッ
サ
ー
ジ
学

校
東
洋
医
学
教
授
、
名

ョ
Ｄｒ
号
を
も
ら

っ
て
い
る
。
警
視
庁
の
エ
ラ
イ
人
を
ミ

ス

・
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
が
と
き

つ
け
治
療
を
う
け
さ
せ
た
の
が
キ

ッ
カ
ケ
ら
し
い
。

今
は
患
者
が
多
く
て
忙
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
あ
る
Ｄｒ
か
ら
、
七
階
建
の

ア
パ
ー
ト
の
管
理
ま
で
託
さ
れ
て
い
る
と
云
う
。
日
本
領
事
に
彼
は
旅
券
を
と

り
上
げ
ら
れ
た
が
、
モ
ー
警
視
庁
の
方
で
後
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
旅
券
を
と

り
上
げ
る
と
云
う
コ
ト
は
人
道
問
題
で
あ
り
、
人
権
問
題
で
あ
り
、
非
常
識
で

あ
り
、
官
僚
主
義
の
暴
力
で
あ
る
が
、
ソ
ン
ナ
暴
力
で
も
人
間
の
意
志
を
柾
げ

る
コ
ト
は
ゼ
ッ
タ
イ
出
来
な
い
。
某
日
本
事
務
所
長
に
苦
し
め
ら
れ
辱
じ
め
ら

れ
追
放
さ
れ
た
オ
ー
ギ

ュ
ス
タ
ン
の
カ
ラ
バ
ン
は
今
で
は
三
倍
に
も
四
倍
に
も

生
長
し
て
い
る
。
苦
し
め
ら
れ
る
モ
ノ
は
生
長
す
る
！

一
番
弱
い
と
思
わ
れ
て
い
た
ギ
ャ
バ
ン
が
た

っ
た

一
人
パ
リ
に
留
ま

っ
て
ト

オ
ト
オ
成
功
し
た
。
ツ
マ
リ
▽
の
方
が
最
後
に
勝

つ
の
だ
。
陽
性
は
注
意
し
な

い
と
い
け
な
い
。

ソ
レ
も

コ
レ
も
正
食
、
Ｐ
Ｕ
、
食
物
療
法
の
オ
カ
ゲ
で
あ
る
。

ギ
ヤ
バ
ン
の
成
功
は
柳
谷
素
霊
兄
の
指
導
も
預
か

っ
て
大
い
に
力
が
あ

っ
た
。

柳
谷
氏
に
感
謝
す
る
。
シ
ャ
ガ
ン
博
士
、
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
等
の
後
援
も
モ
チ
ロ
ン

忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
故

マ
ダ
ム

・
ギ

エ
ス
の
様
に
三
十
五
年
前
か
ら
私
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を
愛
し
て
く
れ
た
フ
ラ
ン
ス
女
性
、
東
洋
医
学
を
う
ち
立
て
、
学
会
ま
で
作

っ

て
下
さ

っ
た
ス
リ
エ
。
ド

ｏ
モ
ラ
ン
氏
の
霊
に
も
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

仏
語
版

『
無
双
原
理
』
の
発
行
所
、
ヴ
ラ
ン
社
が
第
二
版
を
出
す
用
意
が
あ

る
と
云

っ
て
く
れ
た
の
も
ア
リ
ガ
タ
イ
ｏ
ま
だ
あ
の
社
長
が
生
き
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？

ミ
ス

・
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
は
私
が

つ
い
た
ら
大
々
的
講
演
会
を
や
る
用
意
を
し
て

い
る
と
云
う
。
こ
れ
も
ア
リ
ガ
タ
イ
事
だ
。
阿
部
六
段
が
私
の
滞
在
に
は

一
肌

ぬ
い
で
く
れ
る
と
云
う
―
　
こ
れ
は

一
つ
の
オ
ド
ロ
キ
で
あ
る
。
ス
ゴ
イ
△
性

の
青
年
で
自
分
免
許
で
Ｐ
Ｕ
大
学
を
卒
業
し
、
Ｐ
Ｕ
道
五
段
位
の
つ
も
り
で
い

る
ら
し
い
。
望
月
や
ア
ン
ド
レ
は

一
番
賢
明
に
立
ち
廻

っ
た

ツ
モ
リ
で
、

一
番

カ
ス
を
に
ぎ

っ
て
い
た
コ
ト
が
コ
レ
で
分

っ
た
ろ
う
。

一
九
五
六
年

一
月
十
五
日
日
ヨ
ー
の
朝
の
静
と
和
の
中
で
、
私
た
ち
は
Ｐ
Ｕ

の
日
曜
日
の
サ
ー
ビ
イ
ス
を
や

っ
た
。
昨
日
の
Ａ
Ｎ
Ｓ
で
先
生
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
に
私
が
投
げ
た
波
紋
が
意
外
に
も
メ
夫
人
や
ド
校
長
の
関
心
を
ひ
い
て
い
る

の
を
見
て
私
の
心
は
タ
ノ
シ
サ
で

一
杯
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
の
人
形
の

ツ
ク

ロ
イ
な
ど
し
な
が
ら
…
…

ア
ン
デ
ン
デ

・
ミ
ツ
シ
ョ
ン
村
の
お
正
月
は
ゥ
グ
イ
ス
の
声
に
つ
ゝ
ま
れ
て

い
る
。
昨
日
の
Ｓ
博
士
と
の
第
二
回
会
見
は
静
か
な
序
曲
の
中
に
終

っ
た
。
私
は
心

に
み
ち
て
い
る
ヨ
ロ
コ
ビ
と
オ
ド
ロ
キ
と
フ
シ
ギ
で
、
こ
の
会
見
で
、
た
ゞ
二

回
重
大
問
題
に
ふ
れ
た
が
、
そ
の
マ
ヽ
火
花
を
ち
ら
さ
ず
に
刀
の
キ
ッ
先
き
を

ひ
っ
こ
め
た
。
私
は
八
十
に
も
な

っ
た
ら
博
士
の
様
に
忙
し
い
仕
事
を
も
た
ず
、

訪
間
者
に
会

っ
た
り
、
世
界
各
地
を
廻

っ
た
り
し
て
日
を
送
り
た
い
と
思
う
、

と
Ｊ
に
話
し
た
。

世
界
各
地
の
Ｐ
Ｕ
の
永
遠
の
友
よ
、
君
た
ち
の
私
を
思

っ
て
く
れ
る
心
の
ヤ

サ
シ
サ
は
よ
く
分

っ
た
。
モ
ー
私
の
事
は
心
配
し
な
い
で
、

一
日
も
早
く
、　
一

秒
も
ム
ダ
に
せ
ず
、
Ｐ
Ｕ
修
行
の
道
を
突
進
し
て
ほ
し
い
。
Ｍ
Ｉ
の
本
部
も
沈

没
し
か
け
な
が
ら
又
暴
風
に
向
か

っ
て
突
如
、
攻
勢
に
出
て
い
る
。
こ
れ
も
又
、

大
き
な
オ
ド
ロ
キ
で
あ
る
。
ク
レ
マ
ン
の
復
活
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
に
か
こ
う
。

ヴ
イ
ク
ト
ー
ル
の
目
ざ
め
も
あ
る
。

ト
ニ
カ
ク
感
激
の
正
月
の
十
五
日
、
私
は
二
つ
の
大
き
な
仕
事
が
完
了
し
た

様
に
思
う
。
第

一
は

『
東
洋
医
学
』
の
脱
稿
、
第
二
は
Ｐ
Ｕ
世
界
網
の
配
置
。

モ
ー
こ
れ
で
世
界
各
地
の
Ｐ
Ｕ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
の
足
ダ

マ
リ
が
で
き
た
コ
ト
と
、
そ
の

実
力
が
分

っ
た
。
根
が
下
り
て
い
る
コ
ト
が
分

っ
た
。
こ
れ
で
Ｍ
Ｉ
後
続
部
隊

が
つ
ず
け
ば
問
題
は
な
い
。
そ
の
た
め
私
は
数
百
万
円
を
か
け
、
竹
の
子
た
ち

に
Ｗ
を
三
年
も
送
り
つ
ず
け
た
が
、
三
百
人
の
中
か
ら
二
人
を
見
出
す
事
が
困

難
だ

っ
た
。
イ
カ
ニ
私
が
四
十
年
間
や

っ
て
来
た
コ
ト
の
方
が
能
率
的
で
あ

っ

た
か
ゞ
分

っ
て
ウ
レ
シ
イ
。
こ
の
調
子
で
は
竹
の
子
に
期
待
を
か
け
る
事
は
い

け
な
い
。
世
界
各
地
の
先
パ
イ
は
各
自
独
創
的
な
方
法
で
、
後
継
者
の
養
成
に

全
力
を

つ
く
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
ゝ
で
残
念
で
仕
方
が
な
い
の
は
シ
マ
姉
さ
ん
や
ア
グ
ネ
ス
や
ジ
ャ
ン
ヌ
が

も
う
い
な
い
コ
ト
で
あ
る
。
モ
ー
あ
ん
な
ギ
セ
イ
を
出
さ
な
い
ツ
モ
リ
で
あ
る
。

諸
君
も
注
意
し
て
ほ
し
い
。

ミ
ン
ナ
諸
君
は
私
と
の
ム
ス
ビ
以
上
に
、
横
の
ム
ス
ビ
を
広
く
せ
よ
。
お
互

に
知
り
合
い
、
年
を
と
り
合

っ
た
ら
諸
君
は
今
の
千
倍
の
仕
事
が
で
き
る
し
、

千
倍
の
ヨ
ロ
コ
ビ
が
来
る
コ
ト
を
発
見
す
る
だ
ろ
う
。
　

　

　

　

（
２
つ
く
）

〔訂
正
／
前
号
４５
ぺ
‐
ジ
４
行
日

「
川
上
透
生
」
は

「
川
上
澄
生
」
の
誤
り
で

し
た
〕

〔新
刊
お
知
ら
せ
／
牛
尾
盛
保
著

『
医
者
の
不
養
生
』

（
『健
康
道
場
』
連
載

文
を
編
集
。
問
合
せ
／
８
器
？
８
３
）
〕
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玄
米
ご
飯

目
の
前
の
「お
ば
さ
ん
」
が

八
十
一
歳
と
開
い
て
、
し
ば
し

言
葉

が
出

な

か

っ

た

。
背

も
曲

が

ら

ず

、
耳

も

た

し
か

で
、
張
り
の
あ
る
、

若
々
し
い
声
が
、
よ

く
通
る
。
つ
や
つ
や

し
た
肌
は
、
六
十
代

で
通
用
す
る
の
で
は

な
い
か
。
し
か
も
、

こ
の
人
、
田
中
波
留

子
さ
ん
は
、
自
然
食
品
の
販
売

企
業

「
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
」

（
板
橋
区
小
茂
根
）
の
現
役
社

長
で
あ
る
。

軽
々
と
階
段
を
下
り
て
、
社

屋
の

一
隅
に
あ
る
キ
ッ
チ
ン
ヘ

案
内
し

て
く
れ

る
。
こ
こ
で

は
、
二
年
前
か
ら
、
専
任
の
担

当
者
が
、
二
十
人
あ
ま
り
の
社

員
の
昼
食
を
つ
く
っ
て
い
る
。

そ
の
土
地
、
そ
の
季
節
に
と
れ

る
野
菜
を
丸
ご
と
全
部
食
べ
る

の
が
、
健
康
と
長
寿
へ
の
道
と

考
え
る
マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ッ
ク
方
式
の
調
理
で
あ
る
。

自
然
食
の
社
員
給
食
は
、
珍

し
い
。

三
畳
ほ
ど
の
小
さ
な
キ
ッ

チ
ン
の
入
り
口
に
、
も
み
摺

り
機
が
が
ん
ば

っ
て
い
る
。

も
み
殻
付
き
の
玄
米
を
、
毎

朝
、
必
要
分
だ
け
摺
る
。
新

鮮
な
玄
米
を
、
い

っ
た
ん
陶

器
の
内
鍋
に
入
れ
て
か
ら
、
圧

力
鍋
で
じ

っ
く
り
炊
き
上
げ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
日
の
献
立
で
は
、
黒
豆

入
り
の
玄
米
ご
飯
が
、
主
食
だ

っ
た
。
そ
れ
に
、
豆
腐
と
わ
か

め
の
味
噌
汁
、
焼
き
う
ど
ん
の

紅
し

ょ
う
が
添
え
、
キ

ュ
ウ
リ

と

ニ
ン
シ
ン
の
酢
の
も
の
、
イ

ン
ゲ
ン
の
ご
ま
味
噌
和
え
、
そ

し
て
タ
ク

ア
ン
が

つ
い
て
い

る
。
す
べ
て
素
材
は
、
無
農
薬

有
機
栽
培
で
、
味
噌
汁
の
ス
ー

プ
に
は
、
浄
水
器
を
通
し
た
水

が
使
わ
れ
る
。

畳
敷
き

の
食
堂

に
集

ま

っ

て
、
皆
で

一
緒
に
食
べ
る
。
社

員
の
負
担
は
、

一
食
百
三
十
円

で
あ
る
。
メ

ニ
ュ
ー
は
、
毎
月

一
度
、
社
長
も
出
席
す
る

「献

立
会
議
」
で
決
ま
る
。

「
女
子

社
員
が
中
心
で
、
い
ろ
ん
な
要

望
が
出
ま
す
。
こ
の
夏
に
は
、

大
豆
か
ら
自
分
た
ち
で
豆
腐
を

つ
く

っ
て
、
冷
や
や

っ
こ
は
ど

う
か
、
と
い
う
提
案
も
あ
り
ま

し
た
よ
」

（
田
中
さ
ん
）

土
曜
日
だ
け
は
、
事
務
所
の

女
性
た
ち
が
順
番
に
、
自
己
流

で
、
同
僚
の
ラ
ン
チ
を
つ
く

っ

て
い
る
、
と
い
う
。
総
務
部
長

の
花
井
暁
氏
が
、

「
バ
ン
と
か

麺
と
か
、
自
由
に
や

っ
て
い

て
、
評
判
が
い
い
ん
で
す
」
と

付
け
加
え
る
。

楽
し
そ
う
な
給
食
で
は
な
い

か
。
食
べ
物
の
安
全
性

へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
集
団
綸
食
に
自

然
食
を
使
う
動
き
が
出
は
じ
め

て
い
る
。

自
由
が
丘
で
、
マ
ク

ロ
バ
イ

オ

テ
ィ
ッ
ク

の
レ
ス
ト
ラ

ン

「
オ
ー
プ
ン
セ
サ
ミ
」
を
運
営

す
る
加
瀬
義
房
海
氏
の
と
こ
ろ

に
も
、
都
内
の
あ
る
区
か
ら
、

学
校
給
食
で
週
に
何
回
か
ど
う

か
、
と
い
う
打
診
が
あ

っ
た
、

と
い
う
。
幼
稚
園
か
ら
も
話
が

葛
飾
四
つ
本

一
丁
目

え
Ｌ
翌

日
義

あ
る
。

「
大
勢
の
給
食
に
な
る
と
、

野
菜
の
供
給
が
間
に
合
わ
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
。
私
の
と
こ
ろ

で
は
、
農

家
と

一
体
に
な

っ

て
、
十
万
坪
の
畑
で
自
然
農
法

の
野
菜
を
ま
と
め
て
つ
く
る
実

験
が
、
来
年
に
は
軌
道
に
乗
り

そ
う
な
の
で
、
そ
う
し
た
ら
、

本
格
的
に
考
え
た
い
」
（
加
瀬

氏
）す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
、
公
立
学
校
の
給
食
を

野
菜
中

心

に
切
り
替
え

て
い

る
、
と
伝
え
ら
れ
る
。

「
お
や
つ
」
も

現
在
、
食
べ
る
も
の
に
こ
だ

わ
る
人
は
、
職
場
や
学
校

へ
お

弁
当
を
も

っ
て
い
く
。
し
か

し
、
毎
朝
こ
れ
を
つ
く
る
の
は

容
易
で
な
い
。
明
治
生
ま
れ
の

田
中
さ
ん
が
、
社
員
給
食
を
思

い
つ
い
た
の
も
、

コ
種
婚
し
て
い
な
い
、
若
い

従
業
員
が
、
お
弁
当
に
苦
労
し

て
い
る
の
を
見
か
ね
て
」
だ

っ

た
。こ

の
会
社
で
は

、
三
時

に

も

、
炭
火
あ
ぶ
リ

ア
ー

モ
ン

ド
、
玄
米
せ
ん
べ
い
、
そ
ば
カ

リ

ン
ト
な
ど
の

「
お
や

つ
」

が
、
社
員
に
配
ら
れ
た
り
す
る

ら
し
い
。

こ
れ
な
ら
働
く
意
欲
も
沸
く

？
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）
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（毎
月
第

一
本
曜
）、
昼

・
夜
２
回

□
吉
成
知
江
子

国
呂
崎
●
０
２
７
３
（
２
２
）５
４
８
４

改
装
中
休
み

□
苦
成
知
江
子

□
小
川
自
然
食
品
店

●
０
４
８
７
（
７
４
）８
５
０
４

外
人
さ
ん
と
楽
し
く
習
う
国
際
料
理

月
曜
夜
、
火
曜
昼

囲
代
々
ホ
Ｌ
原

８
０
３
（
４
８
５
）０
１
６
５

伊
藤
方

第

３
日
曜

９
時

ヽ

□

小
川
み
ち

口

●
０
２
２
（
２
６
２

）
７
６
７
７

毎
月
曜
豊
、
夜

□
田
中
愛
子

□
中
心
健
康
セ
ン
タ
ー

●
０
３
（
４
４
９
）５
０
０
１

渋
谷

（月
２
回
、
金
曜
）、
下
丸
子
（月
１
‐１１‐
、水
曜
）

□
越
智
格
子
、
他

固

卜
丸

子

●

０

３

〈
７

５

８

）
１

５

７

０

（第
４
土
曜
）
２
時
～

囲
栢
谷
紀
水

□
名
古
屋
、
カ
ジ
コ
ー

●
０
５
２
（
９
６
２
）７
３
２
１

（第
１
日
曜
）

□
浮
津
宏
子

岡
憂
知

・
小
牧
●
０
５
６
８
（
７
６
）２
７
３
１

囲
汀
津
宏
子

□
た
な
か
や

（毎
週
月
曜
日
）

（西
武
新
宿
線
玉
川
上
水
駅
）

回
●
０
４
２
５
（３
６
）８
４
７
７

料
理
教
室

は
問
合

せ
。

新
装

オ
ー
プ

ン
　
‐２
時
～
７
時
オ
ー
ダ
ー
ス
ト

ッ
プ
。

ス
タ

ッ
フ
募
集
中

国
文
京
区
関
口
●
０
３
（２
６
９
）０
８
３
３

第
３
水
曜
、
Ｈ
時
～

静
岡
県
伊
東

・
富
戸
　
安
井
二
恵

□
８
０
５
５
７
（
５
１
）２
３
９
７

日
取
り
問
合
せ

囲
富
士
宮
中
央
公
民
館

口
●
０
５
４
４
（２
４
）０
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岡
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、
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光
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小
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主
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の
保
健
飲
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「
ヤ
ン
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ン
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ポ
ポ
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た
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泉
」
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穀
物

の
粉
を
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れ
た
自
然
発
酵

の
食
養
的
な
バ

ン
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「
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ー
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ワ
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た
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じ
の
植
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性
蛋
自
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小
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の
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ル
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ン
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中
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セ
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ピ

ン
詰
め
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た
は
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ク
さ
れ
た

小
菱

の
グ

ル
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ン
。

「
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の
蛋
自
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か
ば
ち

ゃ
。
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語
。
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ル
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〓
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イ
。
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語
。
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桜 沢 如 一 著

天 国の鍵
1947年、「新日本の建設はPU教育によっ

て .′」と覇気みなぎる桜沢先生の名著 .′

日本Cl協会刊

A5判 185ベージ
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(本体 2524円 +消費税76円 )
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∝ 畿地方〉
マクロビオティックo 〒606京都市左京区高里予蓼原町778075・ 711
・4551弁当(予約市1)、 正食品、書籍
京都自然食品センター 〒604京都市中京区

'可

原町通り夷川東1ヒ角
日Ю75・ 221・ 7890、 231・ 0348E釦 ～18困Э祝
ヘルス伏見0 〒612京都市伏見区桃山町鍋島7JR桃山駅西50m
al175・ 611・ 0337固 10～ 20困① 純正食品、洗剤、無農薬野菜
天粒マクロビオティックセンター 〒624舞鶴市サンモールマナイ 1
「
ロヘルスションプみずたに内 al1773・ 76・ 7126勘～19困際

ヘルスマー・卜大手通店 〒540大阪市東区大手通2-5-1806・ 945・ 06
18B半～18半 EW・ 4・ 5①祝
正食協会 〒540大阪市東区大手通2-51806・ 941・ 7506印～18因
① 料理教室(QЭ①)定例会(第 l①)入門講座
健康と喜びの学園バラディテレステ① 〒503大阪市北区中崎2-3-12
自然食品店暁 806・ 371・ 8014因Э祝 正食品、野菜、仙骨波動無痛療法
自然食品むぎの家○ 〒532大阪市淀川区東三国町4-175●∞・395
,7806、 393・ 4577固 10～ 20因Э 純正食品、野菜
ハッコー山海フーズ① 〒533大阪市東淀川区東中島1-20-12ユ ニゾ
ーン新大阪ビル414号 806・ 461・ 3528固 10～ 17[BD3ЭЭ 酉己達
アイランド・ジャップ① 〒542大阪市南区西清水町34江川直ビル3F
8K16・ 245・ 1414圏 10～ 19因Э祝 旅行企画、書籍、自然食品
神戸ヘルスフーズロ本店 〒658神戸市東灘区岡本17-7●078・ 453
・1777圏 10～ 19正食指導、食養、美容相談、無農薬野菜 住吉店あり
マツヤ健康食品 〒655兵庫県神戸市垂水区五色山8-4-98078・ 708
・9380東松弘樹 固10～ 19日Э 正食健康相談、純正食品、野菜
うりぼう① 〒662西宮市門戸荘13-17● 0798・ 52・ 6703固10～ 19
因Э 無農薬野菜、食品配達、自然化粧品エステティノク、鍼灸
lSE・SH:MA MACROB:OT:CC海 静養生日、栓層荘 ① 〒51705
二重県志摩郡阿児町鵜方943-18115994・ 3・ 0077自由人お宿レストラン
グァバハウス① 〒64965和 歌山県那賀郡粉河町粉河178380736・
73・ 2154団半～19□③ 無農薬野菜・茶・食品配達・発送、食養
自然食品店繰屋① 〒640和歌山市湊本町3-2380734・ 28・ 0643固 10
～18困⑥祝 無農薬野菜 毎週±1涅昼正食食べてみる会
伊勢食養センター (星出旅館)① 〒516二重県伊勢市河崎215-2
80596・ 28.2377 旅館、レストラン、仕出し、料理教室、食事指導

く中国。四口地方〉
皆実C! 〒734広島県広島市南区皆実町41-12●

“

22・ 55・ 2846平
賀佐和子 毎月、第40、例会、料理講習、PU勉強会
侑腸本結合演方① 〒730広島県広島市東区若草町10481182・ 261・
8001困①祝、4① 食品、漢方薬、鍼灸による治療、健康教育実施
明治製粉n 〒726広島県府中市中町536● 0847・ 41・ 2255 4JII清
困0め ん類、純正養老普油、保命みそ製造
人間医学社府中支局健康医学社広島県総特約店 〒726広 島県府中市
府中町590-6● 0847・ 41・ 7668固困時に定めず 食品、正食浄血
口輌正食品マルシマ 〒722広島県尾道市新浜1-621国道2号線沿
al1848・ 22・ 5577[鈴～18困◎祝 自然食品販売普及活動
鶴島食品 〒747山 口県防府市南松崎町5480835・ 22・ 0347社長 鶴
島ツユ子 専務 原田昌―・弘美 純正食品、自然食品全国卸
山口健康生活センター 〒753山 口県山口市道場門前2丁目4-22● 08
39・ 23・ 1842(本部 al18397・ 2・ 381Xl)圏10～ 18因Э 各種相談
純正食品裕意(やすえ)① 〒689-24′鳥取県東伯郡東伯町八橋223
8“ 58・ 52・ 2243井上裕恵 困無 純正食品配達・発送、健康相談
愛燿純正食品センター① 〒790愛媛県松山市湯渡町1022● 0899・ 43
・6464菅本フジ子 [郵～20困4① 料理教室(毎④)東洋医学会
ハビネス① 〒796愛媛県八幡浜市矢野町4丁目 80894・ 22・ 1768
渡辺大起、ナミ枝 E郵～20E10幸 せの輪をひろげましょう
のま商店① 〒794愛媛県今治市常盤町47-17● 0898・ 32・ 2378固 10
～20医陣 自然食品、書籍販売
布法ボサツ友の会 〒739-04広島県佐伯郡大野町8326● 0829・ 56・
2019日半～22布法 (ふのり)ボサツ。図書・身心相談・坐禅
障害奢が地域で生きるための生活協同組合準備会 〒732広 島市東区
尾長町5755鈴 木方 8082・ 262・ 6330玄米、料理学習、気功
三集屋① 〒770徳島市庄町 1丁目480886・ 32・ 8238固10～ 19 困
① 天日製塩ニガリ豆腐・自然農法野菜・他モリモリ.′

く九州 。沖縄地方〉
八幡自然食品センター① 〒8∞ 福岡県北九州市八幡西区八千代町6
220093・ 621・ 4184[卵～18困 1・ 3① 料理講習、健康相談
サニー健康食品① 〒813福岡県福岡市東区千早5-10-5 al192・ 681・
0883固 10～ 19困◎ 食品、洗剤、書籍、器具、自然化粧品
旬の味そよ風① 〒812福岡市東区箱崎3-8-208092・ 641・ 9044固 10
～18半 因ЭЭ 無農薬有機野菜、果物、食品、市内近郊配達
自然食品センター夢有民(ムユウミン)① 〒885長崎県島原市桜町95]
本田春代 809576・ 4・ 3169地卵、無農薬有機野菜直売
心の学校・ヨガハウス① 〒874大分県別府市野口中町6-188"77
・26・ 2463勘～21困③ ヨーガとマクロピオティック
ニコニコ村① 〒874別府市堀田12組 ●∞77・ 23・ 3244移動販売、有
機野菜、食養相談、地方発送可
贅麟灸院① 〒849-13佐 賀県鹿島市大殿分1590-18C19546・ 3・ 0981
日 ～19因Э 鍼灸と正食品による綜合治療、健康相談
天粧下通店① 〒860熊本県熊本市下通1-4880963・ 54・ 9161福山健
一郎 固10～ 19困 1・ 3① 体質別食養相談・オリープ自然美容相談
天粧子飼店① 〒860責【本県熊本市東子飼町3-5● 0963・ 43・ 4043
福山敬救 困無 体質別食養相談・オリープ自然美容法
岡部食品豆腐工場 (創業慶応3年)① 〒86146育姜本県上益城郡甲佐町
岩下1438096・ 234・ 0447[蒙 ～19E10純正豆腐、食養研究会
天然村① 〒89944鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高平)●09974・
7・ 2922、 7・ 2541心身魂のいこいの場、案内書60円切手同封請求
自然食品センターロ報① 〒9∞ 沖縄県那覇市久茂地3-11880988
・61・ 7195固10～ 19困0帆 食贅相談、料理教室、書籍、純正食品
紅葉純正食品店① 〒902沖縄県那覇市寄宮16380988・ 54・ 0296
圏10～ 20因Э 書籍販売、純正食品、食養相談
こうそハウス 〒90101 沖縄県那覇市小禄8786● 0988・ 57・ 7798
邸 ～19 袖木忠信 酵素、健康食品販売

く新 入 会〉

八百屋花岡① 〒247横浜市栄区上郷町258 8045・ 894・ 9538 困①
野菜、食品、洗斉J、 書籍 移動販売と配達
アザレ自然化粧品・アザレハート営業所 〒201狛江市岩戸北35-14
-511003・ 430・ 2925固年中無休 お肌のことはおまかせ下さい。
無鉱物油。無合成活性剤・無香料・無着色のほんものの化粧品
もみ① 〒780高知市中万 2々-22 80888・ 72・ 8537山 崎嘉子 固 8
～20 因Э午前中 自然食品 酵素 自然化粧品
H・ S・ ART食養レストラン 」R市川駅南ロアーケード街ハズレ ●
0473・ 26・ 5426 固10～ 24 食品、書籍 料理講習 月① 講師 田中愛子
先生 ジャズライブ①・③PIV7:30

大口食養村 川上寛継①〒89525鹿児島県大国市宮人16983580995
2・ 8・ 2708 特選三年番茶、テノカミツ製造、純正食品販売、無農薬裁培
整骨院巴堂 ① 〒013秋田県横手市清川町12-1 80182・ 32・ 3331
固8半～18半 困0祝 オーサワジャパン商品、強健術
自然市場。口分寺店① 〒185国分寺市本町2145 80423・ 24・ 3386
八王子店 80426・ 76・ 1258 無農薬玄米・自然食品
鈴木英夫・マキコ・智士 〒661兵庫県尼崎市塚口町3丁 目39番 6号
(M.D.,Ph D)コ 06・ 422・ 6149

1■lデリカショップキャリオカ① 〒350-02埼 玉県坂戸市薬師町2-18
8049283-4433固 10～ 21 困③ 野菜、化粧品、配達、料理教室
手稲マクロビオティック料理教室① 〒006札幌市西区前田10条 17丁
目2110011・ 681・ 1120 El10～ 17 困① 食品、図書、健康相談、他
つくばマクロビオティック① 〒311f142 茨城県つくば市北条28 8
0298・ 67・ 1214 固8半～17 因Э ォーサワジャパンKK商品その他
ケンコー社① 〒442愛知県豊川市市田町大道下17 ●05338・ 6・ 5679
固10～ 18半 困回 無農薬野菜、食品全般、化粧品、プロポリス、配達
0モ ントリオール 〒466名 古屋市昭和区南山町15198052・ 833・ 38
68 固9～ 18(土 は17)困◎帆 食品・野菜全国発送。健康姓名相談
杉田屋本店ナチュラルフレンドO 〒221横浜市神奈川区鶴屋町3358
8045・ 311・ 2196曰 10～ 21因①祭 自然酒、食品、横浜駅西日F走歩5分
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自然食品の店マサチエミ① 〒146大田区多摩川1-35-2●
“

・756・ 2

445 El10～ 19困0帆 純正食品、無農薬野菜、料理教室、CI図書
自然食品取扱い店ス…パー宝■① 〒143大田区大森中2241京浜
急行梅屋敷駅前 ●

“

・761・ 5489囲半～22区際 無農薬菜、果物
自然の幸・Ando ① 〒171豊島区南長崎5-41803・ 951・ 8509(事 )
951・ 8280(自 )夜8時以降 E10無農薬野菜、純正食品、無添加化粧品
自然食品の店ななくさ① 〒177練馬区西大泉町1-15-10803・ 925・
C1914酔～20困0無農薬野菜、豆腐、パン、書籍、洗剤
富士見台自然食品店① 〒176練 ,弓区貫井3-14-16● 03・ 990・ 6773
酔 ～19困① 自然農法食品、野菜、化粧品、図書
味穂自然食品江古田店① 〒176練 .5区栄町40-13(江 古田駅北口音大
通り商店街)●

“

・948・ 5701固10～19E10無農薬農産物
ru ① 〒112文京区関口1179● 03・ 269・ 0833 固12～ 19 困月
・祝 レストラン、料理教室、小売。地下鉄有楽町線江戸川橋④出口
木下ヘルス商会① 〒155世田谷区1ヒ沢5-30-6(2階 )al13・ 485・ 3457
純正食品・無農薬野菜等駆扱。配達配送中心。お得な会員制あり。

友永ヨーガ学院荻甕本部 〒167杉並区上荻1-18-13文 化堂3階 ●
“・393・ 5481[卵 ～22ク ラス:入門・中級・安産・断食・瞑想等の講座

グルッベ自然食糧品店① 〒167杉並区荻窪5-275803・ 398・ 7427固
10～ 19E10レ ストラン●03・ 393・ 1224圏11半～21E10
日本食用塩研究会 〒155世田谷区北沢4-32-26 03・ 460・ 3961Eユ

課IЪ讐に下 屋辟罐J根客樫轟 酢」 803・ 4特別

誦榛鞠i警:::肯:li[[][醜 [入荷
ォーガニックジヤバン① 〒176練 .馬区練.鳴 1-227● 03・ 994・ 4987固
lo～ 20 因餃 食品、化粧品、野菜、アレルギー除去食

く東京市部〉
はじめ健康食品店① 〒180武蔵野市中町1-29580422・ 54・ 7716
邸 半～20医●3①、5、 15日 食品、野菜、小川みち先生食養教室⑥

ほ
l『』静 説 紗 凛2期 f象司罰認留措ど質械 濯 ぷ

卜32← 2

やさい村① 〒181三鷹市下連雀3-6-2580422・ 47・ 6639圏 10～ 19
ミルキーウエイ 武蔵野市吉祥寺北町5-4-17 al1422・ 53・ 6483

グルッベ調布店① 〒181三鷹市中原212-6●0422・ 49。 7225
固10～ 19困③ 有機栽培無農薬野菜、海産物、雑穀
食書の店和康① 〒184月 金ヽ井市本町41422●0423・ 85・ 5261 □11
～18 困Э①帆 無農薬野菜、書籍、料理教室、玄米試食会
自然健康食品の店いなほ① 〒1874ヽ平市花小金井卜718●∝24・ 62
・8975固10～ 19因Э 自然健康食品、無農薬野菜、石けん、書籍
久米川自然食センターふ。れ,あ・いの村① 〒189東村山市栄町222
2880423・ 95・ 9525圏 11～ 19因Э 食品、有機野菜、書籍
美山口茶舗① 〒192八王子市長沼町582046日 生商店内 80426・ 35
9643曰n～ 18因ЭЭ祝 お茶、海苔、自然食みやま●46・ 8380
天粋屋① 〒1844ヽ金井市前原町419980423・ 85・ 2602困Э◎ 引
き売りと配達を主とした店 無農薬野菜、自然食品

着玄協会0 〒192八王子市小門町202● 0426・ 25・ 0096支部/長野、
中野、犀島、会津若松、鎌倉 南部菜瑛場 80426・ 46・ 3095

明日葉① 〒194町田市上川学園2-76● 0427・ 29・ 5015固10～ 18半
□Э 有機野菜、食品、手作り生活用品、図書、移動販売

自然食糧品美味lel 〒202保谷市東伏見262000424・ 63・ 7613E"
～20困① 無農薬野菜、トーフ、パン、毎週月水金に入荷
南伊豆山荘 〒202(果 谷市柳沢32980424・ 67・ 3404五 罵久男 山荘
連絡た ●05586・ 2・ 3629 山荘 静岡県賀茂郡南伊豆町加納113942

東京幸茸口■ 〒181 i囃 il新川425303● 0422・ 48・ 3877[〕 ～18
困①祝 霊芝、花粉、純正食品、全国配送、半断食受付

自然食品の店たなかや● 〒190立 川市柏町451680425・ 35・ 5227
日10～ 1811困無 無農薬野菜、純正食品、浮津宏子先生の料理教室

く神 奈 り||〉

菊屋片山商店
` 
〒211神 奈川県川崎市幸lg古市場1348044・ 522・

6233～4□9-20困Э ritti西 無添加(ワ イン、味琳、焼西す)発送
株式会社豊兼C 〒220神奈川県横浜市西区花咲町4111 ●045・ 231
・4823、 242・ 3614曰 10～ 19膨① 食養相談、第1日曜健康講演会

自然食品センター弘明寺店① 〒232神奈川県横浜市南区中島町4■ 1
8045。 712・ 3339固 10～ 19無農薬野菜、豆腐、枇杷葉温圧

菊屋百貨店健康自然食品センター① 〒244神奈川県横浜市戸塚区戸
塚町448045・ 881・ 7636圏10～ 19困0料理教室(第 2③)
自然食センターヘルスロード① 〒242神奈川県大和市中央6322
●0462・ 62・ lX120圏10～ 19a10食品、化粧品、図書、治療院併設
陰目洞① 〒249神奈川県逗子市逗子5-32880468・ 73・ 7137固10～
19因① 食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配達
ゆうき自然健康食品店① 〒249神奈川県逗子市久木2-5H● 0468
・73・ 8050固 10～ 19半 困帆 野菜、パン、豆腐、みそ、特油、貸本
延寿① 〒239神奈川県横須賀市根岸町4-36● 0468・ 35・ 8773圏 10
～19困◎ 無農薬農産物、豆腐、食箋指導、料理講習会、配達
大豆屋① 〒253神奈川県茅ケ崎市富士見町13380467・ 85・ 5316
日 ～18半 k10豆腐、アゲ、ガンモ、調味料、卵
中華精進料理・黒籠 〒227横浜市緑区美しが丘2-161(2階 )●045・ 9
01・∞78 Elll～ 10半 困靡 自然食でのパーティ各種出張料理

なちゆらる。るうむ マニホージュ① 〒257秦 野市今泉323-H
●0463・ 82・ 6036[塾 0半～19困Э 茶房 料理講習 秦野駅徒歩10分

く中 部〉
正食の店和や① 〒939富山県富山市中川原17● 0764・ 25・ 1448E肇
～20困麟 台所食品、本、圧力鍋等
福井健康学口① 〒9Ю 福井県福井市照手1-112● 0776・ 21・ 3811ヨ
ガ・正食の健康道場、自然食品センター(市内)
マルカワみそい 〒915福井県武生市杉崎町11-44● 0778・ 27・ 2111
日 ～18困無 天塩仕込み味暗・椛販売賃カロエ、味噌作りの指導
新津自然食品センター① 〒956新潟県新津市本町39280250・ 24
・5810印半～19困0祝 有機農産物、食養相談、料理教室
欄明堂① 〒959-21新潟県北蒲原郡水原町下条町15580250・ 62・
7433邸半～19困0帆 配達毎週火曜、食養料理教室
マルナカ薬局① 〒403山 梨県富士吉田市下吉田2518“ 55・ 22・ 021111
帥 ～21区レ4① 漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品
京都院① 〒41111山 梨県甲府市丸の内2221280552・ 26・ lX108固 9
～20因Э祝 鍼灸、漢方薬、正食品による綜合治療
なんじんケンコーフーズ① 〒391長野県茅野市塚原2-132880266
・72・ 0073固 11～ 18困Э祝 食品、健康電子製水機、風呂用活性板
ティーハウス ぶてろんO 〒38901長野県北佐久郡軽井沢町追分
1074802674・ 5・ 7525[肇 ～21半 困④ 薬草茶、食養料理研究会

自然食品センター川合① 〒414静岡県伊東市南町11680557・ 36
・7306固 10半～18困③ 純正食品、無農薬野菜、CI図書、ヨガ
ナチュラルストアー久美堂(き ゅうびどう)① 〒41003沼津市原字
東中14184380559・ 67・ 3777固 10～ 20困④ 漢方薬、野菜
沖道インターナショナル① 〒411静岡県三島市沢地7771● 0559・ 87
・5290勘～19純正食品、自然便秘薬、心身鍛錬改造ヨガ合宿
富士グリーン健康センター① 〒418静岡県富士宮市宮町528805
44・ 240556固10～ 18 料理教室(毎月第l①)食品、野菜
自然食品「生きる」心と体の健康のために① 〒410静岡県熱海市中央

町1927● 0557・ 83・ 5490固10～ 17困① 健康食品、健康指導、灸
自然派の食卓 。道① 〒424静岡県清水市有東坂667●

“

43・ 46・ 28

45 固10～ 21.困無 食糧品、無農薬野菜、調理器具、陶器
コジマフーズ 〒457愛知県名古屋市南区呼続町161862・ 821・ 87
46日～19困Э 無農薬玄米、玄米餅製造、純正告油、味噌
愛知陰陽会 (長生堂)① 〒485愛知県小牧市小牧1-35280568・ 76・ 27
31日～19困0祝 食養講演会、リマ・クノキングスクール
大岩自然食品① 〒47033愛知県知多郡南知多町内海中之郷738“
69・ 62・ 0342圃 9～ 18半 困① 食品全般、化粧品、健康相談

自然食の店カジコー 〒460愛知県名古屋市中区錦3324第 2桜 ビル
l F al152・ 962・ 7321固11～ 21因Э 自然食品、レストラン

阿咋堂薬局 〒460名 古屋市中区大須22628052・ 231・ 2839固 10
～20因◎祝 漢方薬、健康自律指南、食養指導、気流法
穂高姜生□① 〒39984長野県南安曇郡穂高町有明 ●∝63・ 83・ 5260
食養・温泉・針灸・常設養生施設・案内書60円切手同封請求

和良比野 〒424静岡県清水市港町27-138“ 43・ 52・ 9649固10～ 19
E10 無農薬野菜、果物、無添加食品、勉強会、引売り
英桜研究会D 〒410静岡県沼津市大岡18941高田ハイツB101●05
59・ 24・ 4652大森先生を通して正食の実際を学ぶ半断食セミナー

石打ベンション ブルージュ 〒949-63 新潟県南魚沼郡塩沢町石打20

37 al125783 3667 正食勉強中、スキー、テニス、合宿、セミナー
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■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。3行以上になる場合は、1行につき 5,000円増し
になります。
■名称、郵便番号,住所、電話番号の順で、置は営業時間 〈8～ 18は 、午前 8時から午後6時のこと。19時半は午後7時30分のこと。)、 医は定
休日 (①は毎日曜定休、3⑥は第 3水曜定休、祝は祝日休み、無は年中無休 )、次は主な商品、催しものの紹介です。 (①印はオーサワジャバン
商品取扱店です。)

く北海道 。`東北〉
北海道健康学苑① 〒078-02旭 川市永山町1152-6●m66・ 48・ 4107
日 ～20困① 食養相談、足心道指導、食品、書籍
自然食品とヨガの店サンケン 〒0771ヒ海道留崩市本町 3丁目たくぎ
ん向かい al11644・ 3・ 0289醸～18困① ヨガ・正食の側蒙道場

l■lいわさき薬局 〒053北海道苫小牧市大成町21-108C1144・ 72・ 68

サ普ン緊 話 Ь ?;:P轟晶 傘霜督鷲霜醒嘉密調 762・

'。

7&0
圏10～ 20 E10 健康相談、月例の集い、食品、有精卵
マナ自然食① 〒020-01岩手県盛岡市高松1-1531●m96・ 62・ 6205
日 ～19 EKD料理講習(第 3水 )、 食品、野菜雑穀、図書、配達
盛岡マクロビオティックセンターぃ―は。と一ぶ① 〒020-01岩 手県
盛岡市上田堤1-51280196・ 61・ 3024勘～20因 1・30純正食品
こうげん堂 〒980仙台市大町26178022・ 265・ 4465固 10～ 19 困
月末① 食品、無農薬野菜、自然食レストランプラトー ●265・ 8353
みちのく自然食品センター① 〒980宮城県仙台市中央3‐10-7●舵2
・262・ 7677勘 ～19因① 食事処「友苑」8266・ 4095料理講習
秋田自然食品センター① 〒o10秋田市保戸野欽砲町15180188・ 23
・2921固 10～ 18困0幌 料理教室、健康講演会、食品販売、野菜
会津屋純正食品流通センター① 〒966福島県喜多方市字諏訪156-1
80241・ 22・ 4193[撃半～19困曝 食品、CI図書、発送、食養相談
サンマート咲田店ホシ① 〒963福島県郡山市咲田2-1-880249・ 32
・4404勘 ～23困膿 純正食品、CI図書、食養相談
はり・きゅういわしな治療院 〒020-01盛 岡市前九年 3-631 ●
0196・ 45・ 3461邸 ～19半 困③とl① 詠診流治療、健康相談
心身食・マクロビオティック三健  〒064札幌市中央区南15西522
・306● FAX・ T011・ 512・ 5472 MC Rヨ ガセンター 24時間受付
だるまや① 〒965会津若松市一箕町八幡村北n414 80242・ 22・ 20
89 曰10～ 18天然特産物・自然農法農産物・純正食品・精進料理教室
自然食品の店エリナ八戸C〒 031青森県八戸市十八日町2 ●o178・
44・ 6461 □9半～18半 因Э祝 野草摘、砂療法、料理教室
く群馬・栃木〉
群馬マクロビオティックセンターM AttN A ① 〒370群馬県高崎市
和田町71380273・ 22・ 5484固 10～ 20困① 図書、食品、料理教室
高崎自然食品センター① 〒370群馬県高崎市新町6-3■Ю273・ 25・ 26
05固10～ 19因Э 図書、食品、正食・空手・ヨガ講習会、健康指導
鈴木述子(群馬県安全晨法研究会)① 〒37012群馬県高崎市山名町
乙611●

"73・

46・ 4921自然農法農産物、純正食品
須藤商店① 〒376群 ,馬県桐生市東久方町26-21811277・ 44・ 5733
勘 ～20因◎ 純正食品、図書、自然酒、無添加ワイン、料理教室
晴雨農場① 〒34913栃木県下都賀郡藤岡町大前175180282・ 62・ 26
35自給自足的基盤に立っての衣食住の追求と実践
食養健康センター① 〒320栃木県宇都宮市1番町2480286・ 36・ 24
15固10～ 18因Э純正食品、リマ化粧品、森下食品、CI書籍
天然医学研究所 〒320栃 木県宇都宮市松原2-4-20(野 沢幸弘)●02
86・ 25・0544帥～18因① 正食健康相談、正食医学健康法講習

く埼玉・千葉〉
自然健康食品三好E 〒336埼玉県浦和市北浦和119480488・ 86・
7234勘～20因Э 食品、書籍、器具、美容・健康相談、配達、発送
命の糧ほんものや① 〒349-01埼 玉県蓮田市江ケ崎西14906●0487
・68・ 5423圏年中無休、黒焼玄米、他手作り食品製造販売
ヘルスショップ洩野① 〒336埼玉県浦和市常盤9-1048K1488・ 31・ 0
647勘半～20困⑥ 食品、無農薬野菜、書籍、化粧品
自然食生協全国センター① 〒336埼玉県浦和市三室1359-1180488
・74・ 2691勘～18困① 食品野菜果物、料理教室、ゲルマ温浴

小川自然食品店① 〒362埼玉県上尾市上町2-725m487・ 74・ 8504
固10～ 19困0純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室
太■堂① 〒343埼玉県越谷市大沢4-10-5●∝89・ 62・ 3479酔～20
困① 純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室
大蔵自然食センター① 〒330埼玉県大宮市南中野306180486・ 84
・4466[郵～20困0無農薬野菜、豆腐、パン、海産物、配達
大橋自然食○ 〒350埼玉県川越市霞ケ関北4-22-17a1492・ 32・ 9445
印 ～19因Э 無農薬野菜、食品、図書、化粧品
カムカムサン① 〒260千葉市緑町1-28-2●∝72・ 47・ 1737固10～ 19
E10無農薬野菜、図書、健康相談、食事指導、配達、各地発送
市川平和堂① 〒272千葉県市川市真間3-■ 1280473・ 22・ 0810圏
10～ 19E10食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達
自然食品の店たんぼlFo 〒277千葉県柏市泉町657● 0471・ 67・ 1997
D～ 19国際 食品、無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送
La Vie de清菫① 〒273千葉県船橋市.馬込町72580474・ 39・ 7493
固10～ 16困C祝 食品、無農薬野菜、書籍、配達、料理教室
人間神宮社菫中心道場 高島籠王 〒299-55千葉県安房郡天津小湊
町清澄33●04709・ 4・ 1797]巴田強健術、古神道鎮魂修霊、大自然(海
と森)瞑想の実践と講義、長期宿泊可
自然食品の店たんぼlFO 〒272市川市南大野3222580473・ 37・ 50
72 曰10半～18 因第2・ 3① 野菜、書籍、食養相談、料理講習
菱・」AC南浦和店① 〒336浦和市神明110-180488・ 66・ 6101
北浦和店 浦和市元町2-9-880488・ 87・ 7156旬の野菜、食品
―玄屋① 〒35013 埼玉県狭山市人間川1538-61 80429・ 59・ 1941
固Ю半～19因Э野菜 書籍 0」 のパン化粧品 料理教室配達
すこやか薬局① 〒359所沢市松葉町26-2 新所沢駅東口より3分
80424・ 22・ 0985 圏10～20 困C帆 漢方相談 第3土曜料理教室
自然食品の店 稲 〒279 千葉県浦安市入船4-212 ●0473・ 52・ 38H
曰10半～19 口Э祝 食品、無農薬野菜、化粧品、発送。料理教室

く東京区部〉
オーサワジャバン東北沢店① 〒151渋谷区大山町11-5(1階 )●03・
465・ 5021固 10半～18半 因Э帆 日本CI協会食品事業部
オーサワジャバン配送センター① 〒173板橋区小茂根54(一般注文
先)al13・ 958・ 7112E"～ 17困◎祝 日本CI協会事業部、配送
自然食贔センター本店① 〒150渋谷区神南110-6●

“

・4967100
営業所・横浜市緑区美しが丘5-13188045・ 901・ 5111固平日10～ 19
①・祝日10～ 18食品全般・図書、小売・卸、レストラン「天味」併設
不二自然食畠① 〒1“ 港区麻布十番2-213803・ 451・ 8966郵便振替
東京 018943[卵半～19E10野菜、海産物、食養相談
いファーベル 〒153目 黒区三田2-8-1● 03・ 793・ 1371固10～ 20困
③Э 遠赤外線セラミック、健康器機製造販売、広告企画製作
解説会事業部① 〒160新宿区荒木町4解脱会東京道場横 ●03・ 357
・1161～ 4健康自然食品、化粧品、図書、販売他
サンゴ車本鶴い① 〒160新宿区西新宿8-5-3ス トーク新宿小岩井ビル
603 al13・ 366・ 2921酌～17困◎祝 サンゴ草、梅告番、豊寿、陽泉
自然食品の店たんぼぼ① 〒162新宿区富久町246● 03・ 353・ 4545
固10～ 19困① 農場直販有機野菜、リマ化粧品、健康食品
パス① 〒155世田谷区代田4-3217● 03・ 321・ 9719月 刊rマ クロビ
アン』発行 (自 由人のネットワーク)イ ベント・企画製作他
れんげや① 〒157世田谷区南′島山5114803・ 326・ 5085固10～ 19
女性3人の八百屋と玄米レストラン、無農薬野菜、乾物
高砂自然食品センター① 〒125葛飾区高砂8 13 5 aC13・ 600・ 1412
日 ～19因Э 無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配達
玄米キッド・田畑榔Э〒146大田区池上3147●03・ 755・ 1412因③
車両販売と電話注文配達専門(大田区内外のみ)正食食糧品
自然食品専門店ベル・ウッド① 〒143大 田区北馬込2-3318803・ 7
71・ 9243 El10～ 19半 因③ 無農薬野菜、純正食品、化粧品、配達
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自然食ニュースの ミネラル栄養療法基礎講座開講 !

今、話題の ミネラル栄養療法の真髄をあなたも

学んでみませんか。月ヽグループ単位でのためにな

るミニ講座です。
●基礎講座期間  1989年 1月 ～12月
●開 講 日 時 毎月第 2水曜日(pm7:00～ 8:30)

●会    場  自然食ニュース会館
(目 黒区目黒3-9-7)雷7193461

国電目黒駅西口より徒歩10分

同西口よリバス大鳥神社前下車

●講    師 仙石紘二 (自 然食ニュース主幹 )
●受  講  料  1回 (1講座 ) 1,000円
●申 込 受 付 先着順〆切

バイオミネラル研究会

803(719)346 1    併設

●基礎講座内容

1月 H月 (水 )N
2月 8日 (水 )C
3月 8日 (水 )C
4月 12日 (水 )F
5月 10日 (水 )M
6月 14日 (水 )A
7月 12日 (水 )C
8月 9日 (水 )C
9月 13日 (水 )P
10月 H日 (水 )L
H月 15日 (水 )Z
12月 13日 (水 )ま

ライブ鍼 灸院

a,K。 リューマチ、関節炎
a,Mg。 ガン
u,Se。 心筋硬塞
e,V。 脳溢血
11, Si。 アレルギー

1,Hg。 ボケ、ノイローゼ
r,Mo。 肥満、糖尿病
o,Ni。 シミ、 ソバカス
b,As。 慢性疲労
i,Be,Cd。 ス トレス
n, P。  7肖化吸収 /1く全
とめの総論・

受講修了書授与
ミネラル栄養療法個人指導

いま、もうひとつの日ηキ:こ :葬争う
赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

淡味力゙′じヽがけらlt

i′fけ やすくソフト

.ヽ、りかけ用 淡味塩

東京都新宿区百人町2丁 目24番 9号  株 式:`針社  天 塩 〒 160 電話 03(371)1521代 表

新
し
き
世
界

ヘ
　
エ全
モ
号

◎
　
一
九
八
九
年
十
月
号

発
行
日
　
一
九
八
九
年
十
月
一
日

編
集
兼
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発
行
所

　

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
一
五
一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
一
一
―
五

電
話
　
０
３
●
４
６
９
・
７
６
３
１
（代
）

振
替
　
東
京
０
／
１
９
４
１
２
５

●
リ

マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
保
育
室
の
案
内

料
理
教
室
昼
の
部
の
開
講
中
、
２
階
で
保
育
を
し
ま
す
。

対
象
は
歩
け
る
お
子
さ
ん
か
ら
で
す
。
乳
児
は
お
あ
ず
か
り

し
て
い
ま
せ
ん
。
保
育
室
入
会
金
／
２
０
６
０
円
、
保
育
料

／
お
子
さ
ん

一
人

一
回
１
０
３
０
円
で
す
。
詳
細
は
保
育
室

担
当
、
加
藤
大
季
ま
で
。

●
リ

マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
の
保
育
担
当
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

交
通
費
と
若
干
の
謝
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。
玄
米
食
を
し
て

い
て
子
供
さ
ん
の
好
き
な
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
育
室

担
当
／
加
藤
大
季

■

編

集

後

記

■

●
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
か
ら
日
本

へ
多
く
の
人
々
が

「
日
本

ヘ

行
け
ば
楽
な
生
活
が
で
き
る
」
と
信
じ
て
「
大
金
」
を
払

っ
て

船
に
乗

っ
て
や

っ
て
来
た
。
こ
の
日
本
は
私
た
ち
に
は
い
ろ

い
ろ
問
題
は
あ

っ
て
も
「
羨
ま
し
い
国
」
で
あ
る
よ
う
だ
。
な

ぜ
か
？
　
資
源
は
全
く
な
い
。
土
地
も
狭
い
。
た
だ
人
間
が

い
る
だ
け
。
そ
ん
な
国
な
ら
世
界
中
ど
こ
に
も
あ
る
は
ず
だ
。

人
間
が
、
さ
し
た
る
軋
礫
な
し
に
社
会
を
豊
か
に
営
む
上
で

の

一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
も

っ

と
精
神
文
化
の
花
咲
く
国
の
モ
デ
ル
、
二
十

一
世
紀
の
モ
デ

ル
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

（橋
本
政
憲
）
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■|1本IC i協 ||
日本 CI協 会 は “無限の自由 、永遠の幸福 、絶
対の正義 "を だれ でもが実現 で きる法 を唱 えて世
界 を駆 けめくった 、自由人 ・桜沢如一 (海タトでの
ベンネーム 、ジ ョル ジューオーサヮ 、1893～ 1966)
が倉」設 したマク ロビオティック (玄米正食 )運動
のセンターで 、cl(セ ンター イグ ノラムス )と
tま「 無知なる者 の集 まり」を意味 し 、健康 と自由
の原理を身につ けていこうという団体 です。
現在の主な活動は 、

“

1桜沢如―著書 の 刊行 、月刊 『新 しき世界へ』の
発行。マクロビオテ ィック図書の出版。
121食養料理法の全国普及 (リ マ ‐クッキング アカ
デ ミー 、桜沢里真校 長 )。

F新 しき世界へJ

年間購読料 5,150円

③正食生活法の研究 実践―― 夏 ・冬の健康学園
正食医学講座 、望診法講座 、講演会な どの開催。
④ 正食相談  マクロビオティック生活相談。
⑤ その他各種関連活動 、事業。

会員の種別は 、A正会員 (年会費 12360円 )、 B
賛助会員 (12360円 を2□ 以上 )、 c誌友 (5150円 )、
D店舗 。団体 (30900円 )があ り、これか ら宇宙の
秩序にもとづ く生活法 、食養料理法 、食べ物によ
る健康法を学 びたい方は 、正会 員にな ってくださ
い。 (正会員は各種相談 を受 けることができます )
また月干」『新 しき世界へ』誌 を購読 する「誌友 J
になることもできます。

●下記の用紙に記入し、会費を添えて 〒151東京都渋谷区大山町11-5日本CI協会会員係にご送付ください。振替東京0194125

三馨 曇巨 ∃  日本 CI協 会 入会

E三三]年 EII]月 号から E ttP。 3分

A 正 会 員   B 賛助会員    c 誌  友
(12,360円 )   (12,360円を  □)(5,150円 )

中込 書 皓書で書いてくださぃ)

(会員Я」の符号を○でかこんでください。|

D 法  人(店舗 )
(30,900円  2分 害」可 )

不重 男」 年 会 費 徴
土
寸

A 正 会 員 12、 360円
月刊機関誌 1年間11回発行 1 1部送呈。会員証 会員バッジ.各種行事害J引し料理教室 正食医学講
座 正食相談 無農薬玄米Otl布のカムカムクラブ入会可. :毎 日毎日がバースデーJIテーフ)進呈
2回 日からは2000円分の日本CI協会発行の図書テープ券進呈t

B 賛助会員 12360円 を2□以上
月千」機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。 2回目からは 4000円分の日本cl協会発行の図
書券進呈。

C 誌  友 5,150FE
月千J機関誌 1年 P8011回発行,1部送呈.料理教室 正食医学講座受講 無農薬玄米配布のカムカムク
ラフ入会可。

D 法   人 30,900円 さに同じ、本誌巻末に毎号、「新しき世界へ」 5部配布。
店名 住所 電話 営業時間 その他を報告し
日本CI友の店シール配布c

フリガナ

氏  名

住 (〒

所

量 蓑
(  
生年月日

器   年   月   日1
〇〇号室 ■○○様方 |と詳しく。

丁EL

*未婚、既婚 (家族    名)1円
程与ダ震量

したい方
 (

法 正 誌 号 1名簿 |  |タナック 領収 / 円

入 金 方 法 現金書留 来館 外部 フリカエ 雑誌

●会員係の記入欄→
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＊
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。
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本

＊
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無
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原
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の
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考
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＊
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石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論

桜
沢
里
真
著

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

節
供
料
理

（浮
津
宏
子
）

米
国
の
食
事
改
善
目
標

台
所
を
化
学
で
見
る

桜
沢
如

一
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
講
演

（１４
本
）

判
断
力
の
話

（１
本
）

座
間
講
演

（２
本
）

Ｇ
Ｏ
、
母
を
語
る
（１
本
）

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
（２
本
）

一ｒ
曇
一九
回
口
　
一Ｔ
二一ハ〇

一、〇
吾
円
　
一工
一あ

〈
舌
円
　
一〓
一こ

〈
茜
円
　
一Ｉ
一あ

一一、〇
六
Ｑ
円
¨
　
一Ｔ
二一ハ〇

一、
〇
昌
円
　
一Ｉ
一石

一、
〇
呂
円
　
一Ｉ
一あ

五
三
円
　
一Ｉ
一あ

三
究
円
　
一Ｉ
一あ

七
、七
量
円
　
一〓
一あ

七
、七
量
円
　
一〓
一杏

二
一三
ｍ同
　
　
一Ｔ
一七五

三
究
円
　
一Ｔ
里
ハ

一〓
円
　
一工
圭

二
、六昌
円
　
一工
（占

二、六
太
円
　
一二
圭

一一、〇九
９
円
一　
一Ｔ
一三
〇

二
、六
六
円
　
一Ｔ
一圭

〓一、〇九
〇
四
Ｈ　
　
一Ｔ
二五
〇

大
森
英
桜
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

宇
宙
の
秩
序
解
説

（２
本
）

無
双
原
理
入
門

（２
本
）

生
命
と
食
物
の
歴
史

（２
本
）

体
質
別
正
食
法

（２
本
）

玄
米
の
研
究

（２
本
）

美
容
と
ヒ
フ
の
手
当
法

（２
本
）

健
康
法
総
批
判
（２
本
）

身
心
改
造
法

（２
本
）

入
浴
法
の
研
究

（２
本
）

妊
娠
と
出
産

（２
本
）

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
（２
本
）

女
の
業
に
つ
い
て
（２
本
）

食
物
と
夢
判
断

（２
本
）

子
供
の
病
気
と
食
養

（２
本
）

一一、六
七
公
円
¨
　
一Ｔ
一三
ｏ

二
、六
六
円
　
一Ｉ
一吾

二
、六
太
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
〓
あ
口
Ｈ
　
一Ｔ
二
五
〇

四
、
〓
一〇
口
Ｈ　
　
一Ｔ
二
五
〇

〓一、
〇九
〇
口
］
　
一Ｔ
二
五
〇

四
、
一邑
円
　
一工
一吾

四
、
一舌
円
　
一〓
一吾

二
、六
太
円
　
一Ｉ
一吾

四
、
一舌
円
　
一Ｉ
一吾

二
、六
太
円
　
一〓
一吾

二
、米
大
円
　
一〓
一吾

二
、六
太
円
　
一〓
一吾

四
、
〈四
一口
］
　
一Ｔ
二
五
〇

久
司
道
夫
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

人
間
性
の
医
学

（２
本
）　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、
〇き
円
　
一Ｉ
一吾

世
界
平
和
と
健
康

（３
本
）　
　
　
　
　
　
　
四
、六
垂
円
　
一■
一吾

●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
出
版
物
は
、
本
部
で
直
接
、
ま
た
は
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌
巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
本
部
へ
の
注
文
は
、
Ｏ
現
金
書
留
、
ま
た
は
②
振
替
東
京
？
冗

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｃ
の
場
合
は
７
日
、
②
の
場
合
は
、
１０
日
み

て
く
だ
さ

い
。日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話
　
（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
Ｑ

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
十
円
未
満
　
一二
五
〇
円

六
千
円
未
満
　
四
五
〇
円

一
万
円
未
満
　
五
五
〇
円

一
万
円
以
上
　
エハ
五
〇
円



『新しき世界 1ヽ年賀広告申込書、

種    類 申 込 回 数 料 金 原 稿

口 円
へ 同封します。 |      ‐

B. 月  :日 までに必着にします。
上記のとおり料金を添えて申し込みます。

名 電 話

住所 (〒    )

年   月   日

日 本 C I協 会 御 中

[原稿 用 紙 I A～ Eに お申 し込みの方は、この用紙 をお使いください。

A.6,500円     B。 13,000円     C.21,000円    D.21,000円    E.42.000円

*名刺がわりに会員の方も御利用下さい。
-14-



マクロビオティックの雑誌『新しき世界へ』に

年 賀 広 告をどうぞ〃
新 しい年が近づきました。躍進のマクロビオティック国際雑誌

『新 しき世界へ』に新年のあいさつ を掲載 して ください。各
ペー

ジ上段 に「謹賀新年」の文字が入 ります。 (ごには入りま
せん)

r法 (タ テ×ヨコ) 料 金 掲 載 内 容

A(1 枠) 50×  3肺m 6,500F弓 肩書き、氏名、住所、電話のみ

B(2 枠 ) 50×  7いm 13,000円 Aの ほかに多少の文が入ります

C(横 1段 ) 50× 14いm 21,000円

D(4 枠) 100× 7輸 21,000円 スペースに応じて、宣伝文、イラス ト、

写真、地図なども入ります。E(% 頁) 100× 140nnl 42,000Fl

F(全 頁) 220× 140mm 57,000円

*原稿は、原寸の枠どりをして、その中に楷書で正確にご記入下さい。 (郵便番号を

お忘れなく)

*製版上、複雑な工程を必要とするものは、実費を頂戴することがあります。

申 込 方 法 //申込用紙に記入の上、原稿および料金を添えて下記
に郵送またはFAXで

送って下さい。

申込み先/日 本CI協 会年賀広告係
〒151東京都渋谷区大山町11の 5 TEL 03-469-7631(O FAX 03-469-7635

申 込 締 切 /11月 15日 必着 銘 刺がわりに会員の方も御利用下さい。)

ヽ

-13-
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④

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
研
究

大
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大
山
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５
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●
〇
三
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い
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本
物
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・
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▽
△
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業
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′乃げノ筋会行事ソ1/ノ /メ 場'バZ′ブ汐り講習会は別へ́…ジ参照

☆マクロビオティック生活実践講座
正食を実行する上でのさまざまな問題……妊娠中の
食事、生活の注意、出産後の生活の仕方、離乳食と離
乳について、母親同士のつきあい、子供同士のつきあ
い、保育園、幼稚園生活ではどうしたら良いか ? 学
校給食ではなく、お弁当を持たせたい ! 予防注射は
どのように考えるか、また、結婚前の女性のマクロピ
オティック生活法について、現代社会における人との
コミニュケーションをスマー トにする方法は ?
夫が正食をしてくれない、親、姑たちに理解しても
らえるには ? などなどについて参加者の皆さんと一
緒に考えながら、無双原理の立場からみての考え方を
お話 ししていだきます。独身の方、母親の方、ぜひ、
おいでくださぃ。 (男 性の方も大歓迎です )

●講 師 /大 森 ――‐慧

● 10月 6日 (金 )H:00～ 14:00(昼 食付 )
テーマ「寒さに向けての食事と生活/
実りの秋を上手に楽しむ法②」

●受講料/各 回3,090円 (昼食つき )
※要予約(事前に必ずお申込み下さい)
※お子様づれ参加可
● 11月 10日 (金 )11:00～ 14:00(昼 食付 )
テーマ「年末からお正月の過ごし方J
忘年会、クリスマス、お正月な
どの誘惑に対して、スマー トに
健全に応対するには ?

◆マクロビオティック子育て・家庭相談
妊娠、出産、子育て、教育、健康に関することを中
心に、家庭や社会でのさまざまな問題について、マク
ロビオティックの立場からみた解決の方法を指導いた
します。※個人相談 (有料 )
※要予約/詳細は係までお問い合わせ下さい。

7ク′どノデ/ノクグノιイメ/」l鰹れオノーノ         房物ら/勁り陽在グ
″め ての方)」オ をも う一度 ιフカ グ学び/_′ ,方、 どを'/_で もお夕 g/_ご参″ 下さψ)。

ゆマクロビオティックのお話・試食  .10/17(火 )1駐 00～
“
:45

<初めての方のための楽 しい集まりです>             会費/各国2,575円 (食事付 )
玄米を炊きながらのお話と試食です               ●要予約/前 日までに必ず
「玄米つておいしいの ?」 まず、実際に召し上がってみてください !   電話でお申込み下さい。
そして、食べものと心と体の大切な結びつきについて考えてみましょう。
「マクロビオティックとは何なのか」「なぜ玄米を食べるのかJ「 まず初めにどうしたらよいかJな
どをテーマにわかりやすくお話しします。まだこの素晴らしい玄米食を知らないご家族やお知り合い
の方をお誘い合わせの上、ぜひお集まり下さい。

◆マクロビオティックヘの入門講座 ※第四水曜 日とな りました。
●会費/各 回2,060円●10/25(水 )15:00～ 17:00「 食め段階‐と四つの体質一②J

●担 当 /大 森 一 慧
●日 程
● 10月 6日 (金 )15:00～ 16:30
● 10月 14日 (土 )17:00～ 17:30
●H月 10日 (金 )15:00～ 16:30

家庭の手 当法
風邪をひいた、熱がでた、お腹がいたい。  ● lo月 18日 (水 )15:00～ 17:00「 生姜湿布、里芋パス
身近にある植物や食品を用いた正しい手当 ター、しょうが油 J
ての方法を身につけていればあわてること  ● 11月 15日 (水 )15:00～ 17:00「塩番茶、点眼ゴマ油、
もありません。その時、その季節にあった                生姜油など」
手当法、保健飲料の作り方を実習しながら  ●会 費/各回2,575円 (材料費を含みます )
しつかりと体得し、「イザ !」 という時に備   ●要予約/前 日までに必ず電話でお申込み下さい。
えましょう。

◆ マ ク ロ ビ オ テ ィ ッ ク 生 活 相 談   担 当/加 藤大季
正食を実行する上での トラブルはよりよい解決法で !      ●lo月 3日 (火 )15:00～ 16:00
人とのつきあい(地域、仕事など)に起こる問題、健康上の問題、育 ● 10月 4日 (水 )17:00～ 18:00
児、しつけ、学校 (給食、いじめ、登校拒否、など )わ からない ● 10月 17日 (火 )17:00～ 18:00
こと、困っていること、迷つていること、悩んでいることなど一緒 ●10月 18日 (水 )17:00～ 18:00
に具体的に、考えてゆきます。何でもご相談下さい。       ●10月 24日 (火 )15:00～ 16:00
※個人相談 (有 料)※ 要予約/詳細は係までお問い合わせ下さい。 ●10月 25日 (水 )17:00～ 18:00

-12-
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*四季おりおりの自然の素材をプロの味

に仕上げる調理の秘訣を学びましょう。

*豊富なメニューでレパートリーがぐん

ぐん増えます。

毎回工夫をこらした料理が登場。今ま

で受講された方も、重複することなく、

さらに新しい献立で学習できます。

*実習・試食・講義でしつかり体得でき

る充実した内容で、和気あいあいの雰

囲気も魅力です。

▲松本光司先生

いつも笑顔で手ぎわよく調理しながら、

その都度要点を懇切ていねいに説明 /

なごやかなムードで濃密な講習レ

プロの奥義を惜しみなく披露。これぞ

粋という料理のコツが豊富に学べる。

※受講要項は前回と同じです。

(左ページをご参照下さい)

*各回とも、その季節の材料を盛り込んだ新しいメニューでの実習と、

各テーマの講義で料理のコツ・秘訣を締めくくります。どなたでも、

いつからでもスタートできますので、お気軽にご参加くださいノ

010/15(日 )なんきん蒸し、自然薯磯辺揚げ、応、ろ応、き大根、百

合根水晶蒸し、薩摩餅、茶めし

(お話/料理道具の手入れ方法について)

011/19(日 )南瓜細切り炒め、食養茶碗蒸し、食養柳り|1鍋、蓮根

ちぎり揚げ、擬製豆腐、黒米入り御飯

(お話/おいしい煮物のコツ)

●12/17(日 )特別食養おせち料理



貪養料理競法請塵
●10月 15日 (日 )● 11月 19日 (日 )
●12月 17日 (日 )

松本光司先生
◆この講座は、ユニークな企画としてスタートし

て以来、熱心な方々にご参加いただき、おかげさ

まで、丸 1年を迎えることができました。ひき続

き、料理の技術、その心を、長年プロとして研さ

んしてこられた松本先生に教えていただきます。

●時間/各回午前10時30分～午後 3時 30分

(途中、試食・休憩があります)

●会場/日本CI協会会館 3階
●受講料(各回ごとに)/正会員・法人会員=10,300円。誌友=10,815円。(税込み )
●受講は日本CI協会「正会員」「法人会員」または「誌友」になること力く必要です。
●要予約/まず電話で予約し、講習日4日前の水曜日までに受講料をそえて事務局へ。

(現金書留または持参。郵使振替の場合は「払込票」のコピーを同封 )

●エプロン、スカーフ、筆記具持参

(9月 よリー括納入はありませんので、ご了承ください)

プロの技に学ぶ:壬護墓菱米斗理塁技 湛 靖 割 茎 申 =入書
氏

名

男

女

明・ 大 0昭

年生

話

号

電

番
一Ｔ住

所
)

① 日本CI協会の正会員 (の家族)です。②「誌友」です。③ 法人会員です。
④ 会員ではないので入会申込みます。(どれかに○をつけて下さい)

(該当する月日と金額をOで囲~正
会員I法天会頁

~丁~~¨
語
~~~友~~下記のように受講料を納めます。

受  講  日     |
10月 15日 0

11月 19日 012月 17日     |(各 回ごとに)10,300円  |(各回ごとに)10,815円
●正会員会費 (12,360円 )を納めます。●誌友会費(5,150円 )を納めます。
合計 円を添えて申込みます。 年  月  日



正食1医学に|よる手当法
講 師 /フヽ 栞果 ――一 慧

土曜 ① 10月 21～22日

13:30

S

15:30

警講■‐‐■‐
「私め正食人生」

16:00

S

18:15

【手警摯 甲澤)】
し―ょうが湿布 t

事′ヾスタ■、

腹帯の使い方

20:00

S

21:30

【講義】|■ |‐  ■|
|          |||■

「健康の七大条件と

1健康liッ クーill

日曜

7 100

S

9 :00

【手当法 (飲み物)】

三年番茶:醤

"賛

茶■

梅しょ||う 番茶、玄米ク

し■‐よ 1去来泉―プ|

9 :30

S

11100

撃翼慮よ

13i30

S

15:30 麓鼻Tみ議[
う||| _■ |

② ll月 25～ 26日

【講義】

「食養の通則」

身土不二、

一物全体食

【手当法 (外用 )】

豆腐パスター、そば

パスター、 しょうが

,由、 リンゴ
'十

【講義】

「陰陽表の見方と

ことわざに見る食」

【手当法 (飲み物 )】

第一、第二大根湯、蓮根

湯、コーレン、ねぎ味噌

湯、椎茸スープ

【体験談と

質疑応答】

【食箋料理】

みそおじや、小豆南瓜、

ひじき蓮根 (ひ じきこ

んにゃく)、 応、りかけ

‐ |■ ,‐ |   |

1989年 第 5期

③ l月 27～ 28日

【講義】「四つの体質」

栄養型、筋骨質、

陰性の肥満型、

栄養失調型

【手当法 (外用 )】

干葉湯、よもぎ湯、栗

の葉湯、塩番茶、蓮根

汁、胡瓜 。大根青菜

【講義】「食べ方」

一日のバランス、

年齢による適応食、

男女の食事

【手当法 (飲み物 )】

ヤンノー、コッコー、卵

醤、大根卸入(梅生番茶

・玄米スープ )、 葛湯

【体験談と

質疑応答】

【食箋料理】

ねぎみそ、小豆昆布 (黒

豆昆布 )、 ほうとう、昆

布つ くだ煮

『 正 食 相 談 』嚇 師/大 森 英 桜 H明 920日 alttH24日 J別 922日

希望の方は日本 CI協会の正会員になり、係へ中し込んで(午前中)、 書類に記入 し、相談

料を添え相談日の前に送って下さい。その時点で受付になります。相談は一人30分です。



「正食医学講座」は1976年以来,15期開かれ,主任講師の大森英
桜先生の濃密な講義で好評を博して事いりました。その正食医学
の手当法,食箋料理の実際を「実技ltH」 として,長年,英桜先生
?そばで厳しい「実戦」の場を切 り抜けてこられた夫人の大森ゴ

懲先生を主任講師に迎えて開講いたします。先生の個性を生かし
た解説をご期待 ください。

〔第 5期,全 3回。各回定員30名 。先着順締切り。電話だけの申
込みは受けられません。締切り以降はキャンセル待ち,そ して次
回,第 6期の予約とさせていただきます。また,保育はありませ
んので,お子様連れはご遠慮ください〕

講師/大森―慧
会場/日 本 Ci協会本部

(交通/小田急線東北沢駅下車 2分 )

第5期開講/
■日程変更

①10月四日l■l,22日旧)
②ll月 25日 l■l,26日旧)
③l月 27日 l■lヮ 28日個)

10月 21日田

12:00～ 13:00 受付
13:00～ 13:30 説明
13:30～ 15:30 講習
16:00～ 18:15 講習
18:30～20:00 食事
20:00～ 21:30 講習

10月 22日 lE)

6:00～ 7:00 起床,清掃,体操,歌
7 :00-9 :00  ヨ障雇野
9:30～ 11:00 講習
11:00～ 12:30 食事
13:30～ 15:30 講習

●部分参加はありません。

研 修 費 /¬ 回 (2日 間,6講 習)25,750円 (2食つき,宿泊費含まう
(会館宿泊は各回 2,060円増し。予約先着25名 )     硝費税込み)

覇霧

`ξ

灌:送12肇入し?各籠鍵黙[添寛セ菌
III(鰐髪あ     る。罵38ル壽肇2牙含写お天薩蟹'360円

)または1

詈聖片単婆覆是屋慧夢婆警炉
しは手数料2,lXXl円をひいて返還します。それ以後の場合は会の運

■講義 。実習の録音,録画,撮影はご遠慮くださぃ。

第 5期

●今期から、事前に申し込まずに当日、会場へ来られた方は、千円の割り増しを申し受けます。    (89220)
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実 技 編  123申 込書
(0印 をつけて下 さい )

１

２

３

正会員(の家族)です。番号

誌友(のま族)です。

入会申し込みます.

フリガナ

生年月日契
昭氏 名 年 月 日生

男 。女

住所 (〒     )(OO号 室)(00様方)と 詳しく
電話

円を添えて申込みます.

日本 Cl協会御中          年   月   日

○ 会館に宿泊します

○ 宿泊しません



PU経済学・ゼミナール

P3漱テク
<講師/大森英桜〉

◆なぜ日本にお金が集まるのか?
一無双原理●宇宙法則で斬る‖

景気変動の歴史と経済大国ニッポンー

◆お金も
一大綱株の買い方、売りかた一
うけの話①

●命もうけはお金もうけの第一歩

●無一文から成功する方法は?

◎いよいよ登場!!「 PU財 テ ク 講 座 Jを 開講いたします

驚及原理、宇齢 欄 //を縦横た駆使ι.滋 /‐
~層
をみを'多

'大森英桜先生
独″の解説′′

その,′ ,洞察力,コニークな労〃を″き,よ ググツチな'心身、ス空をめざまιょう′
′S、 る つ て ご 参 カロ く だ をさ い !

□ Eヨ 時 /■ 9894■ ■■メ■ 3Eヨ (ネ兒 )
□会 場 /日 本 CI協 会 2階
□喬諄 廻野 饗彗 / 24,000F可 (た去 A、
□実
=獲
弐 /604呂  (■Fド ジ)乏雰 カロ 0ま 2ら

■主催/日 本CI協会〒151渋谷区大山町H5
2S03・ 469・ 7631 FAX.03・ 469・ 7635

■申込方法/申 込書に記入し、講習費を添え:日 本CI協会
あて現金書留で送るか直接持参して下さい。

■締切り/10月 30日 (火 )た だし定員になり次第締切ります。

*取消し/10月 30日 (火 )ま での取消しは、手数料1,500円 を
引いて返還します。それ以降の場合は、会の

運営上、半額返還となります。

■日本CI協会の法人、正会員または、誌友になること
が必要です。

■参加の方には軽食がつきます。

*講習費には消費税を含んでおります。
※予約しないで直接参加の方は1,000円 の割増しを申し

受けます。(定 員に余裕のある場合のみ受付けます )

■講義の録音、録画、撮影はご遠慮下さい。

■■時 -5日 寺 ※ 軽 食 ― き

IE壬 妻拝乳 0ま 2■ ,000F可 )
り ま せ ん )

タ イ ム チ ー‐‐ ブ ル

H:00◆講義 I
「無双原理・宇宙法則で斬る !!

景気変動の歴史と現状」
●なぜ日本にお金が集まるのか?

(大英帝国の滅亡から
経済大国ニッポンまで)

13:00休憩、軽食
14:30◆講義Ⅱ
「お金もうけの話①J
●命もうけはお金もうけの第一歩
●無一文から成功する方法は ?

●大森式/株の買い方、売りかた
17:00

PU財 テ ク 講 座

受 講  申 込 書

円を添えて申込みます。

平成   年  月  日

-7-

日 オ ヽ C I協 会 御 中



θル知)月9日例 可″ ″″

グ
大森英桜 )
法則
〇 〇
〇́

(講師/
のもつ霊動と 宙

際

宇

実
◆数

◆姓名学の原理と
◆数霊による運命,病気など
◆公開姓名相談講習会
●東京で一番人の集まる盛り場は過去、現在を通じて、浅草、銀座、新宿でしょう。これらはすべて24の吉数をも

つています。24は「才略智謀に秀で、金銭は豊かで、財を蓄積じ産業を興し、子孫累代に余慶を伝えるJと され32

と共にお金に関係のある吉数とされています。

●名前(人の名前、会社の名前でも)は、単なる符号じゃないか、画数の多い、少ないで人に影響があるとは考えら

れない……と誰しも思うところですが、各々の数には各々の波動が働き、それぞれに異なつた意味と影響があり

ます。

●どうして吉数 (1,3,5,6・・113,15… )や凶数(2,4,9,10)が あるのか、これらを無双原理,宇宙法則で解明してゆく
非常にユニークな特別ゼミナールです。′S、るつてご参加ください !

■ Eヨ 誅キ/■ 0メヨ9Eヨ (り■ )～■0ノ■ ■0[ヨ (利記)
日会 場 /日 本 C■ 協 会 2階
■訪障運雪委彗/32,960F可 (IE髪≧ _E_3■ ,930F可 )(宿泊は2,060円増し)
■定 員 /60名  (先 着 順 で す )● 音

“

分 参 力日0ま 」ら り 三糞 せ ん

■主催/日 本CI協会〒151渋 谷区大山町115笙 03・ 469・ 7631
FAX.03・ 469・ 7635

■中込方法/申込書 lヒ記入し、講習費を添え、日本CI協会
あて現金書留で送るか直接持参して下さい。

■締切り/10月 2日 (月 )但 し定員になり次第締切ります。

*取消じ/10月 2日 までの取消しは手数料2,060円 を引いて返還
それ以降は、会の運営上、半額返還となります。

■公 開 姓 名 相 言炎 言韓 違 7`粂
※相談者/一人につき20分 (受講者対象)です。定員(6名 )(有料
※相談希望者/先着順受付です。

し確認して下さい。
*個人相談 (非公開)は ありませんのでご了承下さい。
◎ 持参品/食器―茶わん、汁わん、中皿、はし、学習用具。

■日本CI協 会の正会員、法人、または誌友になることが必要
です。
☆食事/日 本 CI協 会料理部が調理する玄米正食料理です。
■講義の録音、録画、撮影はご遠慮ください。

★講習費は消費税を加算したものです。

■0月 9E‐
7:00～ 18:00 受付
8:00～ 19:30開 会式、協会説明、夕食
9:30～ 21:30講義①「数霊と宇宙法則リ

■0月 ■0日 (衝D
6:00～ 7:00 起床、清掃、体操、歌
7:00～ 9:00講義②「姓名学入門 I」

(姓名の字画の算出法
9:30～ H:30講義③ I姓名学入門ΠJ
天格、人格、地格、総格、外格、流
11:30～ 13:00 朝食、写真
13:00～ 15:00講 義④「姓名学の実際と

病気診断 |

15:30～ 17:30講 義⑤「公開姓名相談

特 別 言溝 座

1.正 会員(の家族 )です。番号

2.誌  友 (の家族 )です。
3.入会申込みます

1.「 姓名学 Jの み受講

2.会 館に宿泊する

32,960円 (正 会員は 31,930円 )

2,060円   合計 円を添えて申込みます。

3.公 開相談希望 月 日電話予約済
(0印をつける) 日 4羮 C I協 会きイ餌J・中 1989(平 成元)年

-6-



主任講師/

大森英桜先生

第17期

正負E事講座
第①回 正食編 (10月 7日～8日 )
1.無双原理解説

2.人間の成り立ち

3.穀物 (主食)の陰陽

4.野菜、海草 (副食)の陰陽

5.調味料、加工品の陰陽

6.食べ方、宿便と反応

第③ 回  基礎 編 の I(12月 2日 ～ 3日 )

1。 人体 (臓器)の発生と陰陽序列

2.五行説、気と経絡

3.望診法 (人相、手相 )

4.望診法 (体、性格、便尿など)

5。 自律神経とバイオリズム

6.症状で見る陰陽判断

第⑤回 各論編のI(3月 3日～4日 )
(各種病気の原因、症状と治療法 )

1.脳と神経、心の病気

2.目

3.耳、鼻、歯、口、のど

4.骨、関節、外傷、皮膚

5.生 殖 器

6.内分泌、アレルギー、ア トピー

主催/日本 CI協会

第②回 基礎編のI(11月 4日～5日 )
1.動物性食品、果物、飲料の陰陽

2.体質別、年齢別、性別の食養法

3.食養手当法 (1)

4.食養手当法 (2)

5.消化の生理と造血

6.食の段階と病気の七段階

第④ 回  各 論 編 の I(2月 3日 ～ 4日 )

(各種病気の原因、症状と治療法 )

1.呼吸器 (気管支、肺)

2.循環器 (心臓、血管)
3.消化器の 1(食道、胃)
4.消化器の 2(十二指腸、小腸、大腸、肛門)

5.肝臓、胆嚢、膵臓、牌臓

6.泌尿器 (腎臓、膀洸)

第⑥ 回  各 論 編 の Ⅲ (4月 7日 ～ 8日 )

(各種病気の原因、症状と治療法 )

1.子供の病気

2.老化と老人の病気

3.ガンの 1(総論、胃、腸、子宮)

4.ガンの 2(乳、肺、自血病など)
5,エ イズなど難病、奇病、新病、公害病

6.質疑応答、まとめ



紺
正

請

期
食

座

医学

① 正 食 編

10月 7日 ～8日

1.無双原理解説
2.人間の成り立ち
3.穀物 (主食)の陰陽
4.野菜、海草 (副食)の陰陽
5.調味料、加工品の陰陽
6.食べ方、宿便と反応

講師/大森英桜

新しい層質の話野をつくる。7クロビ■
ディック      "    饉、第

「/JEs開購ノ

全 6回 ① 10月 7日 ～8日、② ll月 4日 ～5日、
③ 12月 2日 ～3日 、④ 2月 3日 ～4日、

⑤ 3月 3日 ～4日 、⑥ 4月 7日 ～8日

主催 。会場 0日 本CI協会 〒151東 京都渋谷Iえ大山町H-5803・ 469・ 7631
研修費 024,720円 陰 館宿泊は26、 780円 )

持参品●食器一茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具

申込方法●中込書に記入し、研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で
送るか直接持参する。日本CI協会の正会員 (年、12,360円 )ま たは誌
友 (年、5,150円 )になることが必要です。
締切り●各回開講の 4日前厳守。

取消し●締切日までの取消しは手数料 2.000円 をひいて返還します。それ

以後は会の運営 上、半額返還となります。

*食事は日本CI協会の料理部が調理する玄米正食料理です。
*①～⑥まで受講された方には「正食医学講座修 f証」を発行いたします。
■講義の録音、録画、撮影はご遠慮ください。

キ リ ト リ 線

l■l

12:00^-1 :00

1 :00ヽ-1 :30

1 :30^-3:30

4:30^-6:00

6:00- 7:30

7:30^-9:30

11:00-―

(日 )

6:00ヽ-7:00

7:00--9:00

9:30ヽ-11:30

11:30ヽ-1 :00

1 :00^-1 :30

1 :30^-3:30

受 付
説 明
講義 1

講義 2

夕 食
講義 3

消灯、就寝

起床、清掃、体操、歌

講義 4

講義 5

朝 食
写真、次回分受付

講義 6

第1劇 正食医学講座①②③④⑤⑥ 伸込みの婢にOをつけてくださ0

①各国参加 >24,720円 (会館宿泊26,780円 )②一括前納 >138,020円 (会館宿泊150,380円 )

③講義の部分受講 1・ 2・ 304・ 5・ 6>1講義4,300円

氏名

男

。
女

( )歳

日

生

月年

明

大

田

新
・願

正会員(の家族 )です。番号

誌友(の家族)です。

入会申し込みます。

ふりがな

(〒

住所

) 
都道
府県

自宅 市外局番
電話 (   )

業

先務

職

勤

勤務先 市外局番
電 話 (   )

円を添えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中

今回で全 6回を修了する方は、ここにサイン
して下さい。

。今期から、事前に申し込ますに当日、会場に来られた方は、千円の割増 しを申し受けます。



●講習の献立は「学習ノート」

◇ 1989年 秋 期 (第 55回 )
に記載されます。

● リ マ ‐ ク ンヽ キ こン グ
｀
7カ デ

=ミ ー
初級・中止 扱師範科申 i生宅罫

○料理教室に新規入学 します。○継続して受講/前回のコース名( )
1.初級 2.中級 3.上級 の免状を取得しました。(○印をつけて下さい)

●受講希望クラス

A・ B・ C・ D
5、 りがな 男・女 (

明治 。大正

昭和  年 月

)歳

日生

1.正会員(の家族 )です。No.(   )
2.誌友(の家族)です。

3.新規に入会 します。

氏

名

一Ｔ住

所

) ●入学金(5,150円 )を

納入します/納入済み

自宅電話

1,         
―

職 業
勤務先

勤務先電話
螢           

―

日 本 C i協 会 御中
円を添えて申込みます

年   月   日

*集中料理講座(  年  月)を受講
しました。
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リマ・クツキング/7カデミー
校 長 /桜 沢 里 真 (日 本CI船 飯

玄米や穀物類、味わい深い季節の野菜、,毎草、豆類な

ど大自然の幸を生命の糧として頂く、健康と幸福の料理

を学びましょう。マクロビオティック料理は、化学的に

汚されない新鮮な材料を、精白せず、純正な調味料 (天

然醸造の味噌、醤油、自然塩、ゴマ油、ナタネ油など)

で調理し、砂糖類や化学調味料はいっさい用いません。

マクロビオティックを世界に広めた桜沢如―先生は「台

所は生命の薬局」と言われました。さあ、あなたも「生

命の薬局長」になってください |

●初級コース/玄米の炊き方からマクロビオティック料

理の基礎を研修。●中上級師範科コース/初級修了の方

を対象に、さらに応用的な各種、季節の献立を研修。

●免状/各コースの規定の回数出席し、期末の修了試作

会に作品を出品し試験に合格し、規定の免状料を納入さ

れた方に免状を授与。●受講には日本CI協会の正会員
(年12,360円 =拠み)、 または「誌友」(年 5,150円 =腿み)、

あるいは法人会員になることが必要です。

●昼の部は 1歳以上の歩けるお子様を対象に「保育」が

あります (有料)。お子様連れの受講はご遠慮下さい。

●エプロン、スカーフなど持参品や詳細は係に問合せ。

●いったん納入された受講料などは返却できません。

●受付けを締切っていないクラスは途中入学できます。

●「集中料理講座」の受講は4週受講と同じ扱いです。

※初参加の方は初級コースから受講して下さい。

時 間 割 授  業  料
コース 曜 クラス 時 間 講  師 授 業 日 入学金 一括納入 月ぎめの分納 一回受講

中

上

級

師

範

科

火

A
11:00

S

14:00

沢

真

桜

里

9 101112
月 月 月 月

19375
261714⑩
24 21

31 28 5,150円

33,372FЧ

9月  6,180円
10月 12,360円

11月 12,360円

12月  6,180円
3,605円

B
18:00

S

20:30

津

子

浮

宏

初

　

級

　

科

水

C
11:00

S

14:00

吉 成

知江子

9 101112
月 月 月 月

20416
27188⑩
25 15

22/29

27,810円

9月  5,150円
10月  7,725円
11月 12,875円

12月  5,150円

3,090F弓

D
18:00

S

20:30

田

子

植

冨

● ま変更になることがあります。 ●12月 1 です。 ●金額は消費税込みです。
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“

■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、木曜と行事のない祝日が定休日)

日 本 CI協 会
〒151東 京都渋谷区大山町‖ 5

0会員でなくても参加歓迦です    ● 03・ 469・ 7631 代)
●録音はご遠慮ください。  小田急線・東北沢駅下車 2分

小田急線

(各駅停車)

◆ 10月 :灘畿爾闇懸鰯鐵翻圏爾爾麟爾翻購

2日 (月 )● 6時 30分～鋤30分 詩吟教室 (伊森神東)

3日 (火 )●午前11時～2時 ,6時～8時 30分  リマ・クッキングアカデミ

ー中上級師範科 毎週火曜日 ●311～ 4時 マクロピオ

ティック生活相談 (加藤大季)正会員になり要予約

4日 (水 )●午前11時～2時 ,6時～8時 30分 リマ・クッキングアカデミ

ー初級 毎週水曜日 ●研～6時 マクロピオティック生活

オロ言炎 (加藤大季)

6日 (金 )●午前11時～2時 マクロピオティック生活実践講座

「寒さに向けての食事と生活」(大森一慧)3,090円

食事付 前日までに要予約 ●3時～絣30分 マクロピオ

ティック子育て・家庭相談 (大森一慧)個人相談、

正会員になり事前申込み

7日 (土 )～8日 (日 )●正食医学講座① (大森英桜)別

ページ参照 ●611～ 8時3鉛 月例会「賢く、美

しく老いる法(老化と老人問題)」 (大森英桜)

3,090円 (正会員は2,575円 )予約不要

9日 (月 )●午前1叶～正食相談 (大森英桜)● 餅～9

時3船～10日 (火・祝斉前7時～鵬30分 姓名学特別講座

(大森英桜)(別ページ参照)

14日 (土 )● 1時～4時 おべんとう作り講習会 (大森

一慧)3,090円 要予約(7ベージ参照)● 5時～5

時30分 マクロピオティック子育て・家庭相談 (大森一

慧)個人相談、正会員になり事前申込み

15日 (日 )●午前101130分～鋤30分 食養料理技法講座

(松本光司)(別ペー珍照)● 鋤30分～5時 30分 正宗

太極拳教室 (大友映男)

17日 (火 )03時～4時 4粉 マクロピオティックのお話・試食 (加

藤麟)2,575円 前日までに要予約 ●鵬～6時 マクロピ

オティック生活オロ談 (加藤大季)

18日 (水 )● 鉗～5時 家庭の手当法「しょうが湿布、里芋

パスター、しょうが油J(加藤大季)2,575円 前 日までに要予

約 ●騎～6時 マク8ビオティック生活相談 鰤 婚)

20日 (金 )● 午前11時～正食相談 (大森英桜 )

21日 (1)～ 22日 (日 )●正食医学による手当法 。実技編

24日 (火 )● 3時～4時 30分 マク0ピオティック0ョ ガ (三好暁)●

3時～4時 マクロピオティック生,舌オロ談 ⑩藤大季)

25日 (火 )● 5時～6時 マクロピオティック生,舌オロ談 ⑩藤大季)

◆ 11月導雛灘轟灘癬覇購鸞購騨難騨鸞畿

3日 (金・祝)●午前11時～5時 PU財テク講座 (大森

英桜)(別ページ参照)

4日 (土 )～ 5日 (日 )●正食医学講座② (大森英桜)

10日 (金 )●揃 11時～鋤 マク0ピオティック生活実践講座

「年末からお正月の過ごし方」(大森―慧)

3,090円 食事付 前日まで要予約 ●3時～4時 30

分マク0ビオティック子育て・家庭相談 (大森一慧)

個人相談、正会員になり事前申込み

11日 (土 )● 午前11時～正食相談●餅～8時30分 月例会

「高橋暁正『自然食は安全か ?』 を読む」(大

森英桜)3,090円 (正会員は2,575円 )

12日 (日 )031130分～騎30分 正宗太極拳教室

14日 (火 )● 3時～4時 30分 マク0ビオティック・ヨガ (三好暁)

19日 (日 )● 午前10時 3"～鋤30分 食養料理技法講座

(松本光司)(別ベー珍照)● 鋤30分～鵬30分 正宗

太極拳教室 (大友映男)



■
東
北
沢
店
の
体
業
日
は
毎
週
木
曜
と
行
事
の
な
い
祝
日
で
す
。

予 告 平成 2年 1月 発売予定

ハーレーウォーターシステム (浄水器)価格 未定
水道水の汚染がますます深亥1化する中で、

今や浄水器は玄米食家庭の必需 li11と なりつ

つあります〕しかし、これまでの浄水器は

有害物質の除去能 力が使用水 :itに比例 して

llt卜 し、カー トリッジの交換時 101に は能
'ブが半減する欠点がありました

ハーレーは独自のパ ックウ1ッ シング (逆

流洗浄)シ ステ′、により活′H:炭 を |ll′ liす る
ため、カー トリッジを交換する,Z、 要がなく、

しかも511問 も高い除J:率 を判「オ|し ます

詳しくは資料を本社宛ご|キi求 卜さい う)伸 |

l_l、 いもご利|||い ただけます

瀞 ||=品、

tはT
＼ な 重

″

鞭
鑢

■再入荷商品      人
`イ

時期
●てのべうとん  25(ヽ  32()l ll 人 イキ済
●オーサワキャンデー(純)10()Ч  3(1)111    ・
●  ″ (生姜)lCll、  Hx)円   ん
●   ″ (よもき) 1(lllЧ  32()III   ′′
●  ″ (ゆず)1009 32{)円   ″
●きゅうりのみそ漬  2()oЧ  135()||1 lo「 |!ll(lj

■限定商品

手づくり生 (イ キ)し ょうゆ

1′  1)8()ド ] 1(,II Ill缶 ,人 イI

限定メ!メ1の ためご希マ!ど お |)お う}け できな

いこともありますのでご J‐ 承願 tヽ ます

通信‖て売でのご,11には10サ |オ(ま でにご|ト

文シー トをお送 リトさい なお、|"1切れ
の除はこマ゙ 赦願います

玄米カムカムクラブ締切迫る。ブ

今FIよ り31)k9)ド 位のほかに10kq:111、1(判
米は15k9)で もごl ii虻 が′モけられるよう
になりました さらに12サ |と 511び )21111
配送から、ご希望に応じて毎 |1西ご送てき

るようにいたしました

1()IH511締 切 1)ですび)でお :ltめ にお中し

込み 卜さい

■変更商品

●立科豆みそ  l k9  700円 → 8(X)|||
● ″ (箱) l k9 2.650111→ 2ヽ XX,||

1011卜 (りより
′
貰ウ亀

場:料の k■ が無農業キサI吉 :T変わ |)、 よ |)
′
々全になりまし́た

●′ζ、
`Diり

    35Cl →209  132olll    実方を,斉

全1可的な海洋不l rlのため、1く :ヽが大幅に

減りrlll格 が暴騰しております

●洗たく粉6012∝ )9→ 9o091淑 X)|||→ l αЮlll
●洗い液60 8111,m″ →

“

I)mぜ  HI)||卜 6刊 )円

サンブリアンが名千力: 容 11・

変わ 1)ま した

り〔施済――

lll格 ともに

劣品[「  ササニユ′キ
劣産地 宮IIk・ ||||′
参だ[濯: 卜
′
げへ農ツ:131il,|(11■、fヒ学11」

量 ‰肘碑側 し織せ
:乾せ詳[‖番Tに__=tぃ

土
曜

。
日
曜
は
営
業
。
（営
業
時
間
は
１０
時
半
～
１８
時
半
）



①写駐霜逃量

無
農
嬢
稲
饂
翁
法
麓
の
原
料
埒
鷺
能

生
み
鐘
や
そ
り
ま
文
パ
プ
０
し
鰊
し
ぬ
。

ほ
と
ん
ど
宣
伝
も
し
な
い
の
に
、
士冗
行
き
が
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
、
人
気
上
昇
中
の
立
科
み
そ
。

そ
の
立
科
み
そ
が
、
変
わ
る
と
い
う
。
そ
の
人
気
の
ヒ
ミ
ツ
、
お
い
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ
を
探
る
た

め
に
長
野
県
、
大
自
然
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
立
科
み
そ
の
郷
里
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
長
野
県
味
噌
研
究
所
」
で
麹
と
酵
母

を
純
粋
培
養
し
、
よ
け
い
な
雑
菌
が
入
ら
な

い
「無
菌
味
噌
」
を
つ
く
っ
た
。
画
期
的
な
こ

と
で
す
。

さ
ぞ
か
し
ス
が
７
ン
イ
味
噌
が
で
き
た
と

思
う
で
し
ょ
λ́
と
こ
ろ
が
で
す
、
ウ
マ
く
な

Ｌ
何
度
や
っ
て
も
ウ
マ
く
な
い
ん
で
す
ね
。

そ
の
答
え
は
、
雑
菌
に
あ
っ
た
ん
で
ｔ

み

そ
屋
の
み
そ
倉
に
長
年
住
み
着
い
て
い
る
、

何
兆
何
億
と
い
フ
お
び
た
だ
し
い
数
の
菌
、

こ
れ
が
味
嗜
の
味
を
つ
く
っ
て
い
た
ん
で
す

ね
。
味
噛
の
う
ま
さ
は
こ

」ヽに
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
チ
ー
ズ
で
も
ワ
イ
ン
で
も
事

情
は
同
じ
で
ｔ

工
場
に
よ
っ
て
味
が
違
う

わ
け
で
ｔ

東
北
の
味
嗜
組
合
の
幹
部
さ
ん

が
ぼ
や
い
て
い
た
ん
で
す
べ

工
場
を
き
れ
い

に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
保
健
所
に
は
ほ
め
ら

れ
る
が
、
味
嗜
の
味
は
お
ち
る
っ
て
。

肉
に
比
べ
、
人

リ
タ
ン
パ
ク
の
吸
収
率
は

７０
％
と
非
常
に」優
秀
で
す
。と
こ
ろ
が
味
噌

に
な
る
と
さ
ら
に
１‐
が
っ
て
９０
％
以
１１
に
な

る
ん
で
す
。
段
ト
ツ
な
ん
で
す
ね
。

一
般
に
、
暖
か
い
地
方
の
味
噸
は
――
味
は

あ
る
が
ウ
マ
味
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。こ

れ
は
温
度
の
関
係
な
ん
で
す
ね
。
信
州
は

寒
い
で
し
ま
フ
、
・ｌＩ‐
度
に
も
な
り
ま
す
よ
。

後
熟
と
い
っ
て
寒
い
問
Ｌ
，
ま
く
な
る
ん
で

す
。
・ヽ
れ
が
信
州
味
噸
の
う
ま
さ
な
ん
で

す
ね
。
味
囀
・特
油
の
研
究
に
打
ち
込
ん
で
き

た
情
熱
の
人
、
酢
屡
茂
商
店
の
　
代
日
、

今
丼
荘
司
氏
三

見
し
て
、
口岬
の
い
い
初
老

の
大
学
教
授
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
話
し

だ
す
と
正
ま
ら
な
い
。
日
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い

て
き
て
熱
っ
は
い
。
と
て
も
７４
才
と
は
思
え

な
い
尤
気
さ
で
あ
る
。
２０
代
な
セ

」の
仕
事

に
取
り
組
ん
で
も
う
５０
年
に
な
る
。

味
噌

・
格
油
の
研
究
に
始
ま
り
、
・め

種
の
雑
学
に
か
け
て
は
な
か
な
か
の
人
だ
。

し
か
し
、知
識
だ
け
の
人
で
は
な
い
。
毎
月

初
日
は
神
様
に
析
る
と
い
つ
。
「味
囀
が
よ

く
で
き
ま
す
よ
う
に
、
皆
さ
ん
に
再
ば
れ

ま
す
よ
う
に
」
と
。

立
科
み
そ
は

変
わ
る
か

味
囀
は
■
造
り
で
―

年
以
■
、
本
桶
に

ね
か
せ
る
。
板
を
敷
き
、
川
原
石
で
重
石
を

す
る
。
人
地
返
し
も
人
手
で
混
ぜ
る
。
５０
年

前
と
変
わ
ら
な
い
重
労
働
で
あ
る
。
そ
し
て

析
る
。
心
づ
く
し
の
手
作
■
て
あ
る
。
こ
の
や

り
方
を
頑
と
し
て
変
え
よ
う
と
は
し
な
い
。

聞
く
と
、
「た
く
さ
ん
造
ろ
う
と
す
る
と
味

が
落
ち
ま
す
」
と
い
わ
れ
る
。

結
論
を
急
ギ
フ
。
原
料
は
完
全
無
農
葉

の
有
機
農
法
産
に
変
わ
っ
た
。
一い下
方
は
変

わ
ら
な
い
。
み
そ
は
、
火
入
れ
を
せ
ず
に
生

の
ま
ま
、
酵
母
が
生
き
た
ま
ま
を
、
生
み
そ

パ
ッ
ク
で
出
荷
す
る
。
一■
科
み
そ
は
ま
す
ま

す
お
い
し
く
な
る
。
コ
ン
に
あ
る
。

甕
椰
多
舞

搬
札
秦
Ｔ済

み
そ
の
ウ
マ
サ
は

昧
贈
つ
く
り

無
名
の
雑
菌
に
あ
り

５０
年
の
職
人
魂

生酵Btの生みそバツク

l k9  920円    l k9… … 820円

4k9 -3′ 300F]    4k9  3′ 000F]

東北沢店

東京都渋谷区大山町‖-5

〒15!容03-465-502i
鍵螺硫 区Jヽ餓 卜4オーサワジッ ンゞ株 式会社
〒173●03-958-7112


